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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　明日、イリリア軍を率いてフィリップ王子はこの屋や敷しきを出る。イリリアに攻せめ込こんできている私の弟、ガルシア国王のレスター王を迎むかえ撃うつために。

　そして私は人ひと質じちとして、フィリップ王子に同行しなければならない。フィリップ王子は私が前線にいれば、敵の動きが鈍にぶると思っているのだ。

　絶望的な心境でフィリップ王子の部屋を出ると、妙みように外が騒さわがしかった。

　この屋敷が要よう塞さいであった頃ころの名残なごりである、廊ろう下かに並んだ小さな窓から外を覗のぞくと、屋敷の玄げん関かんに見覚えある馬車が停まっていた。

　メリディアン王女専用の馬車じゃないか。私がそう気づくのとほぼ同時に、今閉めたばかりの部屋の扉とびらがバタンと開き、中からフィリップ王子が飛び出して廊下を駆かけ出だして行った。私も彼かれを追い、玄関に向かう。




「なぜこんな所にのこのこ戻もどってきたんだ！　このじゃじゃ馬が！」

　応接間にフィリップ王子の怒ど声せいが響ひびく。

　メリディアン王女の一行はまだ年若い御ぎよ者しやと侍じ女じよイリス、それにごく少数の警備の男性だけで、皆みな彼かの女じよの身近な者だった。メリディアン王女が自分の我わが儘ままを聞いてくれる人間だけを強ごう引いんに連れて、勝手に王宮を抜ぬけ出だして来たのは明らかだ。

「セーラの熱が心配だったからよ！　戻ってきたらピンシャンしているではないの！　さっさと王宮に帰しなさいよ！」

「お前は何も分かっていない！　少しは自重しろ！」

　二人ともソファに腰こしかけるのも忘れて怒ど鳴なり合っていた。

　私はフィリップ王子がこんな風に怒おこるのを初めて見た。軽い驚おどろきと同時に、やり場のない怒いかりが湧わき起こった。私はこの時、なぜか初めてはっきりと彼に強い怒りを覚えた。

　メリディアン王女の怒りに燃える青い目が私を捉とらえると、一いつ瞬しゆんそれは見開かれ、更さらなる怒りを持った矛ほこ先さきが再び王子に向かった。

「セーラの髪かみがいつも以上におかしなことになっているじゃないの!?　髪を切ったの？　なぜ、誰だれの仕業よ！」

　私はメリディアン王女にいつも変な髪だと思われていたのか。微かすかに傷ついた。

「ランプの明かりに当たってしまって……。一部燃えてしまったので、切ったんです」

　思いついた言い訳をしてみたが、メリディアン王女は疑わしげにしていた。

「とにかくこんな時間に出発するわけにはいかないだろう。分かったから、今夜は泊とまって明日セーラを連れて王都に帰れ！」

　フィリップ王子はメリディアン王女が出発する前に、私を連れて戦地に行くつもりだろう。そうとは知らないメリディアン王女は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。




　私はイライアスが与あたえられていた部屋に向かった。まだ彼が戻って来てから言葉を交かわしていなかったし、こうなった以上私にも覚かく悟ごがあるから心配しないで、と伝えたかった。──いや、実際のところは、ただ彼に会いたかったのだ。

　イライアスはいるだろうか。

　素す早ばやくノックをしても、部屋の中からは誰も出て来ない。いないのかと思ったが、扉の下からは中の明かりが漏もれていた。訝いぶかしく思いながら扉に手をかけ、そっと開けて中を覗いた。

　書しよ斎さいの中は無人だったが、四方の壁かべと机の左右にあるランプは煌こう々こうと輝かがやき、十分な明るさがあった。暗い色の木製の机の上には、真ん中に一枚の紙が置かれていて、目を引いた。吸い寄せられるように机に近寄ると、紙の裏から薄うすく文字が透すけていた。なんだろう、誰かからの手紙か何かだろうか？

　まさか、キースから……？

　だが目を凝こらすと、その紙はいくらか古びたものだった。キースから最近来たものではあり得ない……。

　いけないと思いつつも、私の手は紙に伸のびていき、指先がそこに到とう達たつすると、思わずそれをひっくり返してしまった。













　愛いとしい我わが君




　もちろん貴方あなたのことは誰にも話していません。無二の親友にも、家族にも。特にお父様に知られてしまったら、何をされるか分からないわ！

　私はレイモンドとなんて結けつ婚こんしたくありません。お父様の命令などより貴方との愛を貫つらぬくわ。

　貴方に会いたくてたまらない。もっと頻ひん繁ぱんに会えたらいいのに。初めて出会った歌劇場での貴方の姿が忘れられない。知っていて？　婚こん約やく者しやからの執しつ拗ような求愛を逃のがれて、恋こい人びとである吟ぎん遊ゆう詩し人じんとの真実の愛を貫くあの歌劇の、舞ぶ台たいで光を一身に浴びる美び貌ぼうの吟遊詩人より、貴方は輝いて見えたの！

　次はいつ会えるかしら？　貴方のことばかり考えているの。貴方の腕うでの中でその緑色の瞳ひとみに見つめられてしまうと、何もかも忘れてしまいそうになるわ。

　いつものように、お返事は侍女のエルに渡わたしてね。





貴方のフィオナより















　何だろう、この手紙？

　どう見ても、かなり熱ねつ烈れつな恋こい文ぶみである。読んでいるこちらが恥はずかしさのあまり、顔を覆おおってしゃがみ込んでしまいたくなるくらいの。

　よく見ると手紙の右下に小さく日付が書かれていて、それは五年前を示していた。

　五年前。

　最近よく出るキーワードだ。イライアスが不ふ機き嫌げんになり、キースを激げき怒どさせる要注意用語の一つとして、私は頭の中に刻み込んでいる。

　ディディエ前宮きゆう廷てい騎き士し団長が討うたれた年だ。

「人の手紙を盗ぬすみ読むのは感心しませんね」

　すぐ後ろから声がして、驚いて振ふり返かえるとイライアスが立っていた。突とつ然ぜんの登場に驚きよう愕がくしたせいで手紙を握にぎり締しめてしまい、紙面に皺しわがよる。

　イライアスの表情は冷たいまでに整ったままで、全く読めなかった。

「人の手紙──これはイライアスさんの手紙ですか？」

　イライアスは薄く笑った。その瞳に嘲あざけりが走ったように見えるのは気のせいだろうか。

　私は気まずく感じながら手紙を机き上じように戻した。

「この手紙は間ま違ちがいなく私に宛あてられたものですよ」

「そこに出てくるレイモンドって、まさかあのレイモンド王子のことですか？」

　私の声は震ふるえていた。声ばかりか足まで震えそうだ。

　何かが、崩くずれようとしている。正確に言えば、これまで目を瞑つぶり、見まいとしてきた曖あい昧まい模も糊ことした灰色の一部分に、誤ご魔ま化かしようがない明かりが当てられようとしている。

　目の前に立つ男は私の夫と呼ばれ、数ヶ月も一いつ緒しよに暮らした筈はずなのに、初めて見る知らない男にすら見えた。

「そう……。あのレイモンド王子です。自身には罪はなくとも母親の生家が罪深かったのです。フィオナはレイモンド王子の婚約者でした。私とフィオナの関係は誰にも知られていない筈だったのですがね。ですから、貴方がレイモンド王子から言われたことを聞いた時は驚きましたよ。エルは田舎いなかに帰したのですが、そこから話を聞いたのでしょうね」

　心の中で悲鳴を上げた。聞きたくない。耳を塞ふさぎたい衝しよう動どうに駆かられる。

　イライアスは何を言っているのだろう。

　彼は唐とう突とつに私の両腕を摑つかんだ。突然の行動が理解できず、怖こわくて声も出なかった。

「私は偽りの愛をささやいてフィオナに近づきました。彼女はいとも簡単に私を信じて、夢中になってくれましたよ。けれども偽りが露ろ呈ていした時、彼女は命を断たちました。私を道連れにしようとして。……貴方も私を信用してくれていたのでしょう？」

　あんまりだ。

　告白全てが受け入れ難がたい。

　心を突つかれて引ひき裂さかれるみたいな痛みを感じる。

　イライアスを信用してはならないと肝きもに銘めいじていた筈なのに、いつの間にか私は信じていたのだ、と今気づかされる。

　信じたかったのだ。イライアスを。

　出会った頃、彼は自分で言っていたではないか。振った女性に殺されそうになった、と。それはまさにこの件を指していたに違ちがいない。あの時聞き流さなければよかった。

「フィオナはディディエの一人ひとり娘むすめでした。ジマーマン家と広大な屋敷内部の情報を入手するために、私は彼女を利用したのです」

　レイモンド王子のいつかの言葉は全て真実だったのだ。

　心底キースが腹立たしくなった。心の痛手になっているから、五年前の話をイライアスにするなと頭を下げたのは、彼だ。だが、イライアス本人が諸悪の根源だったのではないか。

「殿でん下かから聞きましたか？　貴方は明日イリリア王国軍と共に東の戦地へ向かいます」

「……聞きました」

「ではこれは？　貴方は唯ただ一人、何の防具をつけることも許されず、最前列に立たされるのです」

　イライアスの手に一層の力が込められ、私は彼に引き寄せられた。

「乱戦になれば貴方の肌はだはあっという間に傷を負い、開戦からそう時を置かずに息絶えるでしょう。貴方は死にに行くのですよ。少しばかり有用な盾たてとして利用されて」

　腕を摑むイライアスの手から逃れようと、身をよじりながら首を激しく横に振った。

　聞くに堪たえない予言をしないで欲ほしい。分かっていても、はっきり言われたくはないものだ。

　私だってイリリア王国軍に同行なんてしたくない。イライアスの手には更に力が込められ、私の腕に彼の指が深く食い込む。至近距きよ離りで私を見下ろす緑の瞳は壮そう絶ぜつな美しさがあり、背筋をヒヤリとさせた。

「私を憎にくみなさい。その方が簡単でしょう？」

「噓うそつき、守ってくれるって言ったのに……！」

　フィオナと同じように私は利用されただけだったの？　声にならない質問が喉のど元もとにせり上がり、代わりに涙なみだを押おし上あげる。嫌いやだ、泣きたくない。惨みじめ過ぎる。たまらず歯をくいしばる。

「私に好きなだけ失望なさい。貴方や私の思いでは戦せん況きようを動かすことはできません。或あるいはレイモンド殿下ならば、貴方を匿かくまってくれたかもしれませんね。憎いフィリップ殿下に一いつ矢し報むくいるために。ですが、貴方を隠かくせる場所や手立てなど、この国にはもうありませんよ。ここまで来てしまっては」

　イライアスは口元を私の耳に寄せた。

「先の休きゆう暇かはフィリップ殿下から貴方に与えられた、最後の自由だったのですよ。貴重な逃亡の機会をみすみす逃しましたね」

　なんて素す敵てきな心こころ遣づかいだろう。私は脱だつ力りよくした。

　でもあれは、違う。

　私はイライアスの側にもう少しいることを選んだのだ。だがそんなこと、絶対に言うものか。

「行けばいいんでしょ。行けば。好きなだけ盾にしなさいよ！　あんたたちの思い通りになって、アルの足手まといになるくらいなら、舌を嚙かみ切きって死んでやるから」

「そんな馬ば鹿かなことはさせませんよ。決して」

「じゃあ、私の顎あごをずっと押さえるの？　やれるものなら……」

　イライアスの双そう眸ぼうに一瞬凶きよう暴ぼうな何かが見えた次の瞬しゆん間かん、私は彼の両手で両りよう頰ほおを強く摑まれ、自分の愚おろかな挑ちよう発はつを激しく後こう悔かいした。

　そのまま勢いよく彼に引き寄せられ、一転して今度は後ろに強く押されて、背後にあった机に腰こしがぶつかる。

　私を押すイライアスの力は緩ゆるまず、ついに身体が倒たおれると背中から机上に乗り上げた。硬かたい木の板を背中と後頭部に感じ、そこでようやくイライアスは私を押すのをやめたが、今度は机に身を乗り出すようにして私の身体にのしかかってきた。私の足は机に乗っておらず、私はバタバタと地面と空気を蹴けって暴れた。

「貴方が提案したんですよ」

　そう囁ささやくなりイライアスは顔を更に近づけ、私は反射的に目を閉じたが、唇くちびるに柔やわらかなものを押しつけられた。それは人を傷つけるためだけのキスだった。彼は流れ落ちる私の涙を両手で拭ぬぐいながら、幾いく度どか唇の角度を変えた。それは耐えきれないほど長く続き、私は音ねをあげた。

　首を激しく振り、イライアスの唇を追おい払はらう。

「……私も、フィオナです」

「貴方は彼女とは違う。命を絶ったりはしません」

「人を傷つけてまで、なぜ……。貴方は、本当は自分が宮廷騎士団長になりたくて、ディディエさんを討ったのでは？」

　するとイライアスは身体を揺ゆすって笑った。

「残念ですが違います。ディディエは最低の上司だったのです。フィリップ王子を暗殺し王統を乱そうとしたこと。宮廷騎士団を私物化し、その地位を利用し私腹を肥やすために手段を厭いとわなかったこと。上に取りいる術に長たけ、己おのれに盲もう従じゆうする者たちだけを周りに固め、宮廷騎士団を崩ほう壊かい寸前に陥おとしいれていたこと。──そして他国からの留学生である王族たちの間で起きた嫌がらせや争いを傍ぼう観かんし時に煽あおっていたこと。これらが理由の全てです」

　私は目を見開いてイライアスを見上げた。

　王族を守る立場にいる筈の宮廷騎士団長が……？　そんなことがあっていいのか。

　私を騙だますためのつくり話ではないだろうか？
















「ディディエは、立場が弱い人間を排はい除じよすることを好みました。イリリアの同盟国から来た王子とその側近が、弱小国から来た王子に陰いん湿しつな嫌がらせをしているのを、ディディエは見逃してやっていました。その王子に泣きつかれて私がそれをようやく知ったのが五年前でした。詳くわしく調べると、ディディエは長年に亘わたって同じようなことをしていたのです。──貴人同士の争いを見下して優ゆう越えつ感に浸ひたっていたのでしょう。露ろ見けんすれば外交問題にも発展しかねない問題ですし、何より人として許せなかった。だから私は当時彼と対立していたフィリップ殿下と手を組んで、彼を追い落としたのです」

　その話を聞いて、私の脳のう裏りにある光景が浮うかんだ。

　かつてヨーデル村に迎えに来たディディエと、アルの奇き妙みような空気。アルは確実にディディエを嫌けん悪おしていた。アルは王子としての礼れい儀ぎ作法や心構えなどが、ヨーデル村での暮らしで抜け落ちていただろうから、悪目立ちしたに違いない。それにあの容よう貌ぼうだった。

　確かく認にんするには残ざん酷こく過ぎる事実だが、聞かねばならない。

「アルも被ひ害がい者の一人だったの……？」

　イライアスから返ってきたのは沈ちん黙もくだった。

　私の頰から手を離したと思うと、今度はゆっくりと髪の毛を梳すくように撫なでられた。

「教えられません。レスター王の名めい誉よのために」

　肯こう定ていしたも同じだ。

　絶望で胸が塞がれそうだった。

　顔を覆って呻うめいた。アルが……アルを私はちっとも分かってあげていなかったし、助けてあげられなかった。

「アルを返してよ！　あんたが、あんたがアルを迎えに来なければよかったのよ！　どうしてアルを守ってくれなかったの!?　アルの専属警護をしていたんじゃないの……！」

　感情が爆ばく発はつするのを抑おさえきれず、まだ上にいるイライアスをひたすら拳で叩たたきまくった。彼はそれが顔にぶつかっても、何の抵てい抗こうも見せなかった。

　イライアスは沈黙を保ったまま、ただ私を見下ろしているので、次し第だいに彼を叩くのに何の生産性も見み出いだせなくなった。宙に持ち上げていた両腕を力なく下ろす。

「フィオナが命を絶つことは想定していませんでした。私にはあれ以来、女性を幸せにする権利などないのです。ですが、ディディエを討ったことを後悔した日は一日もありません」

　女性を幸せにできないからといって、不幸にしてもいいのか。

　歯をくいしばって見上げていると、イライアスの瞳に冷たさが増した。

「レスター王を愛しているのでしょう？　会えない彼のために手巾ハンカチを刺し繡しゆうするほどに」

　アルに刺繡？

　イライアスは何を言っているのだろう。そう思い、ポケットの中の手巾に思い当たった。

　イライアスはこれを、私がアルを思ってつくったと勘かん違ちがいしているんだ！

「侍女が私に嬉うれしげに報告してくれたのです。私のために、貴方が果物の木を描えがいていると。ですが貴方がそれを私に渡すことはなかった。彼との幸せな村での生活を思い出してつくったものだからでしょう……？」

「……そうよ。私は貴方なんて大嫌いなんだから。アルのために……！」

　違う、そうじゃない、と心の奥おく底そこで叫さけぶ自分を押し殺し、私はイライアスを睨にらみつけた。彼にどうにか一矢報いたかった。

　その時、突然野太い叫び声が上がった。

　咄とつ嗟さに視線をそちらに向けると、書斎の入口にジルが立っていた。なぜかその大きな手で必死に両目を隠している。

「も、申し訳ありません！　お取り込み中とは知らず！　扉が開いていましたもので。し、失礼しまし……」

「何だ。用件を言え」

　慌あわててて部屋から退散しようとするジルに、やや苛いら立だった声でイライアスが尋たずねた。

「は、はい。フィリップ殿下がお呼びです」

「すぐに行く」

「それと、食事の支し度たくができたそうです。手のあいた者から食べるように、とのことです」

「分かった。それだけか？」

「は、はい。廊下でお待ちしております！」

　ジルは律りち儀ぎに目を隠したまま一礼すると、消えて行った。扉が閉まるとイライアスは私の身体の下に手を入れて起こした。

「まだ食べていないのでしょう。食べて、今夜は少しでも眠ねむりなさい」

「私に命令しないで。私の好きにしますから！」

「担かついででも食堂に連れて行きますよ」




　食事はほとんど喉のどを通らなかった。

　無理に頑がん張ばって少しだけ食べることはできたのだが、部屋に戻ると胃が痛みだし、徐じよ々じよに気持ち悪くなっていった。今日見た兵たちの怪け我がが今いま更さらのように脳裏にちらつき、また明日のことを思うと我が慢まんができず、屋敷の暗く冷たい灰色の洗面所で、幾度か私は嘔おう吐とした。

　フィリップ王子が屋敷に戻って以来、遠巻きに宮廷騎士団の騎士たちが私にくっついており、どうやら見張られているようだった。流石に洗面所の近くまでは寄ってこなかったが、長居すれば見に来るつもりかもしれない。早く寝しん室しつに戻らねば。

　口に残る酸すっぱい胃液を涙と共に洗い流していると、背後に人が立つ気配がした。振り返るとメリディアン王女がいた。

　まだ寝ね間ま着きに着き替がえていないらしい。彼女は青い目を茫ぼう然ぜんと見開き、青白い顔で私を見ていた。

「セーラ、お前まさか……妊にん娠しんしているの？」

「はい？」

「嫌だ、どうしましょう!?　そんな身体だったなんて！　なんてことなの。そんな、だって、イライアスはこのことを知っているの!?」

　聞き返したつもりが、肯定に聞こえたらしい。

　とりあえず笑え顔がおを急ごしらえして、メリディアン王女を宥なだめてみる。

「違います。単に具合が悪いだけですから。悪阻つわりじゃありませんよ」

　キスで妊娠してしまったらたまらない。

「本当に!?　……ああ、よかった。夜明け前に出て行くのに、どうしようかと思ったわ」

「夜明け前？」

　私が目を白黒させていると、メリディアン王女は声を落とした。急に神しん妙みような顔付きになり、ひそひそ声で耳打ちする。

「なぜお兄様のお妃きさきでなく、わたくしがデメル行きを命じられたのか、おかしいと思ったのよ。それでわたくし天空宮に帰ってからお父様を問とい詰つめたの」

　嫌な予感がした。

　メリディアン王女は私の両腕をぎゅっと摑んだ。

「お前はレスター王の姉だったのでしょう？　お父様は仰おつしやったの。勝利のためなら何でも──セーラの生命いのちなど差し出してもよい、と。だから、無理矢理馬車を出させてまた来たのよ」

　私は人質の件は王も同意していると思っていたが、メリディアン王女の手は震えていた。ショックだったのだろう。

　私の身を案じてくれる人間が王宮にいたとは。このメリディアン王女が心配してわざわざデメルへ戻って来るほど、私を大事に思ってくれる日がくるなんて、最初は思いもしなかった。

「ちょっと、わたくしの話を聞いていて？　なぜそんなに冷静なのよ」

「……今日だけでたくさんの生命がなくなっています。私も彼らと同じように戦いに行くだけですから。私だけが、この戦いから逃れられるなんて思っていません。彼らを攻めたレスター王を助けたのは私ですから」

「そんなのっておかしいわ。お前、イライアスに洗脳でもされたの？」

　思わず笑ってしまった。

　或いは、そうかもしれない。

　彼のことを好きになってしまう前に、──そう、遅おそくともあの夜会の日にでも彼に、レイモンド王子が言ったことを追つい及きゆうしていれば。そうすればこれほど心が弱ったりはせず、少しは抵抗していたかもしれない。

　イライアスの心に私はいなかったのだ……。

　私は彼の美しい仮面の上に、都合の良い夢を見たのだ。そう思うと胸が痛み、再び視界がぼやけそうになる。

　目を乾かわかすように一度大きく開けて、私は言った。

「イリリア王国軍は勝ちますから、大だい丈じよう夫ぶですよ。フィリップ殿下と一緒に無事戻りますから」

　するとメリディアン王女の声は急に明るさを帯びた。

「あら、わたくしそんな心配はしていないわ。だってお前は戦いくさに行かないもの。ねえ、ここからトンズラしましょ」

　私は場ば違ちがいなほどに明るいメリディアン王女の表情と、取って置きの秘密を明かすようないたずらっぽい笑顔に、しばし目を見張った。




　厄やつ介かいなことになった。

　私は薄いマットの寝しん台だいの上でキリキリと痛む胃を押さえつつ、度たび々たび寝ね返がえりを打った。

　洗面所でメリディアン王女は自分の立てた計画をイキイキと明かしてくれた。

　彼女はフィリップ王子を出し抜いて、夜明け前に自分が乗ってきた馬車を出発させるのだと言う。私はこれを聞いても、どうしても、九死に一生を得た、と狂きよう喜き乱らん舞ぶすることはできなかった。

「御者のトミーには、ニンニクを生でかじらせて、居い眠ねむり運転なんてさせないから、安心して！」

　どうでもよさそうな部分を強調する潑はつ剌らつとしたメリディアン王女は、私が計画の危うさを指し摘てきしても実行を譲ゆずらなかった。トミーに目立たぬよう馬車の支度をさせ、三人で王都に逃げ帰るのだという。

　木は森に隠せというから、私一人など王都に紛まぎれてしまえばそう簡単に見つからないだろう、と彼女は言ったが、私にはそう簡単にこの脱だつ走そう劇がうまく行くとは思えなかった。

　メリディアン王女の子飼いの御者はダブダブの外がい套とうを着た、まだ少年のような体格をしていていかにも頼たよりない。それに、馬車を疾しつ走そうさせても馬で追いかけられたら、追いつかれるのは時間の問題だ。私が無理だと言っても、頑がん固こなメリディアン王女は謎なぞの自信に満みち溢あふれて言ってのけた。

　やってみる前からできないと決めつけてはいけない、と。それは教師であった頃に私が生徒に度々説いていたことであったが、そもそもやってみる前からできないことが明白なことも、世の中には存在するのではないか。

　結局私はメリディアン王女の説得に失敗し、彼女の計画に表面上は乗ることにした。メリディアン王女とは一階の使用人用の階段で待ち合わせることになっている。夜明け前になったら、寝間着を着替えて行かなければならない。

　私はどうしたいのだろう？

　心が弱り過ぎていて、正常な判断ができなくなっているのではないか。

　馬車と馬が置かれているのは、屋敷から少し離はなれた大厩きゆう舎しやだ。そこも当然ながら兵たちが警備している。トミー一人がどうこうできる人数ではないし、見張りの兵を眠らせたり傷つけたりするのは、ここにいるイリリア王国軍全体を危険に晒さらすことになるから、すべきではない。

　馬車に乗る前に計画は終わるだろう。

　私だってこのままフィリップ王子の意のままになるのは癪しやくだ。こんな状じよう況きようを進んで受け入れる人間などいない。かといって、メリディアン王女の計画にも乗れない。失敗することが確実なのに、王女やイリスたちに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないからだ。

　私が行方ゆくえをくらませば、父さんが犠ぎ牲せいになる。

　だから、私は明日の戦いだけを逃にげられればいい。屋敷を抜け出した後、馬車などを使わず、森の中をひたすら走って隠れていれば、うまくいけば半日くらいは逃げ通せるかもしれない。

　フィリップ王子も自分がやろうとしていることについて考え直してくれるかもしれない。

　だとすればもう、これしかない。彼女たちを巻き込まずに、一人で逃げるのだ──そうしよう。

　寝台に横たわり、小さな窓に視線を投げながら夜が深まるのをジッと待った。

　そんな風にやることがないと、イライアスのことばかり考えてしまい、胸がちくちくと痛んだ。

　ドーンでの告白は全部芝しば居いだったんだろうか？

　フィオナにも、貴方を妻と呼びたい、とか言ったのだろうか。そう言えばシューリと私は全然似ていない。私はあんなに美人ではない。本当は私になんて触ふれたいとも思っていなかったのかもしれない。そう思うとまた、涙がせり上がった。

　けれどなぜあの時、私を逃がそうとしてくれたのだろう。

　彼の真意が、読めない。この圧あつ倒とう的てきな心の距離が辛つらい。

　どのくらいそうしていただろうか。

　不意に私の部屋の扉が開けられたような音がした。怖こわくて身体が固まった。

　ノックもせず、勝手に人が入ってくるなど、通常あり得ない。

　足音が複数あることに気づき、あまりの恐きよう怖ふに目をギュッと瞑り、息を詰つめた。

　足音は寝台のすぐ横で止まった。

「後悔なさいませんか？」

「聞くな。決めたことだ」

　身体がビクリと震えそうになった。最初に聞こえた、低いくぐもった声は、キースのものだった。そしてそれに対して答えた、抑えていてもなお玲れい瓏ろうな声は、イライアスのもの。

　なぜ彼らが私の部屋にいるのだ……！

　困こん惑わくのあまり、呼吸が荒あらくなるのをどうにかこらえる。

「よく眠っていますね」

「強力な睡すい眠みん薬やくなのだから」

　睡眠薬？　何だ、何の話だ。

「イライアス様のお立場が悪くなりませんか？」

「もとより五年前に捨てた命だ。構うな。それよりお前がどうなるのかが心配だ」

「俺おれは自じ業ごう自じ得とくですから。……じゃ、連れて行きますよ？」

「待て」

　ギシリ、とマットが軋きしみ片側に沈しずんだ。誰かが寝台に体重をかけている──？

　心臓が激しく鳴り、すぐそばにいる二人に聞こえてしまうのではないか、と気が気じゃない。

　頰に温かな手が触れたかと思うと、それは私の顎に滑すべっていった。もう、呼吸過多になってしまいそうだ。いつ目を開ければいいのか分からない。

　私の顎にかかる指先に力が入り、あっさりと私は首の向きを変えられ、戸口の方を向かされた。次の瞬間私は何か柔らかく湿しめったもので口を塞がれた。

　それは間違いなく唇だった。悲鳴を上げそうになる衝動をどうにか抑える。

　キースなわけがない。恐らくイライアスが私にキスをしている。

　僅わずかに顎を引くと、上下の歯の隙すき間まを抜けて体温を持つ濡ぬれたものが口の中に入ってきた。滑ぬめりを帯びたその感覚に一気に心臓が跳はねる。ああ噓、これは舌だ。割り込んできたイライアスの舌は私のそれに纏まとわりつき、ゆっくりと角度を変えて絡からむように動いた。

　……なんて気持ちのいいキスだろう。こんなに上手なキスがあるなんて、いっそ悔くやしいほどだ。場違いにも頭の芯しんがぼうっとしてきたではないか。

「……イライアス様。別れの挨あい拶さつはそのくらいになさって下さい。流石に起きてしまいますよ」

　すると侵しん入にゆうしていた温かな舌がさっと消えて、続いて耳元で乾いた笑い声がした。

「とうに起きている。そうでしょう？　セーラ」

　バレていた──！　もう目を開けるしかなかった。

　固く閉じていた目を今更のように開くと、枕まくら元もとにイライアスがいた。暗くてよく見えないが、その表情はいつもと何ら変わりなく冷静に見えた。

「夕食を取らなかったのですか？」

　夕食？　それならどうにか食べたけれど。第一、私を担かついで食堂に連れて行ったのは、あんたじゃないか。

　……そうか。あの食事に睡眠薬を入れてあったのか。

「食べました。でも残念ながら吐はいたのです」

　イライアスの手が私の頭を撫でた。それを避さけるように私は寝台から半身を起こし、彼を睨みつけた。

「何のつもりですか？」

「貴方は大事な機会を、悉ことごとく潰つぶしてしまう」

　イライアスは戸口を振り返った。つられて見ると、さっきまでそこにいたであろうキースの姿はもうなかった。煙けむりのように彼は消えていた。

　キースは私を連れ出そうとしているようだった。だがこの二人こそ、もう信用ならない。私は彼らの繰あやつり人形じゃない。どうしていつもいつも、私の気持ちなど知ろうともしないで、勝手に決めて強要しようとするのだ。

　人を馬鹿にしている。私は憤いきどおりを込めた鋭するどい視線を再びイライアスに戻した。

「……仕方ありませんね。退散しましょう」

　お休みなさい、と言いながら立ち上がり、扉へ向かうイライアスに手を伸ばし、その腕を摑んだ。

「ちょっと待って下さい！　一体何をしに来たんですか!?」

「貴方にキスをしに」

　咄嗟に黙だまり込んでしまった私を見て少し笑うと、イライアスは素早く出て行った。

　私は閉まった扉に飛びつき、ない鍵かぎを探してしまった。
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　誰の手も借りず、一人でここから脱走する──私が悩なやみ抜いて出した結論は、それだった。

　寝間着から、なるべく動きやすい服に着替えた。

　下働きの女性と間違えてもらえそうな服を選んだつもりだ。

　廊下から慎しん重ちように顔を出して大厩舎の方角を覗くと、やはり数人の兵たちが見張りについている。

　松明たいまつがユラユラと揺れ、少なくとも五人はいると分かる。あれを突とつ破ぱするのは透とう明めい人間にでもならない限り、無理だ。

　屋敷の正面入口のすぐ近くには護衛の間があり、常に兵たちが詰めていた。正面玄関から誰にも見み咎とがめられずに出られるとは思えない。

　屋敷の片側には川が流れている。物理的に見張りが立てない所はそこしかない。

　私は川に面した一階の洗面室まで走ると、窓を開け、よじ登り始めた。捻ひねりのない計画だが、確実に外に出られる。一応泳ぎは苦手ではない。問題はそこから先なのだが、いける所までいってみるしかない。

　晩春の生暖かい風が頰を撫でる。

「早く出なさいよ。後ろがつかえているわよ」

　びっくりして叫んでしまうところだった。縮み上がる思いで振り返ると、なんとメリディアン王女が腰に手を当てて私を見上げていた。

「どうしてこんなに早く!?」

「どのツラ下げてそんな台詞せりふを言うの。約束の時間より随ずい分ぶん早いじゃないの」

「そんな汚きたない言葉、どこで覚えたんですか」

「お前とイリスの会話からよ。ほら、誰か来るわ」

　私はメリディアン王女の裏をかいたつもりだったが、彼女は更に上うわ手てだったらしい。だが私はもう引き返すわけにはいかない。

「私一人で行きますから……。メリディアン様、今まで大変お世話になりました。ご恩は忘れません」

　廊下からバタバタと複数の足音がする。気づかれたようだ。

「早く下りなさい。部屋を出る時に口うるさいお兄様の兵たちを誤魔化してきたのだけれど、探しているみたいだわ。ほら、急いで頂ちよう戴だい」

　廊下の足音は近づいてきていた。もう、待てない。視線を窓の下の暗い川に投げる。

　その時、見下ろす川の闇やみを破り、唐突に松明が灯ともった。兵たちに見つかった!?　目を凝らすと一隻せきの小こ舟ぶねが滑るように川を進み、私のいる窓の下に来た。信じ難いことに、松明を掲かかげて小舟に立つのはキースだった。

「飛び下りろ！　早く！」

「キースさん、火を消して！　見張りにばれます！」

　私が慌てて叫ぶと、キースは松明を川に投げ落とした。

　渡りに船とはこのことではないか。なぜキースがここで川下りをしているんだ、とか、そもそもこの男は私の敵なのか味方なのか、などはこの際目を瞑ろう。

　深さもどんな生物がいるのかも分からない夜の川に飛び込むよりは、賢かしこい選せん択たくな筈だ。

　後ろで私を見上げているメリディアン王女を振り返る。

「さようなら、メリディアン様」

　格好良く挨拶をキメてから、足元の桟さんを蹴り、川に浮かぶ小舟目指して夜の闇に身を躍らせた。着地と共に小舟は木の葉の如ごとく揺れ、キースが体重を小舟の端はしにかけて、揺れを分散させる。

　すると頭上から声が降ってきた。

「セーラ、受け止めなさい！」

　ああ、噓……！

　愕がく然ぜんと見上げると、メリディアン王女が窓に足をかけて今しも飛び下りようとしていた。

　無体な注文に焦あせりつつ、一いち縷るの望みをかけて小舟に同乗するキースを見てみたが、彼はメリディアン王女の方を見上げもしていなかった。指一本王女のために動かすつもりはないらしい。

　それどころか櫂かいを両手に握り、ちゃぷんと涼すずしげな音を立てて水面をかき、小舟を動かし始めている。両者の行動に目を疑わざるを得ない。

　窓から降ってきたメリディアン王女をどうにか受け止めようと、両腕を広げて構えた直後、衝しよう撃げきが私を襲おそって押し倒し、次の瞬間私は王女と小舟に挟まれて、肋ろつ骨こつが折れたのではないかと危き惧ぐしながら激しい痛みに悶もだえた。

　私を押し潰したメリディアン王女は涼しい顔で起き上がりながら、乱れた服を整えて座すわり直す。

　小舟が少し進むと、川は急に流れが速くなり、私たちは物もの凄すごい勢いで屋敷から遠ざかっていった。メリディアン王女が今しがた飛び下りた窓からは松明が出てきて、兵が慌てた様子で外を見ているのが遠目にも分かった。

　間もなく色んな意味で大騒ぎになるに違いない。

　夜の闇に紛れて屋敷から小舟が遠ざかるまで、私たちは静かにしていた。

「メリディアン様。私と一緒に来てどうなさるおつもりですか」

「乗りかかった船というのよ」

「違うと思います」

　メリディアン王女は首を傾かたむけてキースに尋ねた。

「お前、確かイライアスの前の補ほ佐さ官かんじゃないの。なぜここに？」

「夜よ釣づりにでも見えます？」

「まあ。犬は飼い主に似るって本当ね」

「キースさん、どこかに早く舟をつけて、メリディアン様を降ろして差し上げて下さい」

「余計なのがくっついてきたな。誤算だが……まあ、いいだろう。土産みやげができた」

　己の思考回路に浮かんだ断だん片ぺん的な単語を並べるのはやめて欲しい。意思の疎そ通つうを困難にしている。

　キースは櫂を止め、手を離すとゆらりと立ち上がった。舟が不気味に揺れる。なぜ立つ。

「あの……？　き、キース、さん？」

　私を無言で見下ろすキースの怪あやしく光る目が怖い。物でも眺ながめるみたいな、底冷えするとても無機質な目。キースは一定の期間、一つ屋根の下で暮らしていても、まるで知り合いではないみたいな気分にさせることがあった。

「ちなみに、私もこの辺で降ろして下さったりすると、大いに助かったりするのですが……」

　キースは眉まゆ一つ動かさなかった。

　降ろす気はさらさらないようだ。

　渡りに船だなんて思った私が馬鹿だったのだろう。

「ねえ、セーラ、この男との脱走計画があったならちゃんとそう言って。今いま頃ごろトミーが無む駄だに厩うまやで暴れているわよ」

「残念ですが、私とキースさんは別に仲間ではありません」

　何ですって、とメリディアン王女が聞き返してきたが、返事どころではなくなった。キースが革かわの手て袋ぶくろをはめ始めたのだ。おまけに私たちを見ながら舌した舐なめずりをし、手首をばきばきと鳴らし始めた。

　腕が鳴るぜ、ってやつに見える。私はジワジワと身の危険を感じて、背中にメリディアン王女を隠したまま小舟の中で尻しりをついて後ずさりした。

「キースさん、座りませんか？　ふ、舟が転てん覆ぷくしそうです」

「あんたを助けてやる」

　またそれですか？

　だったら、今すぐ座って舟漕こいで。メリディアン王女を連れて行くわけにはいかないし……。

「ぎ、義ぎ理り堅がたいんですね」

「そうでもないぜ。主あるじを裏切ったからな。元の飼い主には次会えば消されるかもな。ははは」

「は、ははは……」

　元の飼い主？　イライアスより前の主ということ？　全然面おも白しろくないけど、笑っておくしかない。

　キースの片手が私の肩かたを摑んだ。少しその手が、震えている……？

「歯をくいしばれ」

　腹を襲ったキースの拳こぶしの衝撃は即そく座ざに頭にまで達し、私は意識を手放した。
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　遠くで名前を呼ばれている。……痛い。

　何かをはたく小気味良い音が聞こえる。……痛い。

「起きてくれ」

　パシン、という音と共に首が横に振られ、頰に痛みが走り、視界が蘇よみがえった。

　目をいっぱいに開けると、私を覗き込むキースの顔と、森の木立が見えた。

　私は暗い森の中を走る、細い道の上に倒れていた。

　呻きながら起き上がると、辺りを見み渡わたした。

　すぐ横には小さな荷馬車があり、荷台には麻あさ布ぬのをかけられたメリディアン王女が横たわっていた。

　まさか、と思って荷台に上り、硬く目を閉じて夜空に白い顔を向けているメリディアン王女の頰に触れた。

　温かい……。よかった。

「気を失っているだけだ。川を下った後、その荷馬車でここまで来たんだ。さて、話がある」

　荷台にいる私を見上げて無表情なままキースが私に語りかける。

「その前に、ここはどこですか？　屋敷が見えませんけど」

「森の中だからな。俺たちは大分東に来たんだ」

　東？　それではガルシア軍に近づいているではないか。眉み間けんに皺が寄っていくのを止められない。

「私が逃げるのを手伝ってくれたんじゃないんですか？　キースさんはこれからどうするんです？」

「あんたが現れて、俺の束つかの間まの平和は乱された。だから、あんたが憎らしかったんだ。俺の抱かかえる事情のせいで、辛つらく当たって悪かったな」

　キースは答えにならない返事をした。

　要領を得ないが、何だか今まで手負いの野生動物みたいにピリピリしていたキースが、妙に柔らかに見える。身に纏まとう空気がいつもと少し違うのだ。

「あんたが絶世の美女ならまだ、納なつ得とくができていたのかな……」

　どう聞いても失礼なことを言われたが、あまりに脈みやく絡らくがないので怒る気が湧かない。

　キースは静かに笑った。

　私が今まで見てきた中で、一番品のある笑顔だった。こんな笑い方もできるのか。

「俺の本当の名はキースじゃない。その名を持っていた男は、子し爵しやくである父に見放された後、諸国漫まん遊ゆうの最中に病死した」

「えっ!?　どういうこと……？」

　キースじゃない……？

「俺は八年前、キースという男の身分を借りて、王立補佐官養成所に潜せん入にゆうしたんだ。前宮廷騎士団長を失しつ脚きやくさせることが俺の使命だった」

　ディディエの話がここで出てくるとは思いもしなかった。何回登場したら気が済むんだ。

　いや、それよりも──キースじゃないとしたら？

　呪じゆ文もんのように私の頭の中をその事実が巡めぐり、不意に疑ぎ惑わくが浮ふ上じようした。

　あの夜会の日に起きた殺人事件だ。

「もしや、あの夜殺した父親の友人というのは……」

「俺がキースの名を騙かたる偽にせ者ものだとバレたんだ。それで消えてもらった。俺の正体が明るみに出れば、イライアス様の責任が問われるからな。俺には本来、使命が二つあった。だが俺はイライアス様のお側にいたいがために、第二の使命をずっと放ほう棄きしてきた」

「……第二の使命？」

「セーラ・ホルガーと家族の様子を、帰国して我が主レスター王にお伝えすること」

　全身の肌が粟あわ立だつ。

　あり得ない。そんな筈ない、タチの悪い冗じよう談だんだと必死に思い込もうとするが、目の前の男のあまりに真しん剣けんな様子に、そうと言いきれない自分がいて、しばしせめぎ合う。

「主が、レスター王……？」

　喘あえぎながら再度森を見渡す。恐怖からメリディアン王女を見ることができない。

「キースさん、ここは……」

　キースの人差し指が私の唇を指し、制止した。

「俺はもう、キースじゃない。俺の本当の姿は、レスター王の闇の左手」

　闇の左手！　……って、何、それ!?

「俺たちは対たい峙じする両軍を大きく迂う回かいした。もうすぐそこがガルシア王国軍の野営地だ。あんたを今からレスター王のところに連れて行く」

「貴方は、レスター王の何なの？」

「さっきも言ったが、闇の左手だ。ガルシア国王は四人の手足を持つ。俺はそのうちの一人だ。王だけのために、隠おん密みつに王の行けない所へ行き、見聞きし、動く」

　頭がクラクラしてきた。

　私は額を軽く押さえながら、とにかく自分を落ち着かせようと溜ため息いきをついてみた。

　キースとレスター王──アルが繫つながっていたなんて、にわかには信じ難い。

　脳裏にイライアスのことが浮かぶ。

「ねえ……イライアスは貴方が本物のキースさんじゃないってこと……」

「ご存知ないと長年たかを括くくっていたよ。あんたを妻にすると仰るまでは。だがあの方は全てご存知だった。恐おそらく子爵家を調べたんだろう。五年前、瀕ひん死しのあの方を助けた俺をクビにはできなかったのかもしれない。あの方はそういうところがおありだから」

　血の気が引いていくのが分かった。指先が冷え、ジンジンと痛み出す。

　私の寝室に忍しのび込こんできた時の二人の様子を思い出す。

「まさか、レスター王に私を引き渡せと、イライアスが？」

「そうだ。これはあの方のご意向だ」

「そんな！　どうして」

「はじめから最悪の場合はレスター王に、あんたをお返しするつもりだったんだろう。あの方はレスター王に負い目を感じていたから」

　それは昔アルを守れなかったことと、キースを結果的に奪うばったことによるものだろうか。

「……私の気持ちなんてどうでもよかったんですね」

「それは違う。……俺は、イライアス様が誤解されるのは嫌だから言うが、この決断は……、あんたの気持ちが自分にはなく、ずっとレスター王にあったと分かったからだろう」

　それこそ違う。私の気持ちは、イライアスに向かっていたのに。

　これでは彼に捨てられたようなものだ。

「そんなことで……」

「そんなこと？　イライアス様はあんたを盾に戦をするなんて、どうしてもできなかったんだろう。まあ、俺なら他の男に自分の女を渡すくらいなら、最さい期ごまで手元に置きたいがな」

　自分の女だなどという認にん識しきが、果たして彼にあったのか甚はなはだ疑問だ。

「俺は、二度とガルシアに戻るつもりはなかった。俺は第一の使命を果たした後、ガルシアとの連れん絡らくを絶ち、立場を捨てていた。今戻れば、恐らく裏切り者の誹そしりを受けて罰ばつせられる。だがイライアス様たっての願いに背そむくわけにはいかない」

「それではわざわざ死にに行く、というの？　そんな無茶な」

「イリリア軍と行動を共にしたいというあんたこそ、死にに行くようなもんだ」

　キースは……、いや、闇の左手とやらは視線を私から外し、考え事でもするかのように視線を彷徨さまよわせて数回瞬まばたきをした。

　次に発せられた声はどこか感傷的だった。

「ドーンでの夜、あんたは名を変えて逃げることを拒きよ否ひした。あれは正しかった。他人の名で生きるには限界があるんだ。キースはこの世から消しよう滅めつした。こうなった今、俺はせめて使命を全うしたい」

　罪なく眠るメリディアン王女を見ると背筋がゾッとした。イリリアの最も重要な地位にあるメリディアン王女を、敵対するガルシア王国軍の下に連れて行くわけには断じていかない。まさかアルがメリディアン王女を人質に使おうなんて、考える筈はないと思うけれど。

「メリディアン様をデメルの屋敷の近くまで帰してあげて。お願い。王女様は関係ないんだから」

　するとキースは口を歪ゆがめて笑った。

「優やさしいこった。それを言うならあんたも本来、この戦争に関係ないじゃないか。あんたこそが利用されているじゃないか」

「……そう。みんな、自分勝手過ぎるわ」

　キースは一度夜空を眺め、不機嫌そうに顔を曇くもらせた。時間が分からない、と彼は呟つぶやいた。

　つられて私も見上げると、空は星一つ見えない漆しつ黒こくの闇だった。もしやキースは星があれば時間が分かるのだろうか。

　彼は焦じれた様子で早口に説明を始めた。

　ガルシア王国軍はイリリアの補給部隊を急きゆう襲しゆうした後、デメルの河か岸しに駐ちゆう屯とんしている前線部隊と、後ろに控ひかえる本隊の二つに分かれているのだという。今、レスター王は本隊にいて、私たちはその近くにいるらしかった。ここから先は道が細く、荷馬車が使えない。

　その時メリディアン王女が身じろぎ、眠りから覚める子どものように無む邪じや気きに瞳を開けた。

　ここはどこ、と高い声を上げたメリディアン王女の口を、キースが押さえた。

「静かに。囲まれている」

　突然神経を張り詰めて辺りに目を走らせるキースの様子に、私とメリディアン王女も緊きん張ちようする。耳を澄すますと、枯かれ枝えだを踏ふむ乾いた音が近くから聞こえた。

　誰かいる──！

　キースがメリディアン王女の口元からゆっくりと手を離しながら、低い声で呟く。

「四人。いや──、六人か」

　微かに彼の舌打ちが聞こえた。

　木立の間からワラワラと男たちが現れた。私とメリディアン王女は我知らず抱き合っていた。

　私たちを取り囲むようにして近づいてきた彼らは皆、黒い軍服らしきものに銀色の甲かつ冑ちゆうをつけ、剣けん先さきをこちらに向けていた。

　イリリアの歩兵や騎き兵へいは皆青っぽい軍服だった。見覚えのない黒い軍服は、私たちが今ガルシア軍の兵たちに囲まれていることを意味していた。

　キースの予言通り、そこには六人の兵たちがいた。

「三人か…何者だ？　こんな時間に森の中で何をしている」

　荷台にいる私たちを庇かばうように立ちはだかりながら、キースが答えた。

「下級兵に名乗る名はない」

　なかなかカッコいい台詞だ。だが空気を読んで欲しいところだった。馬鹿にされたと、明らかに兵たちは腹を立て、形相を変えて距離を縮めてくる。

「誰か話の分かる奴やつに伝えろ。ここにガルシア国王の闇の左手がいる、と」

　闇の左手だと、と兵たちの間に動どう揺ようが走った。だが間もなく一人が叫んだ。

「下手な噓をつくな。真しん偽ぎをお前の腕に聞いてやろう！」

　それを合図にキースは一番近くにいた若い兵に殴なぐりかかった。身を引いたその兵は手にしていた剣けんの柄つかでキースの側頭部を打った。横へキースがよろめいたところへ、兵は飛び蹴りのようにして彼の胸を蹴り上げ、鈍い音と共にキースは後方へ倒れた。彼が動く前に、兵は激しく胸を踏んだ。

　そんな馬鹿な。

　王立補佐官養成所を首席で卒業した男が、そんなに弱い筈はない……。

「何が闇の左手だ！　笑わせてくれるぜ」

　口を歪めて笑いながら、兵はなおも転がったままのキースを蹴った。

　だがしばらくすると沈黙が支配した。倒れたキースがまるで動かないのだ。

　兵に起きろ、と蹴られても彼は反撃しないどころか、ピクリともしなかった。隣となりでメリディアン王女が、私の腕を痛いほど摑んでいる。

　そのうち一人の兵が屈かがむと慎重にキースの左手首を取り、脈を探さぐるように触れた。少しの沈黙の後、彼は口を開いた。

「死んでいる」

　メリディアン王女は金かな切きり声ごえを上げて私にしがみついた。

　彼女を抱だき締めながら私も叫びたい気持ちを必死に抑える。

　キースがこんな所で、しかもこれほど呆あつ気けなく死んでしまうなんて……！　この状況で残された私たちはどうしたらいいのか。私もメリディアン王女も、ガルシア王国軍に捕つかまるつもりなどまるでなかったのに。

　怯おびえる私たちを見て、一人の兵が下げ卑びた笑いを浮かべた。

「へへ。こんな若い女たちは久しぶりだなぁ。しかもこの辺りじゃ見かけないくらい、綺き麗れいな髪と肌じゃないか」

　唇を舐なめる下品な仕草に、悪お寒かんが走る。

「よせ。そういう真ま似ねは陛下が最も嫌きらわれる。細大漏らさず報告せよ、とのお達しだ」

　一番年かさの兵が宥める口調で言った。

「堅かたいこと言うなよ。相棒」

「そうだ。ちょっとくらい手を出したって、ばれやしないさ」

　年かさの兵は不機嫌な表情を浮かべはしたが、黙ってしまった。

「二人まとめて可か愛わいがってやるよ」

　三人の兵たちが荷台に手を伸ばし、私とメリディアン王女を引きずり下ろそうと腕を摑んだ。その目が卑ひ猥わいに歪んで見える。

　怖い。胃が上へと持ち上がり、口から出てしまいそうなほど、恐ろしかった。

　だがこのまま連行されるわけにはいかない。私を助けようとしてくれたメリディアン王女が巻まき添ぞえをくうのだけは避けたかった。私はイリリア軍だろうが、ガルシア軍だろうがどちらにいてもたいした差はないが、メリディアン王女にとっては天と地ほども違うのだ。

　私は荷台に置いてあった麻布を引き寄せながら、メリディアン王女に叫んだ。

「逃げて！」

　荷台から飛び下りながら麻布を大きく広げて、兵たちの頭に被かぶせた。視界を遮さえぎられた彼らは慌てふためき暴れたが、布ごと彼らに懸けん命めいにしがみついた。

　メリディアン王女が荷台から飛び下り、走り出す姿が視界の端に映る。

　なんでそっちに走るの！

　兵たちに身体を振られて、頭を荷台に打ちつけながら、舌打ちしたい気分になった。

　彼女は荷馬車の進行方向に逃げたのだ。そっちにはガルシア軍の本隊がいるのに！

　私を振ふり払はらった兵たちはすぐにメリディアン王女を追うために走り出した。急いでその一人の腰に抱きついてそれを阻そ止ししようとすると、勢い余って兵はもつれながら転てん倒とうした。腕に当たった硬いものに気づき、私は考えるより早くそれを抜き、剣を振り回しながら、前を行く二人の兵たちを目指した。

　走るメリディアン王女に見る間に兵が追いつき、彼女の衣服を背後から摑んで引きずり倒した。兵がそのままメリディアン王女の頰に平手打ちを浴びせ始め、私は怒りで我を忘れて剣を振りかざした。

　剣を振り下ろすことはできなかった。その直後、肩から背中に熱が走った感覚があり、なぜか剣をうまく持てなくなった私は、それを取り落としてしまったのだ。

　背中が燃えるように痛い。火でもつけられたみたいだ。

　なおも落とした剣を拾おうとしたが、後ろにいた兵に横取りされ、仕方なく素す手でで兵を突き飛ばしてメリディアン王女から離した。

「舐めた真似しやがって！」

　突き飛ばされた兵は私を睨みつけたが、その瞳はすぐに見開かれた。何に驚いているのか、と後ろを振り向くと、そこには血に染まる剣を握るキースがいた。

　誰もが驚愕に声も出なかった。

　キースは音もなく踏み込み、私の前にいた兵に剣を浴びせると、もう一人が立ち上がる間すら与えずその頭上に剣を振り下ろした。

　絶命する兵たちから視線を引ひき剝はがし、キースを頭からつま先まで確認する。そこにいるのは、紛れもなくキースだった。

「し、死んだんじゃ……」

「多勢に無勢過ぎたんでね。出方を見ようと死んだフリをしただけだ」

「そんな。だって、脈は……？」

「手首の下に岩があってね。それに押しつけていた。そうすると、しばらくの間脈を取りにくくさせることができるんだ。覚えておくといいぜ」

　いつ使えばいいの、そんな豆知識……。

　追ってくる兵たちがいないということは、キースが一人で討ち負かしたのだろう。

　あの僅かな時間に、たいしたものだ。

「メリディアン王女様。お怪我は？」

　いつまでも座り込んでいるメリディアン王女に声をかけると、彼女はふるふると首を横に振った。

　その白い顔は茫然としていたが、声は震えながらもしっかりしていた。

「立てないの。足を挫くじいたみたい」

　えっ、と驚きながらメリディアン王女に手を貸そうとすると、キースが私の二の腕を摑んで止めた。

「あんた、人の心配している場合か！」

　不ふ審しんに思ってキースを振り返ると、今度はメリディアン王女が短く叫んだ。

「セーラ！　血がっ、背中から凄すごい血が出ているわよ！」

　血？

　その途と端たん、思い出したかのように背中が痛み出した。痛いと同時に、異常に熱く、かと思うと冷たい。

　さっき剣を持っていた時に、後ろにいた兵に斬きられたに違いない。手を回すと背中は血で濡れそぼり、切れた服の間から素す肌はだに指先が触れてぬるりと滑った。

　慌てて手を引っ込めると、それは鮮あざやかな赤に染まっていた。

「脱ぬげ」

「えっ!?」

「服を脱げ。……念ねんのため言うが、手当てをさせろという意味だ」

「いえ……。あの、お気持ちだけで十分です」

「気持ちで傷が塞がるか！　さっさと脱げ！」

　そんなこと言ったって！

　服は上下に繫がっているんだから、背中を出すには全部脱がなきゃいけない。しかも肌着も取らないといけないわけだし……。こんな所で……！

「セーラ！　わたくしも見ているから大丈夫よ。安心して脱いで」

　メリディアン王女まで、何の足しになるのか分からないフォローをする。

　キースは苛立った声で言った。

「脱がされたくなきゃ、脱げ！」

　そこまで言われたら脱ぐしかない。

　半ば怒りながら服を脱ぎ、腰回りと胸に、脱いだ服を巻きつけて背中だけ露ろ出しゆつしてから、後ろを向いてくれていたキースに声をかける。もう、自じ暴ぼう自じ棄きな気分だ。

　彼は私の背中を流れる血を拭いながら悪態をついた。

「くそっ。大きいな。イライアス様や陛下にこれでは顔向けができない」

　痛いのか熱いのか恥ずかしいのか、もうあらゆる感覚がごちゃ混ぜになり、おかしくなりそうだ。

　キースは腰にぶら下げていた袋ふくろから何やら小こ瓶びんや、布にくるまれていた工具のようなものを出して、手当てを始めた。消毒なのか、濡れた布切れが私の背中にあてがわれ、キースは溜め息をついた。

　あろうことか、彼は私の剝むき出だしの肩に手を置いてきた。

「あんた本当に肌が綺麗だな」

　悩ましげに囁かないで欲しい。身み震ぶるいしそうになる。こんな時に何を言う。

「それって、だ、誰かと比べているんですか!?」

「色んな女だよ。……宮廷騎士団長の補佐官ってやつは、かなりモテたからな」

　自じ慢まんか。そんな話をこんな所でするな、と反論しようとした矢先、強きよう烈れつな痛みが私の肩を襲った。

　何かが突つき刺ささるような痛みに、驚きながらキースを振り返ろうとすると、片手で押さえられた。

「動くな。今縫ぬっている」

　縫う!?

　そんな大事なことは、予あらかじめ宣言してからやって欲しい。

　慣れているから暴れるな、とキースが呟くと、再び針で刺すような痛みがあり、続いて糸状の物が皮ひ膚ふを通されていく生々しい感覚が襲う。

　自分の背中の傷をキースが夜の森で縫っている、という事実は受け入れ難いが、この傷を放置することもできないのは分かっている。首席で卒業しているキースの技術は確かだろう、と信じるしかない。

　次々と刺されていく痛みに、歯をくいしばるが、痛い、痛いと声が漏れてしまう。何か別のことを考えなければ到とう底てい耐えられそうにない。

「ああ、見ていられないわ……」

　呻きながらメリディアン王女は白い顔を歪めて背け、両手で顔面を覆った。

　見ているから安心して、って言っていたじゃないの……。

「包帯を巻く。両手を上げて」

　渋々従う。

　なけなしの胸を隠していた服を膝ひざ上うえに下ろし、両腕を肩の高さまで上げた。背中が引きつれて痛む。傷が開くんじゃないかと怖くて仕方がない。

　キースが後ろから手を回し、白い布を私の上半身に巻き始めた。

　人の耳元で溜め息をつくのはやめて欲しい。素肌にたまに当たるキースの手に、なんだか落ち着かない気分にさせられる。

「本当はもっと巻きたいんだが、足りない。多分じきに高熱が出るぞ。傷は二十針程度だが、これは応急処置でしかないからもう一度ちゃんと縫い直した方がいい」

　もう一度縫うの!?　なんてこと。

　私はウンザリしながら服をどうにか着た。

　キースはどこか惚ほうけたようにいまだ地面に座り込んでいた。なぜか彼の呼吸が荒い。訝しく思ってよく観察すると、彼の黒いシャツの脇わき腹ばら部分が濡れたみたいに光っている。近づいて更によく見ると、シャツに裂け目があり、濡れたそれは血だと分かった。

「キースさん！　貴方も怪我を！」

　彼は力なく笑った。その後ろでメリディアン王女がどうにか立って歩こうと試みて、だがしかし余よ程ほど足に痛みがあるのか、数歩で崩れ落ちる。彼女は足首を押さえていた。

「キースさん。私が縫いますから、道具貸して下さい！」

「いや、よしてくれ。大事な血管を刺されそうで怖い。服を縫うのとはワケが違うんだ。それにあんた、そもそも裁さい縫ほう自体あまり……」

　後半は聞かなかったフリをしてあげた。何しろ非常事態だ。

　ポツポツと樹木の葉を叩く音がまばらに聞こえ始め、暗い空を見上げると顔に冷たい雨あま粒つぶが当たった。雨が降り始めていた。私は反射的にぶるりと身を震わせた。

　とにかくキースを荷馬車まで連れて行き、どこかで一刻も早く、手当てを受けさせなくては。私は彼の腕の下に潜もぐり込こみ、立たせようとした。

　私もキースも、立ち上がることすらできなかった。激痛が意思の力を凌りよう駕がし、キースに肩を貸してはとても歩けない。

「キースさん。この道を戻れば、デメルの屋敷の近くまで行けますか？」

　キースはしばらく沈黙した後、無言で首を振った。

「途と中ちゆうまでしか行けない。そこからは舟で川を逆流する必要がある。ちなみに舟は証しよう拠こを消すために沈めてきたから使えない」

　あまりに残念な報告に眩暈めまいがしそうだ。私はメリディアン王女の隣に屈んだ。

　彼女を地べたに放り出しておくわけにはいかない。

　キースに比べれば、自分より軽いメリディアン王女に肩を貸すのは、まだしも可能だった。覚おぼ束つかなげに歩くメリディアン王女に肩を貸し、激痛に耐たえて彼女を荷馬車まで連れて行った。彼女が申し訳なさそうに体重をかけるたび、峻しゆん烈れつな痛みが背中に走った。

　馬の手た綱づなを引っ張り、葉を広げる木の近くまで荷馬車を動かした。雨を防ぐためもあるが、荷馬車の周辺には四人の兵たちの遺体が転がっていた。なるべくそれをメリディアン王女の視界から離してあげたかった。

「いいですね？　今度不届き者が来たら、私たちを置いてでも行けるところまで馬を走らせて下さい」

「……セーラ？」

　荷馬車の上から不安そうにメリディアン王女は私を見下ろしていた。

　私は盛せい大だいな溜め息と共に、メリディアン王女とキースを見て考える。

　この三人のうち、歩けるのは私だけだ。

　メリディアン王女を一人にすることは絶対にできない。手負いだろうが、実はキースじゃなくて闇の左手だろうが、彼といて欲しい。そしてキースは放っておいたら、命に関わりそうだ。

　残された道は、これしかない──ここから歩いて行ける距離にあるのだから、ガルシア王国軍の野営地に行こう。

　キースかメリディアン王女の名を出せば、必ず人を寄よ越こして助けに来てくれるだろう。

　それを告げるとキースは、神妙な面おも持もちで頷いた。

「斜しや面めんをひたすら下っていけば、じきたくさんの明かりが見える筈だ。明かりを目指して歩いてくれ。そこがガルシアの野営地だ」

「メリディアン様をよろしくお願いします」

　彼の血の作り出す染しみは、一見してさっきよりも広がっていた。もう猶ゆう予よがない。

　私は荷馬車の上で震えているメリディアン王女に軽く手を振ってから、彼らに背を向けて斜面を下り始めた。

　月のお陰かげで真っ暗ではなかったが、私の行く手は道があるわけではなく、時に膝上までの藪やぶをかき分けて進んだり、また時に斜面に両手でしがみつきながら下る必要もあった。

　雨で地面はぬかるみ、気を抜くと滑りそうになる。

　靴くつは泥どろ水みずで濡れ、冷たいのを通とおり越こして気持ちが悪かった。

　道なき道は着実に体力を奪っていく。背中の感覚は今や麻ま痺ひしていた。

　本当にこの方向で正しいのだろうか？　──私はもしや遭そう難なんしてはいないだろうか。

　ここで倒れたら、三人とも終わるだろう。

　不安が胸を押し潰しそうになった時、ようやく木々の隙間から明かりがチラチラと見えた。

　あそこだ……そこはまるで別世界に見えた。今、唯ゆい一いつ私が縋すがれる所。

　既すでに疲ひ労ろうと、恐らくは出血したせいで朦もう朧ろうとしながらも、気力だけで足を動かし、視界に入る明かりの数がどんどん増え、それは篝かがり火びとなり、大小様々な天幕が現れ、上下左右に揺れる霞かすみがかった視界に、唐突に剣を構えた兵が割り込んだ。




「止まれ！　何者だ？　どこへ行く」

　黒い軍服の兵たちが次々に集まってきて、私を囲んだ。ついに着いたらしい。

　私は這ほう這ほうの体ていで頭を下げながら答えていた。

「闇の左手と、イリリアのメリディアン王女様が怪我を負っています。彼らを助けて下さい、慈じ悲ひ深ぶかいガルシア国王陛下の兵の皆様」

　私を囲む兵たちの数が増えていく。

　血が足りないせいか、身体の芯が絞しぼられるような感覚だけが顕けん著ちよで、頭の中は景色が揺れるみたいに霞かすんでいきながら、視界が狭せばまっていく。痛いのか寒いのか分からない。

　もう、立っていられない。私はその場に座り込んだ。

　私を立たせようとする黒服の兵を横目に見ながら、ふと思った。

　私はキースの描えがいたシナリオ通りに動いたのではないだろうか。もし皆が怪我を負わなければ、私は何としてもメリディアン王女をデメルの屋敷に帰そうとしただろうし、ガルシア軍の野営地になどノコノコ歩いて来ようとは思わなかった。

　馬車が使えない以上、抵抗する女二人をここまで連れてくることは、キースにも難しかっただろう。──そう考えると、まさか……？　という疑念が首をもたげた。

　ひょっとすると、私たちが怪我をしたのはキースの計画のうちだったのではないだろうか。そうなのだとしたら、もう、怒りを通り越して物が言えない。

「女、どこから来た!?　近くの村の者か？」

「闇の左手と言ったか？」

　口々に様々な質問が飛んできた。それに答えるのすら辛い。

　私を立たせようとしていた兵が、血に濡れた服に驚き、救護班を呼べ、と叫んだ。

　私は自分が来た方向を震える手で指差し、メリディアン王女の名と闇の左手という単語をとにかく繰り返した。

　私はさぞや不審な女に見えたことだろう。

　背中に血をつけた女が、突然現れてうわ言のように奇き天て烈れつなことを訴うつたえるのだから。

　きっと私は物凄く怪しい。こんな状況だけれど、自分で自分がおかしいと思える。

　その時、騒そう然ぜんとしていたその場の空気が急に変わった。

　なんだろう、と思っているとにわかに兵たちが慌てだし、さざ波の如く地に膝ひざをついて頭を下げ始めたではないか。

　私を支えてくれていた兵は速すみやかに私を地面に座らせ、そのまま私は彼に後頭部を押されて、周りの兵たちと同じく頭を下げさせられた。

「何の騒ぎだ」

　若い男性の毅き然ぜんとした声がした。

　それに対して近くにいた兵の一人が答える。

「副連隊長。申し訳ありません。村娘が戯言たわごとを申しておりまして。怪我をしておりますので、治ち療りようを施ほどこしすぐに追い払います」

「その娘か」

　声と共に、二人分の足音が聞こえる。

　地面近くまで下げさせられている頭は、兵の手に押さえられていて上げることができないため、視線だけを動かして周囲を確認した。よく磨みがかれた黒いブーツと、茶色のブーツが私の側まで歩いて来て、立ち止まった。どちらかがガルシア軍の副連隊長なのだろう。

　私は早々に大物を呼んでしまったらしい。その時、近くにいた兵の一人が言った。

「陛下。お目め汚よごしを……」

　陛下──!?

　確かに今、そう聞こえた。

　ガルシア軍の兵に陛下と呼ばれる存在は一人しかいない。ガルシアの国王、レスターただ一人だ。

　目の前の黒と茶のブーツのつま先を、食い入るように交こう互ごに見た。このどちらかが、レスター……アルだというの!?

　私は傷の痛みも寒さも忘れて、全神経に意識を集中させ、二組の足を凝ぎよう視ししていた。

「その娘はどうやってここまで来たのだ。警備態勢を恥じよ」

　全身にビリビリとした衝撃が走った。

　間違いない！　今のは、アルの声だった！

　別れた時よりも声が少し暗く、男らしくなりはしたが、やや中性的な柔らかなあたりの声は、聞き覚えのある、私の弟のもの。

「本人は西南の森から歩いて来たと申しております」

「西南の森の見張り番はどうしている」

「ま、まだ交代の時刻ではありません故ゆえ……」

「不審な怪け我が人にんを堂々と通した挙句報告もないのか？　それをおかしいと思わないのか？　なぜ戯言と断じるのだ」

　兵たちは口々に詫わび、数名が私の来た方角──彼らが西南の森と呼んだ方へ、状況を確認するために走って行った。

　よかった。これでメリディアン王女もキースも助かるだろう。

　脱力して額が更に下がり、草を掠かすめた。水に濡れた土と、青い匂においがする。

　黒いブーツが一歩私に近づくのが視界の端に見えた。

「一体どんな戯言を言っていたのだ。申してみよ」

「その娘が申しますには、森の中でイリリアのメ、メリディアン王女と……闇の左手が怪我をしている、と」

「何……？」

　それはまた突とつ飛ぴな、と呟いたのは副連隊長の方だろう。しばしの沈黙の後、レスター王の声がした。

「娘。顔を上げよ」

　それは王都に連れて来られてから、いや、そのかなり前からずっと私が思い浮かべていた瞬間だった。

　既に感覚がない背中に力を入れ、顔をどうにか上げて、まばらに降る雨を瞬きで避よけながら目の前に立つ人物を仰あおぎ見みた。

　アルだ──。

　体格はすっかり変わり、肩かた幅はばも厚みも増していたし、髪は伸びて肩先より少し長く垂らされていた。頰は年ねん齢れいのためか、かつてよりも細くなっていた。

　纏う黒の軍服と腰にさす剣は、記き憶おくの中にある私の弟とは、まるで縁えんのないものだった。

　だが、赤みの目立つ薄い唇と、吸すい込こまれそうなほど淡あわい青い瞳は、紛まぎれもなくアルのそれだった。

　懐なつかしさに全てを一瞬飛び越えて、微笑ほほえみかけたくなる衝動をぐっと堪こらえた。

　十年ぶりに目にした弟の、時の流れを感じさせる部分と、変わらぬところ。それらが一緒くたに私の中に入ってきて、胸には万ばん感かんの思いが込み上げていたが、実際に見つめ合っていたのは恐らくほんの数秒だった。

　レスター王は表情一つ動かさなかった。

　彼は兵たちに視線を戻すと簡潔に命じた。

「手当てが済んだら見張り番が戻るまで拘こう束そくせよ」

　ええっ!?
















　そのまま身を翻ひるがえし、マントをはためかせて歩き出しながら、隣に立つ茶色のブーツの男に言う。

「シア。尋じん問もんはお前に任せる」

　私は威い風ふう堂どう々どうとした足取りで遠ざかっていくレスター王を、茫然と見上げていた。

　……私が誰だか分からなかった……？

　もちろん私は名乗っていない。けれど、顔を合わせればアルは私に気づいてくれる、と信じていた。

　まさかの展開に、頭が真っ白になった。

　兵に支えられて小さな天幕の一つに連れていかれる間、私の頭の中では今見た出来事がグルグルと回っていた。

　天幕に入り簡素な寝台に上げてもらい、再び傷を縫うと告げられるに至って、私の人生はこんなものなのかもしれない、と諦あきらめの境地に至る他なかった。

　手当てが終わると、入いれ替かわるように副連隊長が天幕の中に入ってきた。

　私がいる天幕は治療のためのものらしく、木製の小ぶりな寝台の他には、隅すみに物入れが並べられ、後は部屋の真ん中に椅い子すが置いてあるだけだった。

　柔らかな笑えみを浮かべたまま中に入ってきた副連隊長は、私が傷を庇ってうつ伏ぶせになっている寝台の脇わきに膝をついた。手当ての際に服は破られ、今は包帯の上に毛布をかけているだけだから、落ち着かない。

　波を打つ茶色の髪は肩先で切り揃えられていて、彼が屈んだ時にふわりと甘あまい香かおりがした。

　黒い瞳は温かみを帯びていて、その気品溢れる出いで立たちに、ここが戦争中の野営地だという現実を忘れそうになる。

　私は寝台から身を起こそうとして、彼に制止された。

「安静にしていた方がいいよ」

　お言葉に甘えて寝台に再び身を沈め、首だけ向ける。

「あの、ご迷惑をおかけしてすみません。助けて下さってありがとうございました」

　副連隊長はただ微笑んだまま首を横に振った。謙けん虚きよな人なんだろうか。それとも……？

　メリディアン王女とキースが気になる。

「森の中に残してきた私の連れは、どうなりましたでしょうか……？」

「その話は後でゆっくりしよう。とりあえず、身体を触さわらせてもらうよ」

　聞き間違いだと全力で疑いたい気分になったが、すぐにああ、そうか、と納得せざるを得なかった。私は大変不審な女なのである。

「危ないものを身につけていないか、確認させてもらおう」

　副連隊長は私が肩にかける毛布を取り去り、腰から下の服を着ている部分に手を当て、異物がないか調べるように滑らせ始めた。緊張しながら固まっていると、彼の手が私のポケットの所で止まった。

　その中にあった手巾を無断で取り出すと、施されている刺繡をしばらく見ていた。彼はチラリと私を一いち瞥べつした後、手巾を元に戻した。

「口を開けて。大きく」

　私は頤おとがいを摑まれると、口の中まで調べられた。

　それが済むと副連隊長は再び地面に膝をついて、私と目線を同じ高さに揃そろえた。

「さてセーラ・ホルガー。なぜ君はここにいる？」

「どうして……私の名前を知っているのですか？」

「質問をしているのは私だよ」

「……私は怪我をしたメリディアン王女様とキースを、助けて欲しかっただけです。他意はありません」

　副連隊長は寝台に肩かた肘ひじをつき、窺うかがうように私を見ていた。その目は、信用できない、と言っている気がした。

「教えて下さい。二人を助けていただけましたか？」

「どちらも捕とらえたよ。君がキースと言ったのは、闇の左手のことかな？」

「話せば長くなります」

　下手に隠し事をするのはかえって良くない気がした。今更都合のいい方向にキースたちと口裏を合わせるわけにもいかないのだから、事実を包つつみ隠かくさず述べるしかない。善意に縋りはしたけれど、ガルシア軍を困らせる意図はなかった。

　私は淡たん々たんとこれまでの経けい緯いを話した。

　ある日、家にイライアスが率いる騎士団がやって来たところから。

　私が話している間中、副連隊長は軽く頷くことで聞いているという意思表示をしてはいたが、徹てつ頭とう徹てつ尾び無表情であった。その瞳の闇色は、頭の中を覗かれるのを防ぼう御ぎよするための色なのかもしれない、とふと思ってしまった。

　私の壮そう大だいな伝記が終わると、彼は口を開いた。

「レスター王に、会いたいかい？」

　会いたい……！

　ずっとずっと会いたかったのだ。引き裂かれた時の悲しみは、今でも胸の奥おく深ふかくに突き刺さっている。

　だが目の前の黒い瞳は、私を品定めするように見ていた。この人は私を試ためしているのだろう。迂う闊かつな返答をしてはいけない。

　私は言葉を選びながら慎重に答えた。

「アルには会いたいとずっと思っていました。けれど私はレスター王に会いに来たわけではありません」

　副連隊長の瞳が微かに細められた。

「……失われていた闇の左手に、敵国のメリディアン王女か。おまけに君は我が軍にとっては軛くびきとも言える存在だった。君は天からの贈おくり物ものか、毒薬か。それが問題だ」

「毒自身に罪はありません。使う人間の方に問題があるのです」

　副連隊長が初めて声を出して笑った。

　一いつ旦たんそれを収めると、彼は肘ひじを寝台からどけて佇たたずまいを正した。

「失礼をしたね。あまりにタイミングができすぎていて、正直新手の刺し客かくかと思ったよ。君に何か着る物を持ってこよう。私のことはシアと呼んでくれ。これでも陛下の一の側近を自負している」

「ありがとうございます。色々お世話になって、すみません。……副連隊長さんですよね？」

「シアでいいよ」

　そのまま立ち上がり去りかけるシアに、私は慌ててメリディアン王女たちに会わせてもらえないかと尋ねた。すると彼は苦く笑しようした。

「君たちはお互たがいが余程大事なんだね。心配いらないよ。メリディアン王女様は丁てい重ちようにもてなしているからね」

　キースは……？　疑問が湧いたが、敢あえて聞かなかった。




　ほどなく天幕の出入口にかけられている、扉代わりの分厚い布が捲めくられる音がした。シアが服を調達してきてくれたのだろうか。

　うつ伏せの姿勢なので首が痛い。顔をしかめながら出入口の方に顔を向ける。

　入って来た人物が私の視界に飛び込むなり、心臓が跳ねた。滑るような足取りで寝台の近くへやって来たのは、アル……いや、レスター王だった。

　天幕を打つ雨粒の音は激しさを増していて、雨が本降りになっていることを窺わせた。レスター王の服も所々濡れている。

「セーラ。服を持ってきたよ」

「……あ、ありがとう」

「ガルシア式の服だよ。もっといいものを着せてあげたかったけど、これくらいしかなかった」

「貸してもらえるだけでありがたいよ」

　私たちは驚くほどごく普ふ通つうに会話していた。二人の間に流れた空白の年月など、存在しなかったかのように。

　何とか寝台に起き上がろうとすると、レスター王は手を貸してくれた。

「痛む？　僕の……私のせいで、すまない」

「ねえ、私だってすぐ気がついた？　さっきは反応がなかったから、忘れられたのかと思ったよ」

「忘れる筈がないじゃないか。凄く驚いたよ。自分の目がおかしくなったのかと思うほどにね。でも、こんな時だから、何かの罠わなかとも疑った。セーラによく似た他人かとも……。あんな態度取ったりして、ごめん」

　彼には今、立場と責任というものがあるのだ。多くの兵たちの前で軽々しい行動は取れないのだろう。

「会いたかったよ、セーラ」

　レスター王はそう言うなり私を抱き締めた。首と腰に腕が回され、背中の傷には触れない気き遣づかいがされてはいたが、傷が引きつり、少し痛かった。

　けれど身体が触れ合うと、様々な感情──とりわけアルに対して抱いていた愛情が溢れて押し寄せ、懐かしさに涙が込み上げた。

「セーラ。本当にセーラだ」

「うん。アル……。私、ごめん」

　ずっとアルに謝あやまりたかった。

「どうして謝るの？」

「あの日、アルを守れなくてごめんなさい。何も知らなくてごめんなさい」

「……私がガルシア人だって知って、驚いた？」

　思わず言葉を失った。

　アルがいなくなってから、色んなことがあった。会ったらたくさん報告したい話や、聞きたいことがあった気がするのに、いざ顔を合わせると、何も出てこなかった。

「アルは……記憶をなくしたわけじゃなかったんだよね？　私たち家族に敢えて言わなかったんだよね？」

「うん。そのせいでセーラはイリリア軍に酷ひどい目に合わされたんだね。父さんも……。さっきシアからだいたいの話は聞いたよ。もう、何も心配しなくていいよ。今度は私がセーラを守るからね」

　レスター王は私から身体を離し、髪に触れてきた。

　一転して急に凄すご味みのある声で彼は言った。

「フィリップ王子は流石卑ひ怯きような手に慣れている。この借りは必ず返させてもらう。セーラがイリリア軍の中にいないとなれば、矢をいくらでも使えるし、気き兼がねなく攻められる。必ずイライアスの首も取ってくるからね」

「えっ……」

　心臓にまるで冷や水をかけられた思いがした。

　ざわざわと嫌な予感がする。

「アル。私、イライアスと……」

「それも聞いた。無理矢理結婚させられた、と」

「そうだけど。形だけの結婚だけど、よくしてもらったし……」

　本当に？　──フィオナと同じく、私は騙だまされていたんじゃないだろうか。

　イライアスが本当は何を考えていたのか、分からない。

　キースに私を託たくした真意を知りたい。

　彼が実際にはどんな人間だったのか、私には自信がなかった。

　視線を戻すと、私をひたと見つめる淡い青色とぶつかった。

「まさかイライアスに惹ひかれた……？　本当は形だけじゃなくなっていた、とか？」

　何を聞くんだ、と焦りながら首を横に振った。

「イライアス。良くも悪くも、忘れられない男だ。剣の腕は抜ばつ群ぐんだったね。でもあれから私も随分鍛きたえたんだよ。この手で、討ち取りたいものだ」

　争うのはやめて。そう言おうとして引っ込めた。私たちは今まさに戦争中なのだ。

　ふと気がつくとレスター王は私の剝き出しの肩に視線を落としていた。

　なんてことだ。懐かしさにかまけて、あられもない格好を披ひ露ろうしていた。

「服を着替えるね」

「手伝うよ。その怪我では無理だ」

「ええっ!?　いいよ。王様に服を着せてもらうなんて、恐れ多いから！」

　すると彼は声を上げて笑った。

「さっきから、全然王様に対する態度じゃないけど」

「えっ、ごめん！　……じゃなくて、申し訳ありません！」

　そうだった。つい昔と同じ話し方をしてしまったけど、分ぶをわきまえるべきだった。

　もう身分が全然違うのだから。自分の中に甘えがあったのだ。同じだとか、変わりないなんて思ってはいけなかった。

　冷ひや汗あせをかきながら急いで寝台から下りて、彼より低い位置に膝をつこうと、動いた。

「痛い癖くせに、何してるんだよ」

　呆あきれた声と共に、レスター王は私の腕を押さえ、そのまま寝台に座らされた。

「相変わらず流されやすいんだね。動揺し過ぎ」

　流されやすい……!?　そういう問題じゃないと思うけど。

「そんなふうに、流されたの？　イライアスに。闇の左手まで心変わりさせた男だからね」

　その名が再び登場して、気まずさを感じた。

「キースはどうなるの？」

「裏切り者の闇の手に命はない」

「殺したの!?」

「まだだよ。命いのち乞ごいをしたいの？」

　私は大おお仰ぎように頷いた。当たり前だ。彼がいなければ私は死ぬほかない盾とやらをやらされていたのだから。背中を多少切られる方が大分マシだ。

　レスター王の目が不意に挑発的な色を帯びた。

「優すぐれた人間の心を摑む者が最も優れているという。では私は負けたのか」

「えっ……今なんて？」

「何でもない。あまり時間がないんだ。これでも忙いそがしくてね。……今度母さんたちの話をゆっくり聞かせて。もう行くよ」

　そう言うとレスター王は私に頭から服を被せた。




　傷を負った背中は時間の経過と共に疼うずくように痛みが増していき、ついにはキースの予言通りに高熱にうなされる羽目になった。

　朦朧とした頭で何度か眠りに落ち、天幕の外の喧けん騒そうを聞いた。

　兵たちが走り回る音や怒鳴り声、武器の立てる金属音を意識の片かた隅すみに聞いた。

　──ガルシアの兵たちが、イリリア軍と戦うために出しゆつ陣じんしていくのだ。

　ああ、ついに両軍が真っ向から衝しよう突とつする。膜まくの中を漂ただよう意識で、そう考えた。

　地をも揺らす騒そう音おんと張り詰めた空気がたまらず、天幕を這い出て何が起きているのか、その様子をこの目で見たい、とも思った。

　けれども全身が鉛なまりのように重く、起き上がることさえできなかった。

　私はただ、眠りの世界を彷徨っていた。
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　目がはっきりと覚めた時、辺りは既に静かになっていた。雨は上がり、遠くの空は茜あかね色いろになりつつあり、いかに長く寝ていたかと思うと怖くなった。

　天幕の外に出ると、入口の脇に若い兵が一人立っていた。

　彼は私につけられた見張りのようだったが、行動の制限はされていないらしく、メリディアン王女の所に案内をしてくれないかと頼たのむと、快く引き受けてくれた。

　外をウロつくと、ほとんどの兵たちが出で払はらっているために、たくさんの天幕が張られているにもかかわらず、静せい寂じやくに包まれていた。

　案内された天幕に入ると、出入口には兵たちが二人並んでおり、中ではメリディアン王女が座って何やら縫い物をしていた。

　ああよかった……。

　メリディアン王女は足に包帯を巻いてはいるものの、清潔そうな服に着替えていた。しかし、その表情は、酷く険しい。

「メリディアン王女様……。ご無事で何よりです。あの、……何をなさっているのですか？」

「裁縫よ。見れば分かるでしょう！　セーラこそ、思ったより元気そうじゃないの。わたくしはここに監かん禁きんされているのに、お前は違ったのねえ。心配して損したわ」

　どうやらメリディアン王女はこの天幕から出られないらしい。

　その上物もの凄すごい量の衣服が彼女の周りに置かれている。

「なぜ裁縫を。まさかレスター王に命じられたんですか？」

　するとメリディアン王女は表情を一層険しくしてまくし立てた。

「レスター王に聞かれたのよ。特技は何かって。それでわたくし、裁縫ですわと答えたのよ。そしたらあの男、兵たちの破れた服を縫えと命じてきたのよ！　治療代と食費がわりですって！　相変わらず目に悪いほど綺麗な王だと思ったら、性格も悪かったわ！」

　言った後でメリディアン王女は気まずそうにチラリと私の顔色を窺った。そのまま小さな声で、あら、セーラの弟だったわね、と目を逸そらした。

　レスター王の命令にも驚かされたが、彼らしいといえば彼らしかった。メリディアン王女は天てん井じようを見上げて溜め息をついた。

「天幕の中が暗いのよ。手元が見えやしないわ。なのに見張りの兵が、この中から出してくれないのよ。縫い目がガタガタになったら、わたくしの腕が疑われるでしょう」

　丁重にもてなしている、とシアは言ったのに、この扱あつかいはどうだろう。天幕は私が使わせてもらっているものよりは大きいが、服が散乱していて足の踏み場もない。

　これではキースの扱いが一層危あやぶまれる。

　メリディアン王女にキースの行方を尋ねると、彼女も知らないと首を横に振った。森の中でガルシア軍に救助してもらって野営地まで連れて来られた後、二人は引き離されたのだという。

「わたくし、どうなるのかしら」

「すみません。私のせいで」

「お前が盾にならずに済んだなら、やった甲か斐いはあったじゃないの。謝らないで。でもお兄様はきっとわたくしを見捨てるわね」

　そうだろうか。

　私はデメルの屋敷にメリディアン王女が戻って来た時のことを思い出した。

　フィリップ王子はとても怒っていた。

　あれは自分の作戦を邪魔される心配からではなく、メリディアン王女を危険な場所に置いておきたくない、という心配から怒っていたのではないだろうか。なんとなく私はそう感じた。

　私には平気でできたことを、彼はとても妹にはできないだろう──そう思うとふつふつと怒りが湧いた。

　あの時感じた怒りの正体はこれだったのだ。

　私とメリディアン王女は、イリリアとガルシアの戦況がどうなっているのか、考えては心を乱した。いくら考えてもどうにもならないのに。

　二人で途と方ほうもない量の裁縫をしながら、ただひたすら兵たちの帰りを待っていた。

　何かしないでは、とてもその時間に耐えられなかっただろう。
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　レスター王が率いる軍隊が大挙して野営地に戻って来たのは日にち没ぼつ後であった。

　胴どう体たい部に飾かざり綱つなが施された一ひと際きわ目立つ黒い馬を操り、先頭を陣じん取どって大軍を統とう率そつするレスター王──。

　彼が乗る馬は、頭から首までを覆う銀色の甲冑がつけられている。その勇ゆう壮そうな姿に、別人を見る思いがした。

　馬上から細かな指示を出すレスター王を見上げる兵たちの顔には、尊敬と信しん頼らいが見て取れ、彼がこれまでガルシアでどれだけの努力を以もつてその地位を築いたか推おし量はかられた。

　野営地は再び密集地帯と化し、兵たちの声と物音に飲み込まれた。

　兵たちは例外なく泥どろまみれになっており、負傷者も少なくなかったが、皆前を向きどこか生気に溢れていた。デメルの屋敷で見たイリリア軍が帰き還かんした時の有様との落差を感じずにはいられず、不安が胸を侵しん食しよくしていく。

　果たして対峙していたイリリア軍はどうなったのだろう？

　メリディアン王女と私が誰に聞くこともできず立たち尽つくしていると、シアが馬をこちらに進めてきた。汗あせで髪を顔の周りに張はりつけ、血と泥の飛沫しぶきが身体中に散っていてもなお、彼の顔は晴れやかだった。

「危ないところでしたが我々が勝利しましたよ」

　私とメリディアン王女は口を開けることさえできなかった。

　ただこれから恐らく厳しい報告を聞かなければならない、ということだけが確かだった。

「イリリア軍は二手に分かれていたのですが、昨夜からの雨で河が増水し、合流が遅おくれたために我々の挟はさみ撃うちに失敗したらしい」

　静かな口調でそう告げながら、シアは黒い瞳で私たちを見下ろしていた。

　口を動かすのはこんなに大変な作業だっただろうか？

　私はどうにか続きを知ろうと、先を促うながした。

「それで、イリリア軍は……？」

「加えてイリリア軍の総司令官は我らの矢を受けて落馬しました。下級兵が動揺しきってしまったところを混乱に乗じて我らが攻め立て、イリリアは大敗しましたよ」

　噓よ、お兄様が、と呟くとメリディアン王女は膝から崩れ落ちた。イリリアの総司令官はフィリップ王子だ。

　彼女を支えようとして、あまりの背中の痛みに絶句しながら、私も膝をついた。雨を受けて湿った地面が、服を濡らしていく。

　イライアスは……？　彼は無事なのだろうか。

　どうしてこんなにも苦しいんだろう。こんなことになるのなら、何と思われようとも怯ひるまずに手巾を渡していれば良かったのだ……！　今振り返れば、私を躊躇ためらわせた理由はなんとちっぽけだったのだろう。

　シアは私を見て言った。

「これ以上の戦いは無用だ。ガルシアとイリリアは講和条約を結ぶことになったよ。明日、早さつ速そくイリリア側の使者が来ることになっている。新たな国境線について話し合うことになるだろう。我々本隊は使者を迎えたら条約締てい結けつを待たずして明日、ガルシア王国へ帰国するよ。もちろん君たちも一緒にね」

　ガルシアへ──。

　アルの祖国に行く？　イリリアを出なければいけない!?

　私は震える声で馬上のシアに向かって声を上げた。

「どうぞ、私たち二人はお見捨て下さい。食いぶちの無駄でしょうし。女手としても何の役にも立ちません。特にメリディアン王女様は」

「拒否権はないのだよ。まだ怪我が治っていないからね。ガルシア王国は君たちをここで放り出すような、非人道的な国家ではないよ。……とりわけ、新たな国境線からイリリア兵が全員撤てつ退たいするまで、メリディアン王女様には我らといていただく」

　何だかんだと理由をつけてはいるが、最後の一言が本心だろう。メリディアン王女を条約の履り行こうの担保にするつもりか。次から次へとどうしてこうも事態がこじれていくのだ。

　茶で満たされた器うつわの中に溺おぼれ、スプーンでぐるぐると混ぜられていて、そこから抜け出せない……。私はそんな気分でいっぱいになった。




　ガルシア軍の兵たちに、私たちのことは既に知れ渡っているようだった。

　どうやら私がレスター王と一緒に育ち、イリリア軍によって人質にされ、メリディアン王女の助けで逃げ出した、との逸いつ話わが広まっており、次第に兵たちは口々に私たちを讃たたえ始めた。メリディアン王女に対する態度も急に変わり、彼女のために新たに豪ごう華かな天幕が用意され、監禁状態も解かれた。

　夕食の後、天幕に湯浴み用の樽たると湯が運ばれてきて、ようやくメリディアン王女は入浴にありつけた。彼女は王宮では常に侍女に身体を洗わせていたため、私が手伝って背中や髪の毛を泡あわ立だてた柔らかい布で洗った。

　全身を洗い終え、メリディアン王女の身体を拭ふいてあげて、与えられた簡素な衣服に着替えさせる。

　いつもは口から生まれたのではないか、と思うほどよく話すメリディアン王女が、口数少なく静かにしているのが苦しかった。

　レスター王に会い、私とメリディアン王女の今後について彼の意思を確認しておきたかったが、彼は奥の方にある豪華な天幕に入ってしまい、近づくことができなかった。

　外で見かけてもレスター王は高位の軍人たちや護衛に囲まれ、話しかける隙すきなどなかった。改めて彼はもうガルシアの国王なのだ、と立場の違いを思い知らされた。

　あの頃よりずっと精せい悍かんになった凜り々りしいアルの姿は、頼もしく嬉しく感じられる一方で、酷く遠い存在に感じた。

　メリディアン王女の天幕を離れ、外を歩いていると偶ぐう然ぜんレスター王と鉢はち合あわせした。慌てて膝を地面につく。

　レスター王は軍服の上衣だけは脱いでいて、清潔そうな白いシャツを着てはいたが、まだ銀色の膝当てが当てられていた。血の付着したそれは、戦場の名残そのものだ。

　レスター王は私の前に立つと、声をかけてくれた。

「セーラ。明日私たちはガルシアに向けてここを発たつ」

「聞いています。あの、陛下……」

「そんなに畏かしこまらなくていいよ。セーラは私の恩人なのだから」

　そんなわけにはいかない。

　せっかく他の兵たちが親切になったのに、口のきき方を知らない、と思われてはたまらない。レスター王を守る兵は彼のすぐそばに付き従い、何も言わないが確実に私たちの会話に聞き耳を立てている。

「ガルシアの勝利だよ。これでガルシアに対する諸外国の見方が変わる」

「うん。はい。……おめでとう、ございます」

　力なく適当に返すと、レスター王は苦笑した。どこか斜しやに構えたその笑い方は昔のままで、チクリと胸に棘とげが刺さる。

「私は残酷なことをしているかな？」

「……陛下は陛下のお仕事をされているだけです」

　それよりも、知りたい……。

　私は人目を気にしてから、はやる胸を抑えてレスター王に尋ねた。

「あの、教えていただけませんか。宮廷騎士団長のイライアスは無事なんでしょうか？」

「彼はフィリップ王子を庇って死んだよ」

　イライアスが死んだ!?　──そんな馬鹿な。

「噓。そんな筈……」

　頭の中が動揺のあまりまとまらず、言葉を継つげない。

　あの自信に溢れたイライアスが？　私の目の奥には、馬に跨またがり隊列に戻っていくあの後ろ姿が焼きついている。

　彼は宮廷騎士団長なんだから。誰よりも強いし、いつだって自信に溢れていたじゃない。

　それなのに、戦いで命を落とすなんて、信じられない。

　困惑する私を抱えるようにしてレスター王が支え、そのまま親切にも近くにある天幕まで連れて行ってくれた。

　兵の一人が私たちのために入口の垂れ布を捲まくり上あげ、道をあける。私たちが天幕に入ると外から再び垂れ布が閉められた。

　私はそのまま中にあった腰かけに座らされたが、その天幕の内装に瞠どう目もくさせられた。

　繊せん細さいな絵え柄がらが丹たん念ねんに織おり込こまれた厚地の布が天井から張り巡らされ、少ないながらも置かれた調度品はどれも七色に鈍どん光こうする乳白色の貝が埋うめ込こまれていた。

　目を下に向ければ、私が座っている腰かけは白い毛皮の上に置かれていて、軽く撫でてみれば絹のように柔らかく滑なめらかな触さわり心地ごこちだった。

　レスター王の天幕だ──教えられずとも、分かった。

　視線を戻せば、立たて膝ひざをついて正面に座るレスター王の淡い青が私をじっと見ていた。

「そんなにもショックだったの？」

「当たり前です。彼はいつだって……」

　ああ、そうだ。なぜ今更こんなにもはっきりと分かるのだろう。イライアスはいつだって私を守ろうとしてくれたではないか。

「噓だよ。あいつが簡単に死ぬわけがないだろう」

「えっ？　噓……!?　生きてるの!?　イライアスは無事なんですか？」

「動体視力が異常なんじゃないか？　雨あられの如く集中的に射られた矢を、腹立たしいほど華か麗れいにかわしていたよ」

　イライアスは無事なんだ！

　胸むねの奥おく底そこから安あん堵どの光がみるみる広がり、凍こおりついていた気持ちを溶とかしていく。その一方で怒りが込み上げる。

「人の悪い噓をつかないで下さい」

「形ばかりの夫ふう婦ふだったんじゃないの？」

　あいつの無事が随分嬉しそうだね、と呟きながら、レスター王は顎を反そらしながら斜ななめ上から私を見下ろす。その輝くばかりに美しい容貌はまるで値ね踏ぶみをしているようで、それでいていくらかの軽けい蔑べつの色が浮かんでいる気がした。

　そんな目で見ないで欲しい……。自分が惨めに思えてきてしまう。

「イライアスは、彼は私を助けてくれたんです。戦場に行かなくて済むように、考えてくれたんです。……多分」

　その方法が凡ぼん人じんには思いつきもしない、斬ざん新しん過ぎるものだったけど。

「私が知る限り力を貸したのはメリディアン王女と、闇の左手だ。何よりもセーラは自分の足でここへ来たのだから」

　言い終えたレスター王は、その白く滑らかな眉間に僅かに影かげを作った。

　ひょっとすると、彼はイライアスが嫌いなのかもしれない……。イライアスはレスター王子の話をする時にそんな様子は見せなかったけれど。

「陛下。私は……」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな話し方は二人きりの時にはしないで欲しいな。昔のように話したい」

　他の人に聞かれていないのなら、そうしてもいいのかもしれない。本音を言えば私もレスター王と昔のように話したかった。

「シアから聞いたんだけど、メリディアン王女様をガルシアに連れて行くというのは本気なの？」

「悪いけどお願いは聞けないよ。せいぜいガルシアでの滞たい在ざいを楽しんでいただくよ」

　私は深い溜め息をついた。

　私の選択は間違っていただろうか？　メリディアン王女だけは荷馬車に置いてくるべきだったろうか？

　もう一つ、聞かなければいけないことを思い出した。

「お願いついでにもう一つお願いがあるんだけど。キースに会わせてもらえない？」

「キース。私の闇の左手か。どうも闇の左手とは因いん縁ねんがあるらしい。九歳さいの私を天てん空くう宮きゆうから連れ帰ろうとして失敗したのも、先代の闇の左手だった」

　そうか、フィリップ王子が以前そんな話をしていた。スパイは捕らえられ、ガルシアの王子は逃げたと。そうしてその王子は……。

「因縁なんてないよ！　だって、アルがうちに来たのはその闇の左手さんのお陰かげなんだから」

　一いつ生しよう懸けん命めい笑顔を浮かべて説得してみるものの、レスター王の朝あさ靄もや漂う湖面のような瞳からは、彼の感情を窺うことができなかった。昔からこうだっただろうか？　それともやはり、今や国王である彼に分かりやすい喜き怒ど哀あい楽らくを期待するのが誤りだろうか。

　レスター王は長い睫毛まつげを物もの憂うげに動かし、宙に視線を投げた。──当時を思い出しているのだろうか？　天空宮を出てからあの森に辿たどり着くまでの、彼しか知らないであろう、その道程を。

「私はアルと出会えて、その闇の左手さんに感謝しているよ」

「……仕事に失敗して敵方に捕らえられた闇の手足に未来はない。彼は捕らえられた直後に自害したと聞いた」

　言葉を失ってしまった。イリリア側に情報を漏らすことがないように、自害したのだろうか。だとすると、やはり長く裏切っていたキースが許されるのは難しいのだろうか。

　私は良い返事をほとんど諦めつつも、もう一度尋ねた。

「キースに会わせてはもらえないの？」

「今は尋問の最中だからできないよ」

　レスター王はやはりそう簡単には折れてくれなかった。

　それにしても随分長い尋問だ。キースのことだから、イライアスの話は頑固に黙もく秘ひでもしているんだろうか？

　一体どんな扱いを受けているのか。ここへ来てから全然キースを見ていないために、妄もう想そうに拍はく車しやがかかり、不安が増長する。

　今夜皆が寝静まったら、目ぼしい天幕を物色してみるべきだろうか。結果的に私の恩人であるキースには、できれば生きていて欲しい。場合によっては捨て身の芝居を交えての命乞いが必要になるのかもしれない。

　何よりガルシア側に救助を要よう請せいしたのは私なのだから。

　そう思案していると、レスター王の声がかかった。

「今夜はこの天幕を使うといいよ。私は別の所で休むから」

　こんな立派な天幕は使えない、と断るとレスター王はただ笑った。




　帰かえり際ぎわにメリディアン王女の様子を一度見ておこう、と彼女の天幕を覗くと、彼女は寝台に腰かけてまだ起きていた。無理もない。眠れないのだろう。

　メリディアン王女は私に気がつくと、細い指を膝上で組みポツリと呟いた。

「なぜあの時セーラを追って窓から飛び下りたのか、ずっと考えていたの。なぜだと思う？」

「……私が好きだからですか？」

「真面目に聞いているのよ！」

「これでも真面目に答えました」

「あ、あら、そう……」

　モジモジとメリディアン王女は視線を泳がせた。しばしの沈黙の後、彼女は口を開いた。

「わたくしずっと役立たずで、王家から浮いた、いらない存在だと思っていたわ。けれどあの時、今なら何かできるかもしれない、と感じたの」

　私はメリディアン王女は立派に務めを果たしている、誇ほこらしい主だ、と飾らない言葉で伝えた。するとメリディアン王女は照てれ臭くさそうに一瞬笑った後、なぜかむくれた。実に複雑な感情表現をする人だ。

「イライアスは無事なのかしら」

「レスター王によれば、幸い無事みたいです」

「そう。よかったわね。……落馬したと言っていたけれど、お兄様はご無事かしら。きっとわたくしのことを怒っていらっしゃるわね。お前を逃がした挙句捕まったりして」

　メリディアン王女の視線が心配そうに揺れていた。

　強がってはいたけれど、本当は兄王子のことを慕っているのに違いない。ガルシアに行かねばならないことは、彼女にとって、私とは比ひ較かくにならないくらい恐怖だろう。

　私は重い責任を痛感していた。

　メリディアン王女の寝台を整えると、お休みの挨拶を交わして退出した。

　外はもう真っ暗だった。

　篝火の明かりで歩くには困難を感じなかったが、同じ天幕が立ち並び、自分の天幕が分かりにくくなっていた。それに乗じて私は自分の天幕に戻る道すがら、間違えたフリをしてあちこちの天幕を覗いた。

　キースを捜さがしたかったのだ。

　当然中では兵たちが交代で雑ざ魚こ寝ねをしているので、軽く痴ち女じよになった気分だった。幾いくつ目かの天幕を覗いた時、ついに一人の兵が、何をしているのですか、と苦言を呈ていしてきた。

　覗きに決まっているじゃない、と口から飛び出そうになるのを堪える。

　よく見ると出入口に兵が張りついている天幕があり、最後のチャンスとばかりにそこを一直線に目指す。

　突とつ進しんしてくる私に入口の兵が困惑した隙に、勢いよく布扉を開けた。

　大当たりだった。

　──その光景を目の当たりにした瞬間、私は精神が身体を突き抜けてどこかへ飛んで行ってしまうような感覚に襲われた。

　視界に入ったのは、天幕の支柱に括りつけられている、キースの赤く腫はれ上あがる傷だらけの背中と、鞭むちを握り締めて立つ黒い軍服のシアの姿だった。

「う、う、うちの補佐官に何してくれてるんですか！」

　眼前に繰り広げられている、拷ごう問もんの見本のような光景が恐ろしかった。だが輪をかけて恐ろしいのは、鞭を手に少し困ったような表情を浮かべて私を見ている、シアの場違いに柔にゆう和わな笑みだ。彼は柔らかそうな茶色い巻き毛をかき上げて口を開いた。

「流石は闇の左手。頑がん迷めいに口を閉ざしているのです。褒ほめてやりたいくらいに」

　もう泣きそうだ。この人、怖過ぎる。

　私はキースを庇う格好で彼の背にかじりついた。キースの脇腹には治療を施されたらしき包帯が巻かれてはいたが、やはり既にそこからは血が滲にじんでいた。

「怪我人に何するんですか！　彼は私を助けてくれただけなんです」

「この男は陛下の命めいに背き、敵方に寝返ったんだよ。君を助けたのも新しい主の指示に従っただけだ。そんな男を信用できるかい？」

「色々事情があった筈です。きっとキースはもう裏切りません！」

　ね、そうでしょ？　と同意を求めてキースの顔を覗き込むと、彼はかったるそうに私をやぶ睨みしているだけだった。余計なことをするな、と口よりも雄ゆう弁べんにその焦こげ茶ちや色の鋭い目が語っていた。

　許しを乞こうつもりは毛ほどもないのだろうか。もしかしてキースは死を覚悟しているのかもしれない、と思うと怖くなった。それはメリディアン王女がデメルの屋敷の洗面所で、私を見て感じたものと似ていただろうか。

　死を覚悟している人間に、拷問は無意味なのではないだろうか。夜会の夜に人を殺した時、死んだのはきっとキースという名の補佐官だけでなく、彼自身だったのかもしれない。

　キースが大嫌いだった。彼は終しゆう始し一いつ貫かんして私に嫌な態度を取り続けたからだ。けれど、それとこれは別問題だ。

　今、身を投げ出してでも、彼を生かしたい気持ちでいっぱいだった。

「どきなさい。君は部外者だよ。彼にはイリリアでの所業を報告する義務がある」

「それなら私が報告します。キースは真面目に補佐官をやっていただけです」

　シアは思案するように私を見つめた後、鞭を持つ右手を緩やかに下ろし溜め息を軽くつくと、気分が乗らなくなった、と呟いた。気分って何だ。

「最終的に判断するのは陛下だよ」

「じゃあ、お慈悲をいただけるよう、レスター王にお願いします」




　私は先ほどまでレスター王と一緒にいた天幕へ急いで戻った。だが中は無人になっており、既に彼はどこかへ行ってしまっていた。

　彼は国王なのだから、私一人の相手などをするために割さける時間は限られているのだ。

　頃合いを見計らって、できればレスター王の機き嫌げんが良さそうな時を狙ねらった方が得策だろう。

　意気消しよう沈ちんしてトボトボと自分の天幕へ戻ったが、足を一歩踏み入れるなり、私は絶句した。

「これどういうこと……!?」

　私が一人で寝ていた筈の天幕の中に、所ところ狭せましと負傷兵が横たわっていたのだ。最初は天幕を間違えたのかと本気で思ったが、見張り番の兵に確認しても、ここで合っている、と胸を張った。だが胸を張られても困る。

　さてどうしたものか。雑魚寝に勇ましく交ざるか。それはあり得ない。

　メリディアン王女の天幕で床ゆかに毛布でも敷しいてごろ寝させてもらおうか。正直、固い床に直接寝るのは背中の傷が痛みそうだ。こんな所でこれ以上体調を崩すわけにはいかない。

　悩んだ挙句、結局レスター王に使っていいと言われた天幕に戻ることにした。

　立派な天幕の片隅には、簡易な寝台が設置されており、シーツは絹製で果てしなく滑らかだった。横になると夢ゆめ心地ごこちで、私は心からレスター王に感謝した。




　翌日、イリリア王国から全権大使として遣つかわされたのは、イリリア国王の王弟であった。

　緊きん迫ぱくした物々しい雰ふん囲い気きの中、大きな天幕でイリリアとガルシアの一団が席に向かい合う。会議が始まるとガルシア国王のレスターはまず、デメル地方全域の返へん還かんを要求した。

　対してイリリア側は条件が過大だ、と憤ふん慨がいした。王弟は、代わりに莫ばく大だいな賠ばい償しよう金を提示したが、それでもレスター王は首を縦には振らなかった。

　話し合いは無論その日のうちには終わらず、翌日へと持ち越された。最終的に講和条約が締結するまでにはひと月ほどかかる見込みで、その前にガルシアへ帰国するらしい。

　勝利したとはいえ、ガルシア軍は長期に亘わたる戦いで疲ひ弊へいしていたし、一方でイリリア軍は大敗し、兵を再度集めて立て直すにはかなりの時間が必要だった。双そう方ほうに戦争を再開する余力はなく、物別れに終わるわけにはいかなかった。

　結局、新たな国境線はデメル地方東岸を流れる河となり、ガルシアの領土は百年前には遠く及およばないものの、現在より大きく西に張り出すこととなった。

　会議は引き続きデメルに移動して開かれる運びとなり、レスター王をはじめとするほとんどの兵たちはガルシア側の全権大使を残して帰国することになった。その帰国当日、私とメリディアン王女は、王弟たっての希望で彼との面会が許された。

　私たちが姿を現すと、白しら髪が頭の王弟は顔を真っ赤にしてメリディアン王女を叱しつ責せきした。

「自分が何をしたのか、分かっているのか!?　お前を捜そう索さくするためにどれほどの兵力と時間を無駄に使ったか！　その上人質まで無駄にしおって……。お前のせいでフィリップは重傷を負ったのだぞ？」

　口を噤つぐむメリディアン王女の代わりに、様子を見ていたレスター王が口を開いた。

「我が軍を愚ぐ弄ろうなさるおつもりか。我々は実力で戦に勝利したのですよ」

　すると王弟は屈くつ辱じよくに顔を歪ませながら歯は軋ぎしりをした。

「天空宮で賓ひん客かくとしてもてなし、長年に亘り我が国で学ばせた王子が、長じて侵しん略りやく者しやとなるとは、夢にも思いませんでしたよ。恩を仇あだで返すとは、まさにこのことでしょうな」

「天空宮で過ごした年月は、私の中で大いに糧かてとなりましたよ。私の国の置かれた立場を嫌というほど分からせてくれました」

　レスター王の表情は変わらず落ち着いていたが、その声はぞくりとするほど冷ややかなものだった。
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　全ての天幕が解体され、出発の準備が整いつつある。

　せわしなく動く兵たちの中、濃い緑の木々が茂る西の森を眺めたままジッと立つ二人の姿に私は気がついた。

　レスター王とシアだった。

　二人はイリリア軍のいたであろう方角を見つめ、ただ黙っていた。二人の胸に一体どんな思いが去来していたのかは、分からない。

　だがその時私はようやく実感した。

　戦いは終わったのだ。

　私は最も早はや人質ではないし、父さんはもう王宮に縛しばりつけられなくていいのだ。

　アルが連れて行かれてから始まった、我わが家やの置かれていた特異な状況が、静かに終わったことを、私も一人立ち尽くしたまま嚙み締めた。
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「これはただの、ちょっとした旅行よ」

　メリディアン王女は始終自分に言い聞かせるように呟いていた。

　私たちは馬車に乗せられ、ガルシア軍と共にイリリアを後にしていた。

　キースの命乞いをレスター王に頼む状況になかったが、キースの身柄もガルシアに移されると聞きひとまずほっとした。

　あれほど緊張していた瞬間は、いざ迎えると実に呆気なく、森を走る間にそれと気づかずガルシア王国領内に入ったのだった。

　これよりガルシアです、と馬車に並へい走そうする兵が知らせてくれた時も、私たちは静かにしていた。

　道中、たまに気まぐれのようにレスター王も乗り込んできて、私たちの目的地であるガルシアの王都についてあれこれと話してくれた。

「王都はここより涼しいのです。王城は雪のように白い建物で、晴れた日は眩まぶしくて目が眩くらむほどなのですよ」

「まあ、陛下が雪みたいに色白なのは、そのお陰なのかしら？　羨うらやましい限りですわ」

　褒めたのか嫌いや味みなのか分からない相あい槌づちをメリディアン王女が打つ。レスター王は苦笑すら浮かべず、そのまま私を見た。一転してその淡い目に温かみが増した。

「天空宮と比較してしまえば、小さくて地味な王城だけれど、きっとセーラも気に入るよ。帰りたくなんてなくなるくらいに」

「ホホホ！　わたくしも居着いてしまうかもしれないわね！」

「恐れ多い。条件が整い次第、速やかにお帰しする所存ですよ。それが一日も早くなることをお互い祈き念ねんしましょう」

　愛あい想そ笑わらいの手本のように表面的な、けれど極ごく上じように美しい笑みを披露しながらレスター王が答えた。

　二人が互いに挑発し合う車内の雰囲気がいたたまれず、私は存在感をなくすためにひたすら身体を小さくしていた。

　ガルシア王国の王都に到とう着ちやくしたのは、切なくなるほどに空が赤い夕方だった。
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　ガルシアの王城はイリリアのそれとは異なり、平地に建っていた。

　高さはあまりなく、平面的な形の幾いくつもの棟むねが渡わたり廊ろうで繫つながって、一つの王城を構成しているようだった。

　低い建造物群の間から、六角形の高い尖せん塔とうが空に突つき刺さすように四つ聳そびえていて、その高低の対比が美しく印象的だった。

　レスター王の前説の通り、純白なのであろう城は、夕刻の赤い陽光を受けて、鮮あざやかな橙だいだい色いろに染め上げられていた。

　凱がい旋せんするガルシア軍は、大国イリリアを下した勝利に酔よいしれる人々に出で迎むかえられ、沿道に溢あふれる人々の熱気は馬車の中まで伝わり、こちらまで興奮してしまうくらいのものだった。

　レスター様、レスター様、と叫さけぶ歓かん喜きの声に包まれながら、レスター王が馬上から群衆に手を振ふる。

　私とメリディアン王女はその勇ましい光景を複雑な心境で見つめていた。馬車は声せい援えんに応えるように、王都の街の中をゆっくりと進んだ。

　近づくと、王城の外がい壁へきには触さわれば崩くずれそうなほど非常に細かな彫ちよう刻こくがされており、砂さ糖とう菓が子しのような印象を与あたえた。私とメリディアン王女は馬車を降りると、前庭にズラリと勢せい揃ぞろいした、黒い制服を着用した女官たちに出迎えられ、王城の中へと案内された。

　メリディアン王女はまだしも、私までもが丁てい重ちように扱あつかわれ、ソワソワしてしまう。

「まずは旅の疲つかれを湯で流し、ドレスにお召めし替かえを」

　案内されたのは広々とした浴室で、水色と青と白のタイルがモザイク模様に組み合わされている。床ゆかを掘ほり下さげた所に作られた浴よく槽そうは円形で、それを取り巻く形に白い石の柱が天てん井じようまで伸のびていた。

　久々の湯船に浸つかると、心が解きほぐされていく気持ちになった。




　入浴を終え廊ろう下かに出ると、びっくりするくらい目が大きな、若い女官が控ひかえていた。

　目を取り巻く睫毛まつげはまるで扇おうぎみたいに長く、瞬まばたきするたびに風が起こせそうだった。外を歩くだけで目に砂すな埃ぼこりが入って痛いのではないかと、ついいらぬ心配をしてしまう。

　廊下で待っていると、メリディアン王女も現れた。風ふ呂ろ上がりのツヤツヤの頰ほおが眩まぶしい。やはり十代は違ちがうな、と自分の顔を触ってしまった。

　メリディアン王女はイリリアの王宮でそうしていたように、美しい金色の髪かみを太い縦巻きロールにしてもらっていた。ほとんど囚とららわれの状じよう況きようでも女官に髪型の注文をつけるのだから、感かん嘆たんに値あたいする。

　扇睫毛の女官に先導されて、私たちは広い王城内を歩いた。

　幾つもの建物と渡り廊下を歩く。

　どこへ連れて行かれているのか分からないが、ガルシアの王城内部は私たち二人には物もの珍めずらしく、都会に初めて来た田舎いなか者ものといった風ふ情ぜいで、キョロキョロと辺りを見て歩いた。

　そのやたら白い内装や、外壁と同じく繊せん細さいな装そう飾しよくがされた天井や柱は見応えがあった。

　これほどの彫刻を完成させるには、一体どれくらい時間がかかるのだろう。

「いかがです？　ガルシアの王城は」

　勝かち誇ほこったように振り返る扇睫毛の女官に声をかけられ、私とメリディアン王女は慌あわてて半開きの口を閉じた。女官のやたら挑ちよう戦せん的な表情に挑ちよう発はつされたのか、メリディアン王女はツンと顎あごを反そらした。

「イリリアとは随ずい分ぶん様式が違いますわ」

　扇睫毛の女官は少し物足りなさそうにしていたが、それ以上挑発してくることはなく、黙だまって長い廊下を歩いた。

「宴うたげの準備ができております」

　そう言って女官が扉とびらを開けるなり、私たちは唐とう突とつに多くの人々の視線を浴びていた。

　扉の先は大広間になっていて、既すでにガルシア風の派手さがない衣装に身を包んだ男性や女官たちで溢れていたのだ。

　祝勝の宴の最中だったのだろう。だがイリリアとは異なり、テーブルや椅い子すが並んでいるのではなく、真ん中に膝ひざの高さほどの石造りの大きな台があり、肉や魚などの料理や果物の入った皿が並べられていた。

　更さらにその両側を取り巻く形で長く大きな台があり、上には毛皮がかけられて、クッションがあちこちに置かれていた。人々はその両側の台を背もたれがわりに寄りかかるように座り、中央の台を囲んでいた。

「床に座すわっているわ。なんて野や蛮ばんな……」

　メリディアン王女が息を吞のみながら私に囁ささやいた。

　ガルシアの正式な宴えん会かいでは古代からの風習にならって椅子を使わないと聞いたことはあったが、実際それを目もく撃げきすると、生活様式の差にかなりの衝しよう撃げきがあった。中には、端はしの台に腰こしかけている人もおり、背もたれなのか椅子なのか、どちらとしても使ってよいものなのか、判然としない。

　誰だれも注意をしないので、マナー違い反はんでもないらしい。

　全員が等しく私とメリディアン王女を見るうちに徐じよ々じよにお喋しやべりがやみ、好こう奇きの眼まな差ざしと囁きが突き刺さってくる。

　視線を彷徨さまよわせていると、奥おくの方にレスター王がいることに気がついた。

　彼は黒地に紫むらさき色いろの模様が入った、重たげな上下を纏まとっていた。

　肩かたには足元まである長いショールがかけられ、額には黄金の飾かざりがぶら下がり、赤く輝かがやく大きな貴石が埋うめ込こまれている。ガルシア人が着ている衣服は全体的に暗い色が多いが、色の白いレスター王にはそういう色合いが実によく映はえた。
















　それまで私が見たような軍服ではなく、正装を豪ごう奢しやに着飾ったレスター王はいかにも王者然とした風格を漂ただよわせていて、近寄り難がたいほどだった。

　レスター王は私と目が合うと、微かすかに笑えみを見せた。彼の隣となりが空席となっており、私たちはそこに案内される。

　レスター王の隣にメリディアン王女が座り、その横に私が座り、私の隣はシアだった。ぎこちなく床に座っていると、女官にゴツイ形をしたグラスを手て渡わたされ、大きな陶とう器きの器うつわから、酒らしきものを注がれた。

　メリディアン王女も同じように酒の満たされたグラスを持たされると、レスター王が自分のグラスを高く掲かかげながら私たちを見た。

　周囲が一いつ瞬しゆんで静まり返る、その堂々とした様は圧巻だった。

「ガルシア王国へようこそいらっしゃいました。イリリアの王族にご滞たい在ざいいただくのは初めてのことです。堅かた苦くるしいことはお考えにならず、どうかおくつろぎ下さい」

　この歴史的な日に、と声を張り上げるとレスター王がグラスをあおり、続けて席に着いていた他の人々も一いつ斉せいに酒を飲み始めた。

「ガルシア名物だよ」

　そう言いながらシアが私の前に、野菜と肉の入ったスープを大皿から取り分けて置いてくれた。勧すすめられるまま食べてみると、肉だと思っていた塊かたまりは、ブニョブニョと妙みような歯ごたえがあり、正体不明でちょっと気持ちが悪かった。

　どうにか飲み込むと、レスター王が笑いを含ふくんだ目で見ていた。

「それは牛の腸だよ」

　牛の腸!?

　今いま更さらのように口元を押さえた。ガルシア人はそんな部位まで食用にするのか。

　皿に残るスープを凝ぎよう視ししてしまう。

　急速に食欲が衰おとろえ、正直なところ同じスープに浮ういている野菜すら食べる気が失うせてしまった。

　私たちの向かいに座るのは、白しら髪が頭で笑え顔がおを絶やさない高こう齢れいの男性であった。上品な物もの腰ごしから察するに、地位の高い貴族の一人なのだろう。彼はメリディアン王女にイリリアやガルシアについて、当あたり障さわりのない話を振り、私たちが気まずくならないよう配はい慮りよをしてくれた。

　誰かのグラスがカラになると間を置かずに女官がやって来ては、酒を注つぎ足たした。

　レスター王の酒がなくなると、数人の女官たちが先を競きそって一斉に歩き出したのだが、彼女たちを押おし退のけて睫毛女官が酒さか瓶びん片手に駆かけつけた。

　レスター王の傍かたわらに膝をついて酒を満たす。グラスをいっぱいにし終えた時、彼かの女じよは立ち上がりかけてバランスを崩し、咄とつ嗟さに王の膝に右手をついた。

「も、申し訳ありません！」

　慌てて低頭し詫わびる彼女に、レスター王は苦く笑しようして手をひらひらと振り、気にするなと言った。顔を上げた睫毛女官の頰は熟うれた桃ももみたいに赤く染まっていた。

　広間の入口付近には楽隊が座り、宴を邪じや魔ましない程度の音楽を奏かなでている。宴えんもたけなわといった頃ころ、色とりどりの衣い装しように身を包んだ若く美しい踊おどり子こたちが現れ、舞まいを披ひ露ろうしてくれた。

　目の前に並ぶ食事はどれも食材から味つけまで、総じてイリリアとは違った。とりわけふんわりと柔やわらかなパンが多いイリリアと異なり、カゴに高く積まれた数種類のガルシアのパンはどれも色が黒っぽく、硬かたかった。ショアフィールド家のパンは嚙かめば甘あまい味が仄ほのかにしたが、ガルシアのパンは嚙むほどになぜか酸味を感じた。

　何が入っているんだろう。

　自宅の食しよく卓たくなら開き直った主婦が失敗作を出すのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、まさかこの王城でそんな筈はずはないだろうから、これがガルシア風のパンなのだろう。

　硬い。黒い。酸すっぱい。

　私は自分の皿に次々と色んな種類のパンを並べ、それを観察していた。

「凄すごい表情でパンを睨にらむね」

　弾はじかれたように顔を上げると、いつの間にか私の隣にはレスター王が座っていた。どうやらシアと場所を変わったらしい。ここでは席次まで自由なのか。

　眉み間けんに寄せていた皺しわを解除しつつ、私はレスター王にイリリアのパンとの差を力説した。

　彼はなぜか肩を揺ゆらしてひとしきり笑うと、酒を楽しそうにたくさん飲んだ。真面目な考察だったのに……。

　不意にレスター王の腕うでが腰に回されて、私は彼に引き寄せられた。ちょうどパンにバターを塗ぬろうとしていた私は、バターの塊を下に敷しいてある毛皮の上に落としてしまった。

　こんな公衆の面前で抱き寄せるなんて、と焦あせりながらレスター王から身を剝はがし、落としたバターをつまむ。長い毛足にバターの油分が絡からまり、悲ひ惨さんなことになっていた。

「陛下、バターが……」

「そんなもの放っておけばいいよ。こちらにおいで」

　冷ひや汗あせをかく思いで周囲の様子を窺うかがうと、ある者は背もたれ兼けん座席の台上に座り果物を食べ、ある者は酒を注ぐ女官と楽しそうに談だん笑しようし、ある者たちは勝手に円座を組み何やら熱い討論を交かわしていた。

　物もの凄すごく、自由だった。イリリアでは考えられない……。

「陛下。私は陛下を背もたれにしたイリリア人として非難されたくありません」

「されないから大だい丈じよう夫ぶだよ。セーラが私の大切な女性だというのは、皆みな知っている」

　レスター王の手が私の髪を撫なでた。こんなに堂々とベタベタされると、対処に困ってしまう。酔っているのだろうか。

　人前なので国王への断固とした抵てい抗こうは憚はばかられるし、人前だからこそ恥はずかしい。あまりに恥ずかしくて、顔が上げられない。

「アルは……、陛下は結婚していらっしゃらないんですよね？　変な噂うわさが立って、未来のお妃様を遠ざけてしまうのではないかと、心配です」

「そうだねぇ。確かに私は妃きさきを迎むかえるようせっつかれている。多た忙ぼうを理由に遅おそくなってしまったけれど、今後は違うかな」

　さてどうしたらいいと思う？　と囁きながらレスター王は私の顔を覗のぞき込こんだ。

　間近で見る切れ長の淡あわく青い瞳ひとみは酔いのせいか色っぽく、私の心臓は急に早はや鐘がねを打ち始めた。

　気まずさに視線を剝がすと、彼の腕に更に力が込められ、身体が密着する。

「イリリアを下した陛下なら、縁えん談だんが降るように来ますね、きっと」

「そうだね」

　その時、私たちの間を割さく形で、誰かの細い腕が伸びてきた。

　振り返るとそれは睫毛女官で、彼女は私の右手を摑つかんで広げると、大おお仰ぎように驚おどろいた。

「セーラ様！　まあ、お手が汚よごれていましてよ」

　そう言いながら彼女は私の手の平に布ふ巾きんを当てて拭ぬぐい始めた。レスター王から解放されて思わず安あん堵どに胸を撫で下ろす。

「キア。注いでくれ」

　レスター王がカラになったばかりのグラスを睫毛女官に差し出す。すると女官は長い睫毛をまるで蝶ちようのように小刻みに羽ばたかせながら、どこかうっとりとした上うわ目め遣づかいでレスター王を見上げた。

　酒瓶を傾けてレスター王のグラスを満たす彼女の口元には、うっすらと笑みが浮かべられ、これ以上の仕事は世の中に存在しない、と思っていそうなほど満足げだった。

　メリディアン王女が私の腕を摑んできて文句を言う。

「なにを弟に絡まれてるのよ。ちょっとわたくしと席を変わりなさいな」

　主の命に従って腰を上げ、膝を進めるとズルリと滑すべった。

　バターを踏ふんだのだ。




　宴が終わり、案内された部屋の寝しん台だいに身体を横たえても、眠ねむ気けは一向に訪おとずれてはくれなかった。

　慣れない国の慣れない部屋。

　四角い室内には寝台と机、ソファや物入れなど通り一いつ遍ぺんの家具が置かれていて、いかにも客用の部屋だった。

　部屋の壁かべ上部一面に絵画が描えがかれており、その細長い絵をぼんやりと眺ながめる。絵の左ひだり端はしから観みると、ある男性が狩かりに出かけ、鹿しかを仕留め、帰りに嫁よめを見つけ、最後は城で結けつ婚こん式しきを挙げる、というやや急展開な物語が一枚に描かれているようだった。

　やることがなさすぎて寝しん具ぐの模様を指でなぞっていると、部屋の扉がノックされた。

　隣りん室しつはメリディアン王女の部屋だったので、私はてっきり彼女が訪ねてきたのかと思ったのだが、扉を開けるとそこにいたのはレスター王だった。

「こんな時間にごめん。忙いそがしくて夜くらいしか時間がないんだ」

　そう言うとレスター王は部屋に入ってきて、後ろ手で扉を閉めた。

「わ、私の寝しん室しつなんかに来て大丈夫？」

「人目につかないよう注意したし、シアと口裏を合わせてあるから大丈夫だよ。母さんたちがどうしているか、教えて」

　ヨーデル村の家族を心配するレスター王の姿に、アルの姿が重なった。人前では毅き然ぜんとしているのに、二人でいる時はレスター王が酷ひどく繊細に見えた。

　身長は私よりずっと高いし、あの頃より体格もずっといいけれど、儚はかない青の瞳と白い顔に不安そうに尋たずねられると、頼たよりなく思えてきて母性というか、姉性本能をかきたてられるから不思議だ。

　私は寝台の横のソファに彼を座らせて自分もその横に座り、アルがいなくなってからヨーデル村で何があったのかを話した。

　家族のこと。村人たちの些さ細さいな、けれどヨーデル村では大事件だったあれやこれやを。

　レスター王は姉の結婚と妊にん娠しんを伝えると大層喜んでくれた。

「やっぱりセーラはマーニーに似ていないよね。あの頃、成長すればマーニーに似るのかな、と思ってた」

「姉さんは美人だけど、残念ながら似なかったの。レスター王様は相変わらず神話の世界から飛び出たみたいにお綺き麗れいで安心しました！」

　レスター王は腰を折って笑った。

　大笑いすると眉間に皺が寄るのは、昔から変わらないらしい。

「……それはどういたしまして」

「随分余よ裕ゆうじゃないの。褒ほめられ慣れてるみたいで、何よりだわ……」

「正直周りのお世辞にはウンザリしているよ。この地位についた途と端たん、だからね」

　お世辞じゃないのだ。本当に綺麗だ、と思う。

「セーラの方が綺麗だ」

「目が悪くなったの？」

　私たちはソファの上に胡座あぐらを組んで左右の肘ひじ掛かけに寄りかかり、向かい合ってお喋りをした。そうしていると、レスター王は本当に楽しそうで、離はなれていた年月は噓うそのように思え、けれどたまに私に向けられる彼の物言いたげな視線が妙に異性を感じさせ、どきりとした。

「あのね、天空宮でレスター王子がヨーデル村を描いた絵を見たよ。凄くうまかった……というか、嬉うれしかったよ。私たち家族を想おもってくれていたんだなって思って」

「忘れたことなんてなかった。本当に」

　急にレスター王は真面目な顔つきになり、私の両手を握にぎり締しめた。

「セーラ。私にとってどれほど、君が大事かきっと分からないだろう。セーラと初めて出会った時、森の中に突然現れた君を見て、私はついに天の迎えが──天使が来たのだと思ったんだよ。セーラの手は温かかった。絶望に沈しずみ死を待つしかなかった私を、救ってくれた天使だ」

　レスター王の大きな手に包つつみ込こまれた自分の手を見下ろしながら、恥ずかしさで胸がいっぱいになった。森の中──。私とアルの出会いは、用を足したくて引き起こされたものなんだけど。

「ガルシアに帰国してからは、もう二度と会えないと思っていた。でも、今セーラはここにいる。私はセーラのためなら何でもするよ」

　本当に？

　私は最後の言葉にピクリと反応した。それならば、お願い事をしても構わないだろうか。

　私はできるだけ甘えた声こわ色いろを出してみた。

「じゃあ、お言葉に甘えて、お願いがあるんだけど……」

「何でも言って」

「キースを助けてあげてくれない？」

　僅わずかな沈ちん黙もくの後、レスター王は長々と息を吐はきながら後方へ倒たおれ、肘掛けに深くもたれた。

「何を言うのかと思えば……」

　私は拳こぶしを握り締めて、キースがいかに私の窮きゆう地ちを救ってくれたか、それに彼の腕が捨てるには惜おしいことを必死に訴うつたえた。

「そんな前例はつくれない。だいたい一度気が変わった奴やつを信用できない」

「こう考えたら？　キースも主を裏切ったのに許しを貰もらえたら、その懐ふところの深さに感激して改かい悛しゆんして、二度と背そむいたりはしないんじゃないかな!?」

　私の力ちからいっぱいの説得を、レスター王は半ば呆あきれた表情で見ていた。

「あいつが何も話さないのだから、仕方がない」

「私が、聞き出すから！　何を知りたいの？　何を聞けばキースを許してもらえる？」

「ダメだよ。今はまだ会わせられない。危険がないと確信を持ててからだ」

　レスター王はキースが私に危害を加える可能性を疑っているのだろうか？　キースはそんなことはしない。彼はもう、疲れているのだ。そんな気がした。あと一ひと踏ふん張ばりだ。大だい胆たん不敵にも更なる猫ねこ撫なで声ごえで一押しを繰くり出だす。

「お願い。うまく聞き出すから。ね？」

　小首を傾げてみる。

　レスター王は妙な表情を浮かべて黙ってしまった。淡い双そう眸ぼうが不可思議なものを見るみたいに泳いでいる。

　しまった。似合わないことをやり過ぎただろうか？

「……ね？　なんて何年ぶりに言われただろう……」

「ご、ごめん。王様に「ね？」なんて言う奴、いないよね!?」

　あまりにいたたまれなくなって、ソファから下りようとすると、レスター王の長い腕が伸ばされた。

　両腕を摑まれて強く引き寄せられる。踏ん張ろうとしたが、背中の皮ひ膚ふが突っ張り、傷が痛んで力が入らなかった。私は体勢を崩してレスター王の腕の中に倒れ込む。

　起き上がろうとするが、腕を押さえられたままなので、それができない。

「陛下、ちょ……」

「キスしてくれたら考え直してもいい」

　冗じよう談だん、と流そうかと思ったが、見上げたレスター王の眼差しは真しん剣けんだった。

　間近に映る造形美に意識が吸すい込こまれてしまいそうになり、慌てて瞬きをした。

「どうしてキスしなきゃいけないの」

「命いのち乞ごいをしたいんじゃないの？」

　身をよじろうとしても、レスター王の腕の力はちっとも緩ゆるまない。歴然とした力の差を改めて思い知らされる。相手は最高の訓練を受けて鍛きたえているのだから、ズルい。

　こうなったらもう、伝家の宝刀を抜ぬくしかない。

「私、人妻なんだよ……！」

　そう、何を隠かくそう既き婚こん者しやなのだ。隠すどころか周知の事実だけれども。

「だから何？」

　えっ!?

　いや、少しは考え直してよ。だいたいなんでこんなことになっているんだ。私のことをかつて好きだったのかもしれないけれど、十年も離れていればもっとずっと魅み力りよく的な女性が現れて、気持ちを変えている筈だと思っていたのに……。

「イライアスとは何回キスしたの？」

「二回……、って、なんでそんなの言わなきゃいけないの……!?」

　バカ真面目に答えてしまったではないか。しかもあまりの回数の少なさに、言った自分が切なくなる。これでよくも人妻だなどと言えたもんだ。自分でツッコミを入れるのさえ虚むなしい。

「二回、か。すぐに勝てそうだ」

　笑いを含んだ声でレスター王が呟つぶやき、私は思わず目を逸らした。艶えん然ぜんとした彼の瞳が、怖こわかった。

「さあどうする？　私の気が変わらないうちに決めたら？」

　他ひ人と事ごとのようにそう言うとレスター王は、十、九、八、七、と逆算を開始した。

　十秒しかないのか……。

　キースの命がかかっている。

　宣告される残り少ない秒数に背中を押される形で首を反らし、レスター王を見上げて彼の薄うすく赤味の強い唇くちびるに自分の唇を押し当てた。すぐに唇を離すと、レスター王は私の腕を摑んでいる手に、なぜか更に強く力を込めた。

「子どもじゃないんだから」

　レスター王はそう言うなり顔を近づけて再度私に唇を重ねてきた。

　……胸むねの奥おくに疼うずくこの罪悪感は何だろう？　イライアスと結婚しているから？　だけど彼は私を捨てたし、彼こそが私をレスター王に渡したというのに。イライアスに、仮の夫に罪の意識を感じるなんて、お笑いだ。

　胸が痛い。あの自信に溢れた笑顔と、私にフィオナの話をした冷れい徹てつな緑の瞳が交こう互ごにチラつき、苦しい気持ちでいっぱいになる。

「……何を考えてるの？　セーラ」

「キースに何を聞けばいいの？」

　レスター王は脱だつ力りよくしたように首を振った。溜ため息いきをついてから私の両腕を放す。

　次に発せられた言葉には、それまでの甘さは一いつ切さいなかった。

「五年前の事件の経けい緯いと、私に背いた理由だ」




　翌日、メリディアン王女はガルシア王族の女性たちが集つどうお茶会に呼ばれて行ってしまった。

　何の身分もない私がお茶会に招待されることはもちろんなかったが、その代わりシアに王城の地下牢ろうに招待されていた。

　シアと並んで王城の薄うす暗ぐらい地下を歩く。ガルシアはイリリアより確かに涼すずしかったが、地下は輪をかけて気温が低い。ひんやりと冷えた指先を手の平でこすり合わせながら、隣を進むシアを横目で盗ぬすみ見みる。

　それにしても実に優ゆう雅がに歩く男だ。どこで覚えるのだろう。

　貴族の男性というのは、「上品な身のこなし教室」にでも通っているのだろうか。けれどこんなに品良く歩いていても、服の下に実は鞭むちを隠し持っているかもしれないから、油断は禁物だ。

　シアは私の視線に気づいたのか、前を見み据すえたまま口を開いた。

「私は闇やみの左手が捕とらえられている牢の中には入らず、外にいるよ。気配を消して、君たちの会話を一言一句聞きき漏もらさぬつもりだから、君は自由に話を聞き出してくれ」

　気配ってどうやって消すんだろう。素そ朴ぼくな疑問が湧わいたが、それは聞かずに素す直なおに分かった、と頷うなずいた。

　灰色の石いし畳だたみが延々と続く寒々しい廊下を歩くと、その先は大きな鉄製の扉があり、行き止まりになっていた。

　扉の左右には兵たちが立ち、その鉄の重たげな扉の先に、四角い狭せまい部屋があった。一人中に入れられて見ると、部屋の一いち隅ぐうには銀色の杭くいが地面に打ち込まれ、そこから伸びる太くて重そうな鎖くさりがキースの足首に繫がれていた。

　壁に寄りかかって座っていたキースは、目だけを動かして私を見た。

「……キースさん、大丈夫ですか？」

「イリリアの王立補ほ佐さ官かん養成所を思い出したよ。牢で一週間過ごす課題があったな。はは」

　私はキースの正面に膝をついて座った。地下が薄暗いせいだけではなく、キースは顔色が悪く見えた。元々細い頰は更にこけ、身体を動かす体力はもう残っていないようだ。

　時間がない……。早くきちんと手当てをしなければ、本当に危ない。

「キースさん、頑がん張ばって一いつ緒しよにイリリアに帰りましょう？　講和条約が成立すれば皆で帰れるんですから」

「メリディアン王女はともかく、あんたも帰るのか？」

「えっ？　私は……戦争が終わればもうイリリアの人ひと質じちじゃないから、メリディアン様の帰国が決まれば堂々と私も帰ります」

　きっぱり言いきってから考えた。もしや敗戦の責任を取らされたりするんだろうか？　私は何も悪いことはしていないのに……。

「……ヨーデル村には何としても帰らないといけないですから」

「そういう意味で言ったんじゃない。まあ、いい。少なくとも俺おれは帰れないからな。裏切り者の闇の手足には、一切恩情は与えられない」

「レスター王はそんな人じゃないよ！」

　どんよりとしたキースの表情が更に曇くもる。

　彼は呆れたような口調で言った。あんたレスター王の何を知っているんだ、と。

　確かに私が知っているのは国王としての彼ではない。けれど、人間の本質なんてそう変わるものではないと思うのだ。

　何よりも、キースはレスター王に背いたりはしていない。彼がイリリアにガルシアの情報を流したりしていたら、イリリアだってガルシア軍にそう簡単に負けたりはしなかった筈だ。

　彼はただ、勝手に長期の休養を取ってしまっただけだとも言える。そうだ。そう主張しよう。

　まあ、それはそれで大問題かもしれないが、裏切り者よりはマシだろう。

　私は気合いを入れようと座り直した。

「死ぬ気満々なところを申し訳ないですけど、私は貴方あなたを助ける気満々なんですよ。あの、ずっと聞きたかったんですけど、五年前に一体何があって、レスター王を裏切ることになったんですか？」

　キースは深く長い溜め息をついた。一度閉じられた目は再び開くと、私を通とおり越こして背後の鉄製扉に投げられていた。

「シア。見ての通り、彼女に取り調べの才能はない」

　どきりと心臓が跳はねるのを自覚しながら振り返ると、ゆっくりと鉄の扉が開き、額を押さえたシアが入ってきた。

　参ったな、という心の声がいかにも聞こえてきそうな仕草だったが、それは気配をちっとも消せなかったからだろうか。それとも私の尋じん問もんがあまりに下手過ぎたからだろうか。

　回りくどい聞き方は苦手なのだ。

　第一、キースは頭が回る。上手に尋ねたつもりでも、何を言わせようとしているのかなど、すぐにバレてしまうだろう。

　シアは長なが衣ぎぬの下で腕を組むと、悠ゆう然ぜんとキースを見下ろした。

「彼女は陛下に命乞いをしたんだよ。陛下はお前が全て話すことを条件にあげられた」

「まさか。背いた闇の手足を許す筈がない。悪い前例になるからな」

　噓じゃないのに。キースは信じられないらしい。

「キースさん、シアさんは本当のことを言っています。レスター王は確かに私に……」

「だから陛下こそが噓を仰おおせなんだよ」

　レスター王が噓を？

　私は目を白黒させた。

「そんな筈ありません」

「だからなんでそう断言できる」

　苛いら立だたしげにそう吐はき捨すてると、キースは軽く息を吐いて脱力した。後頭部を石の壁にもたれさせ、両目を閉じた。

　少し間を置いてから開いた焦こげ茶ちやの双眸は、今度は投げやりだった。

「セーラ。あんたは、どうなんだ。知りたいのか？　五年前に何があったのかを」

　私は迷わず首を力強く縦に振っていた。やる気のなさを固めたようなキースの目に、少しだけ光が戻もどる。

「私はあの人のことを結局何も分かっていなかったんです。全部五年前に原因があるのなら、知っていることを教えて下さい。お願いします」

　そう、私が知りたいのだ。イライアスが何をし、何をされたのかを──。

　キースは辛つらそうに顔を引きつらせながらも、寄りかかっていた壁から身体を離した。私を見上げた目は、射るような力があり、以前の目つきが急速に蘇よみがえった気がした。

「話そう。だがこれは命いのち乞ごいのためじゃない。あんたに自分で考えて欲ほしいからだ。あんた自身のために話すんだ」
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「エル！　エルったら。早くして頂ちよう戴だい。イライアスを待たせてしまうわ」

　歌劇場に着くなり馬車を飛び出したフィオナは、金色の髪かみを靡なびかせて侍じ女じよのエルを振ふり返かえった。エルは馬車の荷台から主人の荷物を下ろすのに四苦八苦していた。

　今日は泊とまりがけの外出で荷物が多いのだ。それなのに歌劇場で必要な鞄かばんを奥おくに入れてしまった。

　青い硝子ガラスビーズで飾かざられた鞄が、自分の給金などでは到とう底てい買うことができない高価なものだと知っているエルは、乱暴に他の荷物の中から引っ張り出すことなどできない。

　エルが鞄を大事に両手で抱だき締しめて歌劇場の中に入ると、フィオナはもう貴き賓ひん席に繫つながる真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を駆かけ上のぼっていた。

　その華きや奢しやな後ろ姿を見ながら、エルは束つかの間ま羨せん望ぼうの溜ため息いきをついた。

　ここからフィオナの表情を見ることはできないが、確かく認にんしなくても想像がつく。きっと彼かの女じよは今、垂れ気味なためにやや幼い印象を与あたえるあの青い瞳ひとみを期待に輝かがやかせ、高鳴る胸に白い頰ほおを上気させ、愛いとしい男性に会える溢あふれる喜びで満面の笑え顔がおを咲さかせている筈はずだ。

　一人の女性としてエルはそれを純じゆん粋すいに羨うらやましい、と思った。

　エルの主あるじは今、秘密の恋れん愛あいをしていた。

　大きな歌劇場の二階部分に位置する貴賓席は個室になっており、フィオナは馬車を降りてから一度も立ち止まることなく、いつもの場所に飛び込んだ。

「イライアス！」

　舞ぶ台たいを見下ろす位置に置かれた、黒い革かわ張ばりの長いソファに座すわっていた男は、フィオナの声を聞くなり滲にじむような笑えみを浮うかべて立ち上がり、フィオナを抱き締めた。

　陽の光を紡つむいだ金の髪と、澄すんだ緑の瞳が実にまばゆい。

　エルは二人が熱い口づけを交かわす様子を、貴賓席の扉とびらの近くに座って眺ながめていた。

　二人の様子を見ていると、いつも少なからず罪悪感に苛さいなまれた。

　フィオナは大貴族ジマーマン家の一人娘で、箱はこ入いり娘むすめと言っても過言ではないほどに、幼い頃ころから両親に蝶ちようよ花よと、それは大事に育てられてきたのだった。

　フィオナは物心つく前から、父親によって婚こん約やく者しやを決められており、相手はこのイリリア王国の第二王子であるレイモンド王子だった。

　だがフィオナはレイモンドにはまるで興味がなく、いつも本当の恋こいを探していた。それは実に小説や歌劇が好きな少女らしかった。

　そんなフィオナがイライアスと初めて出会ったのは、やはり歌劇場でのことだった。外がい套とうの裾すそを踏ふんで階段で転びそうになったフィオナを、軽々と抱き上げて助けたのがイライアスだったのだ。

　イライアスは大層な美び丈じよう夫ふで、フィオナは一目で心を奪うばわれてしまった。それは十九歳さいにして、初めて知った恋愛だった。

　レイモンド王子と過ごす時間はとてもつまらなく、嫌いや気けがさすほどのものだったが、イライアスと話すのはいつも楽しく、ただ二人でいるだけでくすぐったいくらいに胸が高鳴り、気持ちが華はなやいだ。

　イライアスの端たん正せいな顔に見つめられ、自信と確信に満ちた動作で抱き締められ、甘あまい声で囁ささやかれれば、全ぜん身しん全ぜん霊れいで愛されていることを疑う女性はいないだろう。

　誰だれが見ても美男美女のお似合いの二人ではあったが、王子の婚約者が別の男と会うなど、周囲に知られれば決して許されない恋だった。

　だからフィオナの乳姉妹ちきようだいである侍女のエルは、自分だけは大切な主の味方になろう、と主が美び貌ぼうの恋こい人びとと密会するのを全面的に手伝っていた。

　当初は初めての恋愛に浮かされた主も、じきに飽あきて自然に二人の関係は終わるのではないか、とエルは楽観視していた。だが実際はその逆で、フィオナはイライアスに会うたびに彼かれに惹ひかれ、次し第だいに夢中になり、今や完全に溺おぼれきっていた。

　いつか、この二人の関係がばれて、旦だん那な様と奥おく様さま──フィオナの両親にこっぴどく怒おこられるのではないか。エルには常にその不安がつきまとった。

「ねえイライアス。これ貴方あなたに使って欲ほしいの」

　眼下の舞台を間近から一望でき、なおかつ歌手たちの声を最も良い状態で聴きくことができる貴賓席にいるにもかかわらず、フィオナは歌劇に目もくれず、隣となりに座る愛しい恋人に語りかけた。

　その白い手には、青いリボンがかけられた箱があった。

「これを私に？」

　問うように尋たずねるイライアスに対して、フィオナははにかんだ笑顔で答えた。

　イライアスが箱を開けると、中には銀色の輝きを放つ懐かい中ちゆう時ど計けいが入っていた。蓋ふたにも細かな模様が彫ほられている。

　それはフィオナが母から貰もらった貯金を崩くずして内ない緒しよで購こう入にゆうしたものだった。しかもかなり前から予約をしないと入手不可能な、人気の時計師の手によるものである。

　しかしフィオナの期待に反し、イライアスはごくあっさりとした感謝の意を伝えただけに留まった。

　──まただめだったわ！　私の贈おくり物もののセンスが悪いのかしら。ああ、イライアスはどんなものなら喜んでくれるの？　彼をもっと喜ばせたい。……もっと知りたい。次こそ、もっと喜んでもらいたい。

　イライアスは舞台に広がる人気歌手による三重唱を聴き、視線を舞台に落としていたが、フィオナは演目の間中、ひたすらイライアスを見つめていた。

　時折思い出したかのようにイライアスがフィオナの髪に触ふれ、その長い指を金の髪に絡からませる。そのたび顔を上げるフィオナの表情は、この上なくいじらしかった。




　歌劇に幕が下りると、フィオナとイライアスは帽ぼう子しを深く被かぶり、客が粗あら方かた席を立ってから貴賓席を出た。

　彼らはこの後郊こう外がいにある、エルの母親が所有する小さな別べつ荘そうに泊とまりに行くのだ。

　エルは自分の主に感謝してもらえるなら、いかなる協力も惜おしまない。フィオナのアリバイ作りにも余念がなく、ジマーマン家の人間に外がい泊はくがバレたことはなかった。

　王都の歌劇場からその別荘までは、フィオナとイライアス、それにエルが馬車に乗って向かうのだが、もう一人若い男も騎き乗じようして馬車を護衛した。

　イライアスの従者であった。

　エルは事情を分かり合えているだろう彼と、もう少し親しくなって話をしてみたかったのだが、その従者はいつどこで会っても帽子を目ま深ぶかに被り、エルやフィオナとの関わりを頑かたくなに避さけていたため、交流は全く進展しなかった。




　別荘は青い森を臨のぞむ美しく静かな場所にあった。赤い屋根を持つ二階建ての建物。一行がその別荘に着いたのは日にち没ぼつ後であったため、フィオナとイライアスは間もなく寝しん室しつに入った。

　フィオナはいつも寝ねる前に花茶を飲んでいた。エルは習慣にならい、花茶を二人分淹いれると、二人のいる寝室に向かい、扉の前に立った。今しもノックをしようと右手を握にぎり、扉に甲こうを向けた時。寝室の中から二人の声がした。

　エルは決して盗ぬすみ聞ぎきをする意図はなかったが、二人がフィオナの父親の話をしていることに気づいて、思わず聞き耳を立ててしまった。

　どうやらイライアスが、フィオナの父を頻ひん繁ぱんに訪ねてくる軍人は誰か、とフィオナに聞いているようだった。

「何をしている」

　突とつ然ぜん気配もなく背後から声をかけられ、エルは手にしていた花茶の乗るお盆ぼんを取り落としそうになった。いつの間にか後ろにイライアスの従者が立っていたのだ。

　焦こげ茶ちやの眼光鋭するどい瞳は、恋人同士の会話を盗み聞きする品のない行動を咎とがめているように思えた。
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　百を超こえる騎乗した宮きゆう廷てい騎き士し団だんが、王都の晴天の大通りを駆け抜ける。

　整然と馬を駆る武装した騎士たちが雪崩なだれの如ごとく押おし寄よせたのは、王都の邸てい宅たく街がいの中でも一ひと際きわ目立つ大きな屋や敷しきの正面玄げん関かんであった。

　高い煉れん瓦がの塀へいが聳そびえ、黒い格こう子し状の門が固く閉まるそこへ、先頭にいた宮廷騎士が馬上から困こん惑わく顔がおの門番に命じる。

「開門せよ！　以下、王命により通知する。宮廷騎士団長ディディエ・ジマーマン。本日正午までに王宮へ出頭し、王の御ご前ぜんにて過日の第三王子フィリップ殿でん下か暗殺未み遂すい事件について、詳つまびらかに告白せよ」

　有う無むを言わさぬ威い圧あつ感に、中年の門番が門もん扉ぴの施せ錠じようを震ふるえる手で外そうとした寸前、屋敷の前庭から武装したジマーマン家の私兵が走ってきた。ジマーマン家はその広大な屋敷と自家の権けん威いを守るために、大量の私兵を常時屋敷に置いていたのだ。

「それは濡ぬれ衣ぎぬだ！　ジマーマン家の当主は部下の命令などに従ったりはしない！　帰れ！」

　時を同じくして屋敷からも私兵が次々と飛び出してきて、屋敷の周りを固めた。

「突つつかれた蜂はちの巣すみたいですね。イライアス様」

　先頭にいたイライアスに、背後に控ひかえていた補ほ佐さ官かんであるキースが耳打ちした。それには答えず、イライアスは他の騎士たちに半数は裏門へ回るよう命じる。

　ジマーマン家の私兵と宮廷騎士団の睨にらみ合あいは一時間以上続いた。

　宮廷騎士たちは一度も隊列を乱すことなく、ひたすら屋敷の門が開くのを待った。

　門を守る私兵たちは時間の経過と共に精神的にも疲ひ弊へいしていき、次第に焦しよう燥そう感に駆られたが、宮廷騎士たちは一いつ貫かんして冷静で、馬の集中力すら切らすことがなかった。

　ディディエが屋敷に籠こもることは予測していたからだ。第三王子暗殺未遂に関して、最も早はやどう足あ搔がいても言いい逃のがれできぬ証しよう拠こと、屋敷を訪れてはディディエの指示を受けていた古参の軍人による証言が不足なく集められたからこそ、こうして宮廷騎士団が動いたのだ。その長を捕とらえるためだったことは皮肉だが。

　屋敷を出て捕らえられれば最後、待ち受けているのは処しよ刑けいしかない。

　正午を回った頃、王宮より早馬がやって来て、イライアスに国王の命令を伝えた。

　──突とつ入にゆうせよ。

　門の前に張りついていた騎士たちが後方へ下がり、代わって太い丸太を積んだ荷車が門扉の前へ押し出され、合図と共に門に打ちつけられた。数回目の轟ごう音おんで鉄の門は用をなさなくなる。

「突入！　ディディエ・ジマーマンを捕らえよ」

　宮廷騎士たちが敷しき地ち内に決けつ壊かいしたダムのように押し寄せ、それに果か敢かんに私兵たちが応戦する。

　瞬またたく間まに障害を薙なぎ倒たおし、屋敷内部へ惑まどうことなく駆け上がるのはイライアスであった。

　彼が剣けんを振ふるう姿はまるで剣けん舞ぶでも舞まっているかのように美しく、かつ一いち分ぶの隙すきもなく、対たい峙じする人間の目を奪う一いつ瞬しゆんのうちに相手の守備範はん囲いにもう踏み込んでいた。武人ならば誰もが目を引きつけられ、一度見れば忘れ得ぬものだった。

　迷いない足取りでイライアスは広い屋敷内を突き進む。

　彼は補佐官と数名の同どう僚りよう騎士を引き連れ、ディディエの自室へ飛び込んだ。

　ディディエは大小様々な剣が飾られた広い部屋の真ん中に立ち、そのうちの一本を抜ばつ刀とうすると、己おのれの身辺を警護する私兵と補佐官の背後に身を引いた。

　完全に部屋着を纏まとっていることから、その襲しゆう撃げきが予期せぬものだったことが分かる。そしてこの籠ろう城じようの間に着き替がえていなかったということは、出頭する気もさらさらないと推おし量はかれた。

「……イライアス。お前、第三王子についたのか」

　誰もそれには答えなかった。必要がないからだ。

「騎士団長。どうか私兵を下がらせて、剣を置いて下さい」

　ディディエは太い眉まゆを跳はね上げた。

「無む抵てい抗こうで死ね、と？　そんな不ふ名めい誉よな末路よりも、私が鍛きたえ上あげたお前の腕うでを試ためして騎士らしく逝ゆこう」

　──貴方はこんな時だけ騎士らしくあろうとするのか。

　イライアスは怒いかりと共に腹の底から湧わいた澱よどんだ感情を何とか押し殺し、説得を続けた。

「ご家族もご在宅でしょう。これ以上下にいる騎士たちを暴れさせたくはありません」

　しかしその時キースが自身の前に立ちはだかるディディエの補佐官に剣をぶつけた。それが契けい機きとなり、相対する二つの勢力は互たがいに剣をぶつけ合った。

　早々に私兵を片づけた宮廷騎士の一人が、ディディエに剣を振り下ろす。だが踏み込んだ筈のその身体は数太た刀ち後、上官の剣を浴びて床ゆかに崩れ落ちていた。

　室内は修しゆ羅ら場ばと化した。

　更さらに駆けつけた私兵と宮廷騎士たちが参戦し、やがて足の踏み場に苦く慮りよするほどの私兵と騎士の遺体と負傷者が転がり、それらに蹴け躓つまずきそうになりながらも残る者たちが乱らん闘とうしていた。

　多くの盾たてを失ったディディエに猛もう然ぜんと立ち向かい、間断なく剣を振るったのはイライアスであった。

　彼は何度か軽い傷を体に負った後、ディディエに私兵の遺体を投げつけられて辛からくもそれを避けた直後、己の首に向かってきたディディエの剣けん先さきを押しとどめるために、剣を上官の上半身に勢いよく突き刺した。

　ウッ、という低い唸うなり声の後、ディディエの大きな身体は膝ひざから崩れるように床に倒たおれた。

　数回痙けい攣れんし、やがてその身体は動かなくなった。

「……運び出せ」

　イライアスが顔に浴びた血を手ての甲こうで拭ぬぐいながら簡潔に命じると、宮廷騎士と補佐官たちはディディエの遺体と負傷者たちを担かついで屋敷の外へと運び出していった。

　部屋にはただ一人、イライアスが残された。

　彼は転がる遺体と床を汚よごした血を見つめて激しく己を叱しつ責せきした。

　──なぜもっと穏おん便びんに事態を収束できなかったのか？　土足で踏み込み、屋敷中を引っかき回した挙句、たくさんの死傷者を出すなど、宮廷騎士団の名に後ろ足で泥どろをかけるに等しい……。

　自分の力不足を悔くいていると、ふと人の気配を感じて顔を上げた。

　部屋の奥には更に奥へと続く木の扉があり、それが僅わずかに開いているではないか。

　果たして自分たちがここへ踏み込んだ時から開いていただろうか？　イライアスは眉をひそめた。

　一度下ろした剣を、再びゆっくりと構えながらその扉に近づき、足で扉を軽く蹴けって開けた。

　扉の前には、今にも倒れそうなほど白い顔をした女が、真っ青な目を見開いて立たち尽つくしていた。

「フィオナ……！　なぜ……？　今日は出かけていた筈では……」

「お祖母様が……体調を崩されて……」

　本ほん棚だなに囲まれたその狭せまい部屋を、フィオナは後ずさる。

「イライアス……、貴方が、どうして……お父様を…………」

　フィオナは愛し合う自分の恋人が、なぜ自分の屋敷に押し入ったのか理解できないでいた。

　ましてやイライアスは彼女の父親の部下である。

　彼女の大きな瞳は、激しく動どう揺ようしながらイライアスを見つめていた。

　煌きらびやかな宮廷騎士の軍服は、大量の血を吸い、一部は彼の顔にもかかっていた。

　目の前の惨さん状じように立つ男が、本当に自分が愛するイライアスなのか分からなくなるほど、恐おそろしい。

　だがフィオナはハッと目を見開いた。

「イライアス、貴方まさか、私を奪うために？」

　イライアスは思ってもいなかったことを言われて瞠どう目もくした。フィオナを手に入れたい、と思ったことはただの一度もなかったのだ。

「宮廷騎士団長は第三王子を亡なき者にしようとしたのです。私は最初から団長を討うつために貴方に近づきました」

「噓うそよ！　そんな……まさか、出会いから、全てが偽いつわりだったというの!?」

「一いつ切さいが……」

　フィオナは甲かん高だかい悲鳴を上げながら泣き崩れた。お父様、と連呼しながら顔を両手で覆おおう。

「私は目的のためには手段を選ばない、汚きたない人間です。どうか母方のお祖母様のもとに身を寄せて下さい。ここはしばらくの間騒さわぎに吞のまれるでしょうから」

　イライアスは謝罪の言葉を一つも口にしなかった。許されるつもりは毛頭なかった。

　どんな謝罪も、ジマーマン家を潰つぶしに来たこの惨状には軽過ぎるように思われた。

　彼はフィオナに背を向けて歩き出した。

　その背後でフィオナが亡ぼう霊れいのような白い顔で立ち上がり、彼を音もなく追う。

　フィオナは先ほどの乱闘で床に落ちたままになっていた短たん剣けんをその白く細い手で拾い上げると、今しも部屋を出ようとしていたイライアスに身体ごとぶつけた。

　イライアスはちょうどその瞬しゆん間かん、気配を感じて振り返っていた。避けるべきか否いなか──あろうことか、彼はその瞬間僅かに逡しゆん巡じゆんし、足を止めてしまった。

「フィオナ……」

　イライアスは両手を上げてフィオナの細い肩かたに優やさしく触れた。フィオナは背せ伸のびをしながらイライアスの唇くちびるに自分の唇を押し当てた。

「だめよ、行かないで。愛しているの、イライアス」

　唇をイライアスの頰や顎あごに幾いく度どもついばむように滑すべらせ、フィオナは嗚お咽えつした。

　次第にその青い目に涙なみだがせり上がり、頰を濡ぬらしていく。その白い両手は短剣の柄つかを握にぎり締しめたまま、温かな液体に濡れていく。

　イライアスの高い鼻び梁りようがフィオナの唇を掠かすめるように滑り、彼の身体はついに崩れ落ちた。

　横向きに倒れたイライアスは自分の血が溢れる腹部を押さえた。血は止めどなく流れ、辺りに赤い染しみが広がっていく。

「貴方を誰にも取られたくない……。私だけのイライアスでいて！」

　フィオナはそう告げ、震える手で今度は短剣を自分の首筋にあてがった。

　イライアスは息を吞み、血をドッと流しながらも起き上がり、止めようとした。

「フィオナ……！　よせ！」

　短剣を喉のどに突き刺すと、フィオナは一、二歩後ろへたたらを踏み、傾かしいだ後、人形のように力なく倒れた。

　──助けなければ……。

　床を這はうようにしてイライアスはフィオナの喉のど元もとに手を伸のばした。だが届かず、意識が急速に遠のいていく。

　腹部から流れる血が、自分の金色の髪の毛先を赤く染めているのが視界の端はしに映る。震える指先でその髪に触れた。まるで、彼女の赤い髪のようだ、と彼は思った。

　あの髪に、触れている──そんな錯さつ覚かくを愚おろかだと思いつつも、イライアスの口元には微かすかに笑みが広がった。

　暗い淵ふちに沈しずんでいく意識の片かた隅すみで、自分の補佐官の声を聞いた気がした。

「ああっ、もうっ……！　クソッ。イライアス様、あんた後始末に困ることしないでくれよ！」

　妙みような台詞せりふだ、とイライアスは目を朧おぼろに開けてキースを見る。だが視線がぶつかるとイライアスは不敵に笑った。

「行け。行って、手て柄がらにするといい。きっと喜ぶ……」

　イライアスの脳のう裏りには黒くろ髪かみの異国の王子の姿が浮かんでいた。

　だが後半は掠れ、キースには聞き取れなかった。

「死ぬなよ、イライアス様」

　舌打ちをしながらキースはイライアスの身体を持ち上げた。

　補佐官として側に仕えて、分かったことがある。

　イライアスは律りち儀ぎなのだ。

　女の剣を避けるなどイライアスには造作もない筈だ。

　自分も痛みを受けるべきだと、彼女には罰を与える資格があるとでも血迷ったのではないだろうか……？

　キースは苛いら立だちながら、その場で主の手当てを始めた。補佐官ならば、誰もが心得ている行こう為いだった。闇やみの左手である彼ならば尚なお更さら。

　だがそれは、真の主に背そむくことを意味していた。
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　キースが話すべきことを全て伝え終えても、誰だれも口を開かなかった。

　淡たん々たんとした低い声は感情を排はいしたように事実だけを伝えていたが、私にはかえって想像するにあまりある過去の重さを際きわ立だたせているように思えた。

　地下牢ろうの肌はだにこびりつくような冷気は、最も早はや感じることもできなくなっていた。

「俺おれがあの時早まってディディエの補ほ佐さ官かんに挑いどまなければ、フィオナが亡なくなり、イライアス様が生死を彷徨さまようこともなかったかもしれない。そもそも本来俺は補佐官として、イライアス様を一人にすべきではなかった。……使命の一つであったディディエ失しつ脚きやくが果たされ、本来なら帰国するところだったが、あの場でガルシアに戻もどることはどうしてもできなかった」

　結果的にキースはずるずると居着き、帰国するきっかけを失ったのだろう。

　キースは私をひたと見つめていた。結ばれた口は、もう何も話すことはない、と言っているようだった。

　イライアスが隠かくしたがった過去についての生々しい内容を聞き、私は言葉を失っていた。知らされた事実をどう消化していいのか分からない。

　裏切られた気分がするのは否定できなかった。

　イライアスがフィオナにした仕打ちを考えれば、怒いかりも湧わいた。

　しかしながら一番重く突つきつけられた事実は、所しよ詮せん私は単なる同居人だった、ということである。

　やはり私はイライアスをほとんど分かっておらず、理解し合ってなどいなかったのだろうか？

　ドーンでひととき、心を通い合わせたと思っていたのに。……あの時の彼の言動全てが噓うそだったとは、思いたくないのに。

　鍋なべが売れなくても一いつ緒しよにいる時はいつも笑え顔がおで幸せそうだった、両親の姿を思おもい浮うかべた。

　違ちがう。……全然、違う。無意識に私は首を横に振ふっていた。

　不意に肩かたを叩たたかれ、驚おどろいて後ろを振ふり返かえる。いつの間にかシアが私のすぐ後ろに立っていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　真っ青だ」

　あやふやに首を縦に振り、私はキースを見た。

　彼はぐったりと壁かべに寄りかかり、けれど視線だけはしっかりと私を捉とらえていた。まるで私の反応を観察しているように思えた。

「シアさん、陛下はどこですか？　早くキースの拘こう束そくを解いてあげたいんです」

「私がお伝えするよ」

　シアは優ゆう雅がな仕草で手を差し出し、私が立ち上がるのを手伝ってくれた。

　長いこと座すわり込こんでいたために、思いの外足がだるく、立つのに一苦労だったので助かった。

　今私たちがキースから聞いた話を、シアが一人でレスター王に報告するのは心配だった。

　主観や勝手な解かい釈しやくを交えず、ありのままを伝えてくれるだろうか。

　私は牢を出ると、影かげみたいにシアにぴったりとくっつき、後を追った。

　何か言いたそうなシアの視線を感じて、宣言する。

「陛下の所に行くなら私も同行させて下さい」

　僅わずかの沈ちん黙もくの後、彼は優やさしげな笑えみを見せた。

「君は話せるのかい？　今聞いたことを。そんな男とは知らなかったのでしょう？」

　この人は、人の弱いところを典てん雅がな空気を纏まとったまま、なんて巧たくみに鋭えい利りな刃はで一突きするのだろう。

　あまりにその物もの腰ごしが柔にゆう和わなので、シアに対する反発心は芽生えないのに、急所を鷲わし摑づかみにされた気分になる。確かめるように彼は言い足した。

「そんな男に未練はないだろうね？」

　答えられなかった。

　泣くのは違う気がしたが、気持ちを強く持たなければ目に涙なみだが溢あふれるのを止められそうになかった。

「お願いします。同行させて下さい」
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　レスター王は王立馬術学校にいるとのことだった。

　シアの説明によれば、そこで学ぶのはガルシア王国軍の幹部候補生たちであり、戦勝報告と鼓こ舞ぶを兼かね、視察に行っているのだという。

　ちょうどメリディアン王女が参加していたお茶会もその頃ころお開きになっており、シアは王女も誘さそった。

　別にメリディアン王女は馬が好きなわけではないが、断る理由も見当たらないらしく、私たちと共に馬車に乗り、王宮を出た。

　馬術学校は王宮のすぐそばにあり、少しもしないうちに私たちはその建物に着いた。

　そこはクリーム色の長方形の大きな建物で、中央に土の敷しき詰つめられた練習場があり、雨天でも馬術の練習ができるようになっていた。

　高い天てん井じようを持つその周りは回かい廊ろうになっており、レスター王は練習場にズラリと勢せい揃ぞろいする馬術学校の学生である、幹部候補生たちをそこから見ていた。学生たちは皆みな十代後半くらいの若者たちで、縦に長い黒色の帽ぼう子しを被かぶり、制服は白い縁ふち取どりのされた黒い上下だった。
















　馬術学校の関係者らしき、ガルシア王国軍の軍服を着た中年の男性と何やら話をしていたレスター王は、私たちが姿を現すとすぐに気がつき、練習場に向かって呼びかけた。

「私を常に誇ほこらしくさせてくれる騎き士したちよ。諸君にガルシアが勝利した、イリリアのメリディアン王女を紹しよう介かいしよう」

　メリディアン王女はレスター王によって学生たちの正面に押おし出だされた。学生たちは一糸乱れぬ動作で敬礼をし、突とつ然ぜん注目を浴びる羽目になったメリディアン王女は、動どう揺ようしたのかスカートの生き地じを軽くつまんで膝ひざを微かすかに折りかけ、学生たちに礼を取ろうとしてやめた。

　代わりに上品な笑顔を浮かべてやり過ごしていた。

　……ああ、そうか。シアはこのために王女をわざわざここに連れて来たんだろう。

　遣やる瀬せない思いが込み上げた。メリディアン王女はいわば戦利品みたいなものだ。ガルシア人は、イリリアの王女を見て、勝利の後味を味わっているのではないだろうか。

　複雑な思いで学生たちの高こう揚ようした顔を見ていると、彼らによる馬術の披ひ露ろうが始まった。

　純白の馬と漆しつ黒こくの馬が左右に弧こ状じように並び、寸分のズレもなく脚あしを上げ下げし、内側に向かって行進し、接せつ触しよくしそうな近さを保ったままその左右の並びを入いれ替かえる。姿勢良く騎き乗じようする精せい悍かんな学生たちの、目に見えるか見えないかの小さな合図で馬たちが均等に動く様子は、美しく圧巻であった。

　レスター王は回廊の手すりに手をかけながらメリディアン王女に言った。

「イリリアには歴史の長い馬術学校がありましたね。見学に行ったことがあります。かなり参考にさせてもらっていますよ。まだまだ比べるべくもないでしょうが」

「イリリアの馬術学校では馬は全部白馬を使っていますの」

　並べられた言葉は単なる事実を述べたものだったが、プライドが邪じや魔まをしたのか、その口調はまるで、馬は白でなきゃダメでしょ！　とでも言いたげだった。

　周囲の空気が軋きしむ音が聞こえそうな気がした。

　シアは苦く笑しようし、レスター王はなぜか私を見た。

　もしや主の失言のフォローをしろ、と言いたいのだろうか。

　私は笑顔を作って手を大おお仰ぎように叩き、メリディアン王女の発言に付け加えた。

「白と黒のコントラストが綺き麗れいでしたね、メリディアン様」

　更さらに空気が凍こおったのは気のせいか。シアは顔を背そむけて肩を揺らしていた。

　言わなければよかった……。




　馬術学校の見学が終わると、シアはメリディアン王女を先に帰すべく馬車に乗せた。

「少し回り道をしながら陛下と馬で帰るよ。君も来るかい？」

　恐おそらくキースの話をするのだろうと思われたので、私は大きく頷うなずいた。

　先に一人帰ることになったメリディアン王女は渋じゆう面めんではあったが、キースのことで話があるのだと教えると彼女も察してくれたようだった。

　メリディアン王女はキースが捕とらえられている本当の理由を知らなかったが、彼が危険な状じよう況きようにあるというのは理解していた。

　しかし実際に一番メリディアン王女を先に帰したいのは、私かもしれなかった。

　イライアスとフィオナの間に起きたことを、イリリアの王女に知られたくなかった。




　一部の警備兵とシアを残し、メリディアン王女を乗せた馬車が去ると、レスター王は一頭の栗くり毛げ馬うまの鞍くらを指しながら私に言った。

「乗って」

　一いつ瞬しゆんの間の後で、私は一人では馬に乗れないのだ、と答えた。

　もちろん操ることもできない。ヨーデル村では金持ちの地主くらいしか馬を所有していなかった。

　すると、はっと思い出したかのようにレスター王は淡あわい目を瞬まばたいた。

　乗馬の心得がない者など彼の周囲にもう長いこといなかったのだろう。

　言われてからやっと私の育った環かん境きようを思い出して、そのことに気づいたらしい。

「それならセーラはシアと乗って。……シアは乗馬が得意だからね。馬術学校の伝説の卒業生なんだ」

　なるほど、と私はシアをまじまじと眺ながめた。確かに馬が好きそうだ。涼すずしい顔でこれでもかとビシバシ拍はく車しやをかけて駆かるのだろう。

　指示通りにどうにか鞍に乗ると、続けてシアが私の後ろに座すわる。

　──誰かと馬に乗るのは本当に慣れない……。後ろの人の内うち腿ももが密着するし、前方に伸のばされる両腕に、何だか包つつみ込こまれるような錯さつ覚かくを起こすからだ。

　少し緊きん張ちようしながら手元の鞍を摑つかむ。

　すると自分の馬に跨またがっていたレスター王が、急に馬の歩みを止めた。

「待て。セーラ、馬を降りて」

　私とシアは翻ひるがえった命令の意図が理解できず、横に並ぶレスター王を問うような目つきで見つめた。

「あの、今何て？」

「降りるんだ」

　きっぱりと断言され、仕方なく私は乗ったばかりの馬から降りた。

　乗れと言ったり降りろと言ったり、何なのだ……。

　地面に足がつくなり頭上からレスター王の腕うでが降ってきて、私は上じよう腕わんを摑まれ、レスター王が乗る馬に引きずり上げられた。すかさず絶ぜつ妙みようのタイミングで警備兵が駆け寄り、私の足を抱だき上あげて鞍に乗せる手助けをする。

　あっという間に私はレスター王の前に座らされていた。

「行こう」

　レスター王に声をかけられたシアは、首の後ろを右手で押さえながら少し困ったような笑みを浮かべていた。




　王城とは別の方向へ駆け、白しら壁かべの家並みがひしめく緩ゆるやかな坂を登っていくと、公園のような所に出た。

　整備されたその広い区間には、真ん中に馬に乗る男性の銅像があり、奥おくの方は半円形になって柵さくで囲まれていた。

　そこは高台になっており、突き出た柵の向こうを見下ろすと、白い建物が建ち並び、時折妙みように高い塔とうが聳そびえ、その隙すき間まに緑が生きるガルシアの王都の一部が眼下に見下ろせた。

　柵を越こえ下から強い風が引っ切りなしに吹ふき、私のスカートの裾すそとレスター王やシアのマントをバサバサと揺らしていた。

　頰ほおがピリピリと冷えを感じる。

　二十人余りの警備兵たちを引き連れたレスター王が現れると、広場にいた日向ひなたぼっこ中の老人や遊びに夢中だった子どもたちは、不思議そうな顔で遠巻きにこちらを見ていた。

「ここから街並みを眺めるのが好きなんだ」

　柵のごく手前まで馬を寄せ、レスター王が囁ささやいた。

「ガルシアは何だか全体的に白いね」

「白いし、低いだろう？　イリリアを見慣れていると小さく感じるだろうね。……でも、イリリアのような大きな貧ひん民みん街がいもない。この国はイリリアのように豊かではないけれど、皆が相応につましく暮らしている。あの国は高く華はなやかに輝かがやいているけれど、同様に足元の闇やみも深く救い難がたい」

　イリリアへの辛しん辣らつな思いを語るレスター王を、背中越しに見上げる。

　彼の顔は触ふれるほど近くにあり、私は慌あわてて景色を堪たん能のうすべく、首の向きを戻す。

　警備兵たちはある程度の距きよ離りを取っていたし、高台は風が強かった。ここならキースの話をしても大丈夫だろう。

「陛下……実はさっき、キースから陛下が知りたかった話を聞き出せたんです。今話してもいいですか？」

「ご苦労だったね。後でシアから聞くからいいよ」

「是ぜ非ひ私に話させて下さい。あのね、キースは補佐官養成所を首席で出た後、イライアス……」

「セーラからあの男の名を聞きたくない」

　遮さえぎる声の冷たさに、反射的に言葉が出なくなってしまった。

　あの男──とは、イライアスを指しているのだろう。

　レスター王はシアに視線を投げた。それを受けてシアは馬を寄せ、私と地下牢で聞いたキースの話をレスター王に伝え始めた。

　私はシアが話す内容に横から逐ちく一いち補足をつけたり、注ちゆう釈しやくを入れたりしたので、しまいにはとうとう柔にゆう和わが売りのシアすら不快そうな表情を露あらわにしていた。

　だが、いくら迷めい惑わくそうにされても、キースの命がかかっているのだ。貝になっているわけにはいかない。

　シアの話に区切りがつくと、私はイリリアでの夜会の夜にキースが犯おかした殺人についても話した。彼が自分の正体をイリリア側に露ろ見けんさせまい、ともがいたことを知って欲ほしかったからだ。

　私とシアの報告合戦が終わると、レスター王は長いこと景色を見つめていた。

　私は徐じよ々じよに不安を覚え始めた。思い返せば、キースから話を聞き出せば彼の処しよ遇ぐうについて考え直してもよい、とは言われたが、助けるとは一度も言わなかったではないか。

　マズイ。私の早とちりだっただろうか。

「陛下……あの、キースは……」

「……あれは有能だが、闇の左手には向いていないことはよく分かった」

　レスター王の表情が曇くもっている。

　風向きがよろしくない気がする。

　闇の手足ならば本来、使命を終えた時点で帰国すべきだったのだろう。イライアスのもとを離はなれなかったキースを許す気はやはりないのだろうか？

　何か足しになることを言わなければ。何でもいいから……！

「ア、アルは私が助かったのが嬉うれしくないの!?　キースがいなければ、ここでペチャクチャ喋しやべっている私もいなかったんだよ？」

　レスター王の淡い目が少し驚いたように景色から私へと動いた。

　ここぞとばかりに更にもう一押しする。

「私が大事だとか言う割に、全く気持ちが伝わらないよ！」

　キース一人ぐらい、戦争に勝ったんだから助けてくれたっていいじゃないか。

　するとレスター王の右手が私の腰こしに回され、急に引き寄せられた。その勢いのままその悩なやましい秀しゆう麗れいな顔が近づき、唇くちびるが私の唇にぶつかる。

　違う、違う、こういうことを望んでの発言じゃないんだけど……！　ちょっとちょっと！

　レスター王は次し第だいについばむように私の唇を食はみ始めた。

　流石に大人しくしていられず、離れようと腕を突っ張ったが、硬かたい胸むな板いたはビクともしない。

　ううっ、力の差が恨うらめしい……。

　代わりに口の中に舌が滑すべり込んできて、息ばかりか心臓が止まりそうになった。

　噓っ、こんなキス、どこで覚えたの!?

　もうアルは別れた時のあの十五歳さいの彼ではないのに、咄とつ嗟さにそんなことを思った。

　落ち着け私。前にもアルとキスしたことがあるじゃない──そう言い聞かせるには到とう底てい無理がある、子どもの時分のキスとはまるで違う、熱く濃のう厚こうなキス。いつの間にか頭を押さえられ、私は全く抵てい抗こうができなかった。

　そもそも馬上だから逃にげ場ばがないのだ。

　口内を温かい舌が動き回り、それは歯が触れ合うほどに深く押しつけられ、次第に呼吸さえも奪い去ってしまうほどの激しいものへと変わった。

　混乱して彷徨う私の視界の端はしに、シアの姿が映る。まだいたのか。

　こんな惨さん事じを至近距離で観察されているのがいたたまれない。

　ようやく解放された時、私たちはお互たがい息が上がっていた。

　間近で見る淡過ぎるほどに淡い青い瞳ひとみは、あの頃とは違い、はっきりと私を困らせる感情を映し出していた。

　再びレスター王の顔が近づいてきて、私は首を振った。

「陛下、やめましょう。こういうのは、よくありません！」

「なぜ」

「なぜって、何で！　……だってこういうのは、恋こい人びと同士がすることでしょ！　それに、あなた弟だし。王様だし」

「弟じゃないけど、そうだね、私は王だ。ここは私の国なんだから、こんなことで文句は言わせないよ」

　そんな横暴な。あまりに開き直った態度に、目を剝むくしかない。

「陛下。ここは衆目がございます。夜までお待ち下さいませ」

　見かねたようにシアがやっと横よこ槍やりを入れてくれ、レスター王は私に回していた手を離した。

　助かった。ありがたいことだ。もう少しタイミングが早ければもっと感謝したところだ。

　……だけど、夜まで待てって、なんだ。夜には何かが解禁になるみたいな言い回しは誤解のもとだからやめてくれないか。

「セーラ。私を悪人だと思う？」

「思いません。……キースも何の罪もない人の命を奪うばっています。これは、私の自分勝手な正義ですから」

「そうだね」

　あっさりと肯こう定ていするとレスター王は難しい顔をして再び街並みに目を戻した。

　自分勝手な正義……。

　なぜかイライアスを思い出した。彼にとっての五年前の事件もまさにそうだったのではないだろうか。

　そう思っていると、レスター王が口を開いた。

「シア。闇の左手を手厚く介かい抱ほうしてやれ」

　私はパッと顔を上げ、レスター王を見た。

「これは助けるという宣言ではないよ。だがイリリアの状況を知る貴重な男を斬きり捨すてるのは、勿もつ体たいない。そう思うからだ」

　思わず笑みがこぼれた。

　つられたのか、レスター王も綻ほころぶように微笑ほほえみ、私たち二人は意味不明に笑みを交かわして見つめ合っていた。




　ガルシアの王城に戻ると、女官たちが控ひかえ室しつに使っている部屋でちょっとした騒さわぎが起きていた。

　十人ほどの若い女官たちが集つどい、二派に分かれて言い争いをしているようだ。

　躾しつけの行き届いた女官であっても、やはり若い娘がこれだけ集まれば、喧けん嘩かの一つや二つ起こるものなのだろう。

　あまりの険悪な雰ふん囲い気きにいたたまれず、柱の陰かげに身を潜ひそませて盗ぬすみ聞ぎきしてしまう。

「敗戦国であるイリリアの王女などに、そこまで親切にしてやることはないわ。お前たちは、売ばい国こく奴どよ」

　一瞬呼吸を忘れた。鋭するどい口調で際きわどいことを言ったのは、あの睫毛まつげ女官だった。

　出会った当初から親しみは感じられなかったが、そこまでイリリア人を嫌っているとは思わなかった。

「でもメリディアン王女様はお高くとまってないし、気さくな感じの良い方だわ」

「もう懐かい柔じゆうされたの？　馬ば鹿かね」

　ガルシアの人々は私たちを厚こう遇ぐうしてくれてはいたが、やはり長年の敵国であったイリリア人にはどうしても思うことがあるのだろう。

　表面上親切な女官が多かったが、どこか打ち解けてくれないよそよそしさは拭ぬぐえない気がしていたが、それは私の気のせいではなかったらしい。

　立ち聞きしたことを後こう悔かいしてももう遅おそい。少し小太りの女官が諫いさめるように口を開いた。

「メリディアン様は陛下の恩人である、セーラ様をイリリア軍から逃がして下さったお方よ？　毛け嫌ぎらいするのは筋が違うわ」

　すると睫毛女官が顔を赤くして嚙かみついた。

「何言ってるのよ！　セーラ様こそ、何をお考えなのか疑わしいものだわ。イリリアの宮きゆう廷てい騎士団長の妻なのよ？　本当はイリリアの闇の手足なのかもしれないわ！」

　浴びせられる疑ぎ惑わくと敵意に、身体が冷えていく気がした。

　シアに身体検査されたことはあったが、まさか女官にも不ふ審しん人物のレッテルを貼はられていたとは……。

　女官たちはざわつき、動揺しだした。

　睫毛女官は自分が皆に与あたえた動揺に満足した風ふ情ぜいで、腕を組んで得意顔を披露していた。

　ところがそこで、風向きが急に変わった。

　小太りの女官が口くちの端はを意地悪く上げ、睫毛女官に言い返したのだ。

「キアったら、セーラ様に陛下が奪われるかもしれないからって、逆さか恨うらみしているんでしょう？」

「違うわよ！　そんなんじゃない！　あの赤毛──、セーラ様は絶対に陛下の寝ね首くびをかきに来たイリリアの闇の右手よ！」

　あまりの誤解にこちらの頭が真っ白になった。

　寝首？　どこからそうなるんだ。しかも、右手と決めつけられている根こん拠きよが不明過ぎる。

　だいたいイリリアには闇のなんちゃらなんて名めい称しようの間かん諜ちようは、存在しないと思う。少なくとも私は知らない。

「赤毛って言った!?　許されないわよ！　キア、お前シア様の妹だからって、デカい顔し過ぎよ！」

「顔が大きいのはあんたでしょ！」

　呆あきれるほど次元の低い応おう酬しゆうが続き、睫毛女官と小太り女官の間でついに摑つかみ合あいが始まった。

　周囲の女官たちが慌てて二人に割って入り、互いを引ひき離はなして宥なだめ始めた。

　いつまでも柱の陰に隠れているのも情けない。

　放置すればあらぬ疑惑が余計に膨ぼう張ちようしかねない。

　私は意を決して、女官たちの前に出て行った。

　私の登場に気づいた女官たちはハッと息を吞のんでから、水を打ったように静まり返った。

　多くの女官たちは気まずそうに目を逸そらしながら、膝を曲げて私に挨あい拶さつをしたが、睫毛女官と小太り女官は真っすぐに私を見ていた。

　……何て言おう。どうしたら誤解を解けるのだろうか？

　思いつくのはなぜか単純な言葉だけであった。

「不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてごめんなさいね。でも、私は貴方あなたたちが疑っているような人間ではありませんから、安心して下さい」

　女官たちはただ黙だまっていた。

　だがしばらくすると、一人の女官が一いち念ねん発ほつ起きしたように顔を上げた。

「あのう、セーラ様がイリリアの宮廷騎士団長と強制結けつ婚こんさせられたというのは本当ですか？　愛人をたくさん囲う女泣かせの方で、挙句に人ひと質じちとして前線に連れ出されたとも聞いています」

「そ、そうですね。確かにそうですけど……」

　事実なのだが、人に言われると、我わが事ながら悲ひ惨さんだ。

　だが肯定したことで、女官たちはまるで私を悲劇のヒロインでも見るような、驚きよう愕がくと憐れん憫びんと親しみが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった目つきで見始め、口々に非礼を詫わびてきた。

　誤解は解けたのだろうか。だとすれば嬉しいが、一いち抹まつの虚むなしさを感じる。

　睫毛女官だけは頰を膨ふくらませてつまらなそうにしていた。




　寝しん台だいに身体を横たえると、今日一日に起きた色々な出来事が頭の中を回った。

　女官たちから受けた誤解をメリディアン王女に話すと、彼女は大笑いしていた。

　私のどこを観察すればスパイに見えるのか、と。

「女官たちは噂うわさ話ばなしを食べて生きているようなものなのよ。放っておきなさい。お前はなぜ、下々の下世話な争いに口を挟はさむの」

　そう言われても、私は下々とやらの女官より更に下々の者なので、分からない。

　睫毛女官に言われたことを考えると腹が立ってきて、悶もん々もんとしながら寝ね返がえりを打つと、扉とびらが外から叩かれる音がした。

　誰だろう。まさかのレスター王だろうか？

　レスター王が私の部屋の前でこんな時間に立っているところを、女官にでも目もく撃げきされたらたまったもんじゃない。

　私は弾はじかれたように扉へ向かい、外を確かめんと扉を薄うすく開けた。

　すると、私が外に立つ人物を目視するより早く、開けかけた扉が急に勢いよく内側に開き、額を直ちよく撃げきした。

　一瞬真っ白になった視野と、割れるかと思った額を摩さすりながら、睨にらむように顔を上げると、果たせるかな、そこにはレスター王がいた。

　彼は部屋の中に入ると額を押さえる私を凝ぎよう視しした。

「ぶつかった？　ごめん」

「こんな夜分に、どうしたの？」

「セーラが女官たちと喧嘩をしていたと聞いて、心配になったんだ」

　喧嘩？　私はむしろ女官たちに詫びただけであって、喧嘩なんてしていない。誰だ、そんなデマを流したのは。

「……もしかしてその話、シアさんから聞いたの？」

「ご明察」

　やっぱり。

　さしずめあの睫毛女官が兄にあることないこと、ないことないこと、告げ口したのだろう。

　今度風が強い日に彼女の前で砂でもまいてやろうか。あのガラス玉みたいにデカい目に入って大層痛かろう。

　その場を想像するだけで胸がスカッとした。実現不可能な光景で憂うさ晴ばらしする私も大たい概がい悲しいのだが、そこに気づいてはいけない。

　レスター王がひたと私を見ているので、プイと顔を逸らして言った。

「そんな、下々の言い争いに、国王陛下がご興味を持たれるなんて意外です」

　するとレスター王は声を立てて笑った。動きに合わせて彼のサラサラとした黒くろ髪かみが動く。

「どうせキアの言いがかりだろう？　分かっているよ。セーラは無む駄だに敵を作ったりはしない。本当は、ただセーラに会いに来たんだ」

　そんなことを何のてらいもなく、真顔で言われると追い出しにくいではないか。

　私がまごついているとレスター王は大おお股またで部屋を横切り、流れるような仕草で寝台に腰かけた。

　次いで自分の横を叩き、私にそこへ座るよう合図する。

　せめてソファならいいのだが、夜に寝ね間ま着きで異性と寝台に座る気には流石にならない。たとえ義理の弟であっても。

　棒立ちの私に構わず、レスター王はくつろぎ始めた。

　薄い本を一冊持ってきていて、寝台の上でそれを開いた。

「非常識なのは重々承知だよ。けれど本当に日中は時間がないんだ。忙いそがしくてね」

「レスター王……」

　切なそうにそう言われると、こたえた。確かに十年ぶりに会えたのに、私たちはガルシアとイリリアの講和条約が結ばれたらまたお別れになるのだ。

　そう思うと辛つらくなり、私はおずおずとレスター王の横に腰かけた。

「セーラ。君が近くにいたら、とずっと思っていたよ」

　レスター王から真っすぐに向けられる瞳が少し怖い。

　淡く美しい青に熱心に見つめられると、脳内が痺しびれてくる感覚に襲おそわれるのだ。

　ようやく無言で見つめ合っていると、レスター王は少し甘あまい声で囁いてきた。

「キスしてもいい？」

「だめ」

「なぜ？」

「だ、だって……もう、したでしょ！　昼間馬の上で」

「じゃあ、唇に唇で触れていい？」

　それ、言い方変えただけじゃないか。

　それとも濃厚なのは遠えん慮りよしときます、という意味だろうか。

　首を力強く横に振ると、レスター王は探さぐる目つきになった。

「イライアスに義理立てしているつもり？　もう、私とキスした回数の方が多いんだから、何回しても同じだよ」

　なんて理り屈くつだ。

　反論しようとすると、素す早ばやく伸ばされた手で頰にそっと触れられ、胸がドキンとした。

「セーラ。世界で一番可か愛わいいよ」

　うわ、もう反則でしょ！

　その綺麗な顔を狂くるおしげな表情に歪ゆがめて、歯が浮くような台詞せりふを言われてしまったら！

　こちらは口説かれ慣れていないんだから、困るよ、ズルいよ。

　抵抗しようと足あ搔がいたものの、両手をレスター王の片手であっさり押さえられ、私たちはまた唇を重ねていた。

　そっと唇を離してはまた近づけて、互いの唇の柔やわらかさを確かく認にんするように幾いく度どもレスター王の唇が私の唇に当てられた。

　それはなんだか濃厚なキス以上に、ふわふわと気持ちを蕩とろけさせ、不ふ甲が斐いなくも私はいくらかの陶とう酔すいを覚えた。

　よくない、こんなのは大変よろしくない！

　こうなったら無理矢理場の雰囲気を変えるしかない。

「ねえ、その本、何？　表紙の絵、凄すごく綺麗だね！」

「そう、これを渡わたしに来たんだ」

　レスター王はそう言うと私に本を寄よ越こした。

　手に持ちパラパラとめくると、表紙にガルシアと美しい字体で書かれており、見開きの左側の頁ページには自然や街並みなどの景色が描えがかれていて、右側にはその絵の説明が書かれていた。

　ガルシアの景勝地を紹介した本なのだろう。

「セーラにガルシアのいいところを見せたい。その本に載のっているのは王都から近い場所ばかりだから、行きたい所に連れて行ってあげるよ」

「忙しいんじゃないの？」

「私は一緒には行けないかもしれない。どうにかしたいところだけど。メリディアン王女も一緒に案内させるよ」

　本から顔を上げると、セーラに私の国を気に入って欲しいんだ、と囁くレスター王と目が合ってしまった。

　何だか又妙な雰囲気になりそうで、私は急いで本を熱心に見るフリをした。

　驚きよう異い的な透とう明めい度で空を映す河が流れる山地や、切り立つ崖がけ沿ぞいに青い屋根を持つ白はく亜あの家々がひしめく街並み。本の中の絵はどれも素す敵てきだった。

「陛下が一番好きな場所はどこなの？」

　そう尋たずねるとレスター王は幾いく分ぶん照れたように笑った。

「残念ながらその本に載ってないんだ。私のお気に入りは、王都から北にある大草原だよ」

「どんな所？」

「見み渡わたす限り緑の絨じゆう毯たんが続いていて、遠くに万年雪を被る山脈が見えるんだ。そこを馬でどこまでも走ると、風のように自由になれる気がして、とても気持ちがいいよ。そこもいつか、セーラと行ってみたい」

　レスター王は寝台にごろりと仰あお向むけになり、目を天井に向けた。

　その瞳には今、私が見たことがない、大草原の光景が映っているのだろう。

　私は寝台の柱に寄りかかり、本の中の景色を堪能した。

　しばらくして本から視線を上げると、驚くべきことに、レスター王は寝ていた。

　胸むな元もとに乗る重たげな、服の左右を留とめる銀色の飾かざりが深い呼吸に合わせて上下し、黒く長い睫毛が縁取る瞼まぶたは、瞳を完全に隠していた。

　そんなに疲つかれているのだろうか。

　呆あつ気けに取られて数分間は、その寝ね顔がおを食い入るように眺めてしまった。

　レスター王を起こさないように細心の注意を払はらいながら、寝台を四よつん這ばいでそろそろと進み、その安らかな寝顔を堪能した。

　眺めていると睫毛女官のスパイ発言が脳のう裏りに蘇よみがえり、何だかおかしくなった。

　思わずニタニタと笑いながら、小声で呟つぶやく。

「……陛下、寝首をかきますよ」

　突然レスター王の瞳が開いたかと思うと、何の前触れもなく天地が逆転し、私は寝台に仰向けにされ、起き上がったレスター王に手首を押さえられていた。

　彼は私を不敵な笑みを浮かべて覗のぞき込こんでいた。

「そんなこと、この細い腕でできるのかな？」

「だ、だってあんまり無防備に寝てるから！」

「無防備なのはそっちだよ」

　そのままのしかかってこないで──！　急な形勢逆転に、一気に冷ひや汗あせが出る。

　上半身を乗せてきたレスター王をやり過ごすために、私は敢あえて苦く悶もんの声を上げてみた。

「背中、傷が痛いっ……！」

　レスター王が脱だつ力りよくして項垂うなだれ、彼の真っすぐな黒髪が私の顎あご先さきをくすぐる。

　そのままするりとほどくようにレスター王の手が私の手首から離れ、彼は宙を睨んだ。

「……あいつ、まさかわざと……」

　身体を起こしながら私は何と言ったのかを聞き返した。

「何でもない。闇の左手に恩情を与えたのを、今少し後悔しただけだよ」

　この傷のせいでキースがまた窮きゆう地ちに立たされるのではないかと、私は内心ヒヤヒヤしながら、乱れた服を直しているレスター王を見た。そしてその時、ある疑問が湧いた。

　キースの本名は何というのだろう？

　だがそれを尋ねると、思わぬ答えが返ってきた。

「闇の手足は名を持たない。任務の障さわりになるからね」

　名前がない？

　言葉を失っていると、意味深な助言がされた。

「……子どもの頃の名を教えてもらえたら、彼が君に心を許した証しよう拠こだよ。無論、私は既すでに知っているけれど」

　そう言い終えると、レスター王は不意に自分の右手首に視線を落とした。

　彼の腕には、留め金が外れて、留め金を繫つなぐ細い鎖くさりだけで辛かろうじて落下を免まぬがれている、金の腕うで輪わがぶら下がっていた。

　まるでレースの如ごとく細かく黄金が編まれた腕輪の中央には、透明な石がはめられていた。

　多分私の身体を反転させた時に外れてしまったのだろう。

　手首を膝に当て、腕輪を固定してはめ直そうと留め金をいじるレスター王。

　だがなかなかどうして、留め金は彼の指先から逃げ回り、苦労している様子だ。

　苛いら立だちの溜ため息いきをつきながら、彼は僅かに姿勢を変える。

　私はそれを見ながら、ああそうか、と気づいた。恐らくレスター王は自分で腕輪を留めたことなんてないのだろう。

　メリディアン王女と同じく、身の回りのことは長らく人にさせているのに違いない。

　──何だか、懸けん命めいにつけ直そうとしている姿が、いじらしくて可愛い……。

　私は半笑いで手を差し伸べた。

「留めて差し上げましょうか？　陛下」

　やや不本意そうに眉まゆ根ねを寄せながらも、レスター王は右手を差し出した。

　留め金を指でつまみ上げ、ものの数秒で留めてあげる。

「上手だね。ありがとう」

　微かに口角を上げると、レスター王は寝台から滑り下りた。

「用事は済んだ。もう行くよ。お休み」




　翌日、少しでもメリディアン王女に喜んで欲しい──そんな考えから、どこか行きたい所はないかと尋ねてみると、私の期待に反して彼女は怪け訝げんな顔をした。

　メリディアン王女は私がレスター王から借りた本を、さも胡う散さん臭くさそうに見ていた。

「ねえ、聞きたかったのだけれど、レスター王はセーラを姉として見ていないのではなくて？」

　唐とう突とつな追つい及きゆうにギクリとした。いくらか後ろめたい気分になりながら私は答えた。

「そ、そうですかね？　でも、王様ですから……どう思われても何とも……」

「否定しないのね。だいたいそんな本、一体いつ貰ったの？　わたくしが知らない間に」

「貰ったんじゃなく、借りているんです」

「そんなのはどちらでも結構よ！」

　結構じゃない。

　借りるのと貰うのとでは天と地ほども違う。その違いは強調したい。

　そもそも、レスター王が私の寝しん室しつに来たなんて、口が裂さけても言えない。私は苦くるし紛まぎれに思いついた噓を話した。

「レスター王が、塞ふさぎ込こみがちなメリディアン様を元気づけようとご提案されたのですよ」

　口からでまかせであったが、意外にもメリディアン王女はトゲトゲしい雰囲気を少し和やわらげた。まあ、確かに全くの噓とも限らない。レスター王も王女と出かけるよう言ってくれていた。

　メリディアン王女は本を私から受け取ると、眺め始めた。

　顔を寄せ合い、本を覗き込んでどこに行こうか話し合うのは楽しかった。

　私は友達との旅行計画をたてるのに似た高こう揚よう感を味わった。

　ああでもない、こうでもない、と行き先を二転三転させた挙句、ようやく「お菓か子しの街」との異名を持つ、カラフルな建物がひしめく小さな街に案内してもらおう、と決めた。
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　私とメリディアン王女がガルシア王国に来てから、早くも半月余りが経たっていた。

　王女だけでもイリリアに早く帰してあげたかったが、迎むかえにこさせるか送っていくかで国家間に意地の張り合いがあるらしい。

　短く刈かられた芝しばを切り裂くように長方形の池が水をたたえ、幾筋もの噴ふん水すいとなり、軽かろやかな水音を立てる。

　ゆっくりと池の脇わきを歩きながら、メリディアン王女が口を開いた。

「ガルシア王城の庭園も綺麗ね。この国の様式というのは、一見簡素なのによく見ると細部まで手がこんでいるわ」

　確かに、壁かべ紙がみかと思いきや壁一面に細かな彫ちよう刻こくがされていたり、天井や梁はり、柱には悉ことごとく細密な彫刻がされているのだった。

　噴水の周りを取り囲むように配置されている花か壇だんも、置き石に隙間なく唐から草くさ模様が彫ほられた熟練の技わざが光る代しろ物ものだった。

　私たちはガルシアに来て以来、庭園の散策をしたり縫ぬい物ものをしたりして日々を過ごしていた。

　長年敵対はしていても、実際はイリリアに興味を持っている女官も多く、一部の女官たちとは大分打ち解けることができた。

　睫毛女官がその中にいなかったのは言うまでもない。

　またそんな女官たちからはレスター王の話をよく聞いた。

　彼女たちが王の話題を持ち出す時、たいてい彼女たちはとても嬉しそうで、私も温かい気持ちになった。

　最初はレスター王に良い感情を抱いていなかったらしいメリディアン王女も、女官たちの話を繰くり返かえし聞くうちに、あまり非難がましいことを口にしなくなっていった。

　むしろ、レスター王は食事の最中さえ書類や資料に目を通すのに忙しく、始終働く仕事の虫なのだと聞かされて、尊敬の念に近いものを持ち始めたようだった。

　在りし日の自分の姿と比べていたのかもしれない。

　二人ともガルシア特有の暗い色の衣服を纏うようになり、気づけばこの国の生活にも慣れてきていた。

　そんなことを思い返しているうちに鈍にび色いろの雲が重たく覆おおってきて、雨でも降り出しそうな空に急せかされ、私たちは早目に散策を切り上げることにした。

　引き返そうと庭園を横切り始めると、その先に王城の棟むねと棟を繫ぐテラスを数人の文官たちと歩いているレスター王を発見した。

　時を同じくして彼もこちらに気づき、一人でテラスを下り近づいてきた。

「庭園を散歩されていたのですか。いよいよ明日は旅行ですね。晴れるとよいのですが」

　お菓子の街へ出かけるのは明日だった。

　メリディアン王女は和なごやかにお辞じ儀ぎをしながら答えた。

「はい。陛下のお心こころ遣づかい、感謝致いたしますわ。とても楽しみにしております」

「少しでもメリディアン様のお気持ちを慰なぐさめられたら幸いです」

　メリディアン王女は目を大きく開けて、本当に嬉しそうに微笑んだ。

　重い空に視線を走らせ、優雅な笑みを浮かべて軽く会え釈しやくをしてから、レスター王は元いたテラスへ戻って行った。

　メリディアン王女はどこか放心したように、離れていくその後ろ姿を眺めていた。

「メリディアン様？」

「ねえ、レスター王は神こう々ごうしいくらい美しいわね。わたくし、あんなに綺麗な男性は初めてよ。見ているだけで何ていうか……」

　メリディアン王女は感かん慨がい深ぶかそうに小さく息を吐はき、胸元に手を当てていた。

　──まさか？

　何となくそれはメリディアン王女が政治学の先生を見つめる表情に似ていた。とりあえず確かめるように聞いてみた。

「そうですかね？　フィリップ殿でん下かや政治学の先生も同じくらい……」

「全然違うわ！　こんなに胸が高鳴らないもの」

　胸が高鳴っちゃうのか。

　いつまでもレスター王のいる方向を眺めているメリディアン王女を見ながら、はたと気づいた。

　これは……、もしや恋こいの始まりなのでは……？

　私の複雑な心境をよそに、メリディアン王女はまだレスター王の姿を目で追っていた。

「メリディアン様。中に入りましょう。雨が降りそうです。ね？」

　メリディアン王女は私と寄より添そうように歩き出した。

　明日の話をするメリディアン王女のお喋りに適当な相あい槌づちを打ちながら、私の頭は別のことでいっぱいだった。

　メリディアン王女とレスター王──どちらも私が大好きな人だ。

　二人とも幸せになって欲しい。けれど、二人は敵対する国の王と王女なのだ。それを考えると複雑だ。

　……いや、そうではない。私が素す直なおに喜べない、この妙な気持ちの正体は、幼よう稚ちな嫉しつ妬とに近いような気がする。親しい人間をどちらも奪われてしまうのではないか、という。

　そう分かると、落ち着かなかった。

　そもそもレスター王が私に向ける気持ちに応えることはできないのも事実だった。

　それなのに、彼が誰か別の女性と幸せになるのは応おう援えんできない……。

　私はなんてさもしい人間なんだろう。
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　出発の朝はとても早く目が覚めた。

　準備したメリディアン王女の荷物が手て抜ぬかりなく王城から運び出され、馬車に詰め込まれるのをこの目で確認する。

　私たちを見送りに来た懇こん意いの女官たちが、王城正面脇にある馬車留めに集まる。

「楽しんでいらして下さいね！」

　笑顔の彼女たちに手を振り、私とメリディアン王女は馬車に乗り込んだ。

　縦に連なる馬車と、護衛のガルシアの騎士たちが今しも目的地へ向けて動きだそうとしたその時。

　シアが駆け寄ってきて、素早く馬車の窓を数回ノックした。

「残念ですが今日の旅行は中止です。お二人とも、馬車から降りて王城内にお戻りを」

「どういうことですか？」

　シアの強こわ張ばった表情と声こわ色いろから、何か只ただ事ごとならぬ事態が起きたのでは、と焦あせらされる。

　彼はその黒い瞳を私に向けたまま答えた。

「イリリア王国軍の一部が、デメル地方に再び集結しているのだよ」

「どうして……。だって今、講和会議の途と中ちゆうなんですよね？」

「真意は不明だ。それが明らかになるまで、我らの手の内でつつがなく過ごしてもらおう」




　私たちは王宮内の一室に戻された。

　温かい茶を運んできてくれた女官が退出すると、メリディアン王女は小さな声で言った。

「ねえ、お兄様たちはまさかまたガルシアに戦いを仕掛ける、なんてことはないわよね？」

「分かりません。デメルでの話し合いは順調にいっていると聞いていたのですが……」

「女官の噂話はアテにならないわ。けれど、急に旅行が中止になったのを考えれば、進軍は不意打ちだったのでしょうね」

　茶をすすっていると、失礼します、とのかけ声と共に扉が開いた。

　現れたのは睫毛女官のキアだった。

　日ひ頃ごろから非友好的な彼女の目つきは、今日更にその非友好度が進化しており、最早親の仇かたきでも睨むような顔になっていた。

　目が大きいから尚なお更さら分かりやすい。

　──あの長過ぎる睫毛は自分で邪魔じゃないんだろうか。

「陛下がお呼びですわ。広間までいらして下さい」

　ツン、と細い顎を反そらしながら踵きびすを返かえすと、キアは私たちが茶器をテーブルに置くのも待たずに歩き始めた。

　慌てて私がついて行こうとすると、メリディアン王女に制止された。

「急いでやる必要などないわ。わたくしたちを案内するのはあの小リス女官の仕事よ。それがきちんとできないのであれば、女官として失格なだけ。小リスの無能さをわたくしたちが補ってやることはないわ」

　悠ゆう然ぜんと茶を飲み干すと、メリディアン王女はノンビリと扉へ向かった。

　やはり私みたいな小市民とは心構えが違うのだな、と感かん嘆たんする。

「小リスって、可愛らしい愛あい称しようをおつけになりましたね」

「あら、リスってお馬鹿なのよ。知らなかった？」

　苦笑しながら部屋を出ると、廊ろう下かの先でキアが怖い顔をして私たちを待っていた。

　少しも急ぐことなく、姿勢良くメリディアン王女が歩く。

　するとキアは痺れをきらしたようだった。

「陛下はご多た忙ぼうな方です。お待たせしては……」

「貴方にはわたくしたちが余よ程ほど暇ひまに見えるのかしら？」

　流石にキアはグッと押し黙ってしまった。私は心の中で、まあ確かに暇なんだけど、と突っ込むのを忘れなかった。

　広間にはシアとガルシアの軍服を着た白髪しらが頭の男性、それに裾まである長なが衣ぎぬを纏う中年の男性が並んでいた。奥の床ゆかが一段高くなった上には毛皮が敷かれた大きな椅い子すがあり、腕を組んだレスター王が深く腰かけている。

　天井は八角形のドームが無数に組み合わさっており、やはり細密な彫刻がされていた。

　窓から暖かな強い陽光が射し込んでいる一方で、その場の空気は石のように重い。

「せっかく楽しみにしておられたのに、すみません。まずはお詫びしましょう」

　レスター王が抑よく揚ようを欠く声で口火を切った。キアが聞いたら、陛下が謝あやまる筋合いのものではない、とキレそうだ。

　続けてシアが口を開いた。

「デメル地方に王都からイリリア兵が進軍してきているらしいのです。それほど大きな規模ではありませんが、かといって看過はできません。兵たちを率いているのは、レイモンド王子とか。彼はどんな男です？」

　あのレイモンド王子が!?

　驚愕の情報に、私とメリディアン王女は息を吞んでから互いの顔を見た。

「陛下もご存知かとは思いますが、私や兄フィリップとは母が異なる第二王子です。剣けんも弓も苦手な、絵に描いたような運動音おん痴ちですわ。加えて母親の実家は失しつ脚きやくして、更に婚こん約やく者しやにも死なれ、今では誰からも見向きもされない立場にあります。あの兄に戦いくさなど、逆立ちしても絶対にできませんわ」

　随ずい分ぶんな言いように一同は啞あ然ぜんとしている。レスター王は腕を組み直して言った。

「それを判断するのは我々です。ですが、闇の左手と全く同じことを仰おつしやる」

　それまで口を噤つぐんでいた白髪頭の男性が、厳格な口調で私たちに話しかけてきた。

「イリリアには使者を寄越して説明するよう、催さい促そくしてあります。事情が分かるまでは、王城から一歩もお出にならないで下さい」
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　キースは地下牢から放たれ、王城の最さい奥おうにある丸い石造りの塔に幽ゆう閉へいされていた。

　灰色がかった白い塔は、小さな窓が僅かにあるだけで高く聳そびえ、ややもすれば冷たい印象を与えた。

　だが幽閉といっても、その塔は元来貴人用の監かん獄ごくに使われている場所で、調度品の類は不足なくしつらえてあり、外観が与える印象とはかなりの差があった。

　キースが入れられているのは二間続きの部屋で、なかなか豪ごう勢せいな家具が揃そろっていた。

　見張り番の兵に頼んで鍵かぎを開けてもらい、私が訪ねると彼は紫むらさき色いろの厚手の絨毯の上に仰向けになり、腹筋運動をしていた。

　上半身は何も身につけておらず、床につけた足は僅かも浮くことがなく、見事な速さで彼は起き上がったり、戻ったりを繰り返していた。

「キースさん、傷はもう大丈夫なんですか？」

「見ての通りだ」

「……腹筋、凄いですねえ」

「外に出られない分、こうでもしなきゃ、身体がなまるからな」

「レイモンド王子の件、聞きましたよね？」

　ようやくキースは動きを止めて、私を見た。立ち上がると木の机に置かれている布を手に取り、汗あせが流れる顔や上半身を拭ふく。僅かに汗の臭においがする。

　椅子の背にかけてあった白いシャツを取ると、キースは乱雑にそれを羽織った。
















　暑いのかボタンは留めず、そのまま椅子に腰かける。

　向かいに置いている椅子を指して私に勧すすめてくれた。

「聞いたよ。シアにもしつこく聞かれたしな」

「メリディアン様は、レイモンド王子には戦なんてできないだろう、と仰るんです。キースさんはレイモンド王子の目的は何だと思いますか？」

「あんた、なんでそんなこと俺に聞くんだ？」

「だって、キースさんは何でも知ってるじゃないですか。キースさんに不可能なことはないんじゃないかってくらい」

　私が力いっぱい主張すると、彼は呆れた眼まな差ざしを寄越した。

「あんた、俺を何だと……」

「闇の左手で首席で頭も腕も良くて、モテるんですよね？　無敵の男性です」

「無敵の筈はずがこんな所で捕つかまっていてすまないな」

　せっかく褒ほめたつもりなのに、嫌いや味みを返されてしまった。

　男性の心を摑むには、持ち上げるのが一番だと耳にしたことがあるが、なかなか実じつ践せんは難しいようだ。

　でもここでへこたれてはいけない。何しろ相手はレスター王の闇の左手で、イライアスの補佐官なのだから。

「なあ、あんた、俺が怖くないのか？」

「怖いって何がです？　こんな所に捕まっているのですから、何も怖くありません」

「不気味だとか、もしくは俺のことが嫌いじゃないのか？」

「不気味？　変な人だとは思いますよ。変過ぎて嫌う気持ちも霞かすむというか……」

　キースの人となりについて私が思案に暮れていると、彼は机の上に頰ほお杖づえをついた。

　私の表情を覗き込むように鋭い焦こげ茶ちやの目で見つめてくる。

「あんた、無防備だって言われたことないか？」

「ほら！　キースさんは何でも知ってるじゃないですか」

「言われたんだな。さしずめ陛下に言われたか」

「何でそれを……じゃなくて、いいですか、き、キースさん。質問しているのは私ですよ」

「その台詞はシアの真ま似ねか？　あの男の口くち癖ぐせじゃないか」

　もう、キースには完敗するしかなかった。何でもばれてしまうようだ。恥はずかしいので本題に戻ることにした。

「とにかく、キースさんの考えを知りたいんです」

「……意義を見み出いだすとするなら、二つ可能性があるな。一つは、単純にガルシアに交こう渉しよう上の揺さぶりをかけるために、かき集めた兵をデメルまで進めた。実力は不要だから、万一危険があってもかまわない王子を頭かしらにしたわけだ。二つ目。フィリップの具合が相当悪い場合だ。万一に備えて、補欠王子のレイモンドに実績を作らせるために、進軍させた。この場合は面めん倒どうなことになるな。講和会議が頓とん挫ざするだろう」

　よくもそこまで洞察できるものだ。改めてキースに脱だつ帽ぼうした。

　しかし後者の可能性は是非とも避さけて欲しい。

　キースに私とメリディアン王女の近きん況きようを話していると、若い兵が昼食を運んできた。

　白い皿には縦長のパンや野菜がたくさん入ったスープ、太い肉の腸ちよう詰づめと豆の付け合わせ、それに柑かん橘きつ系の果物の盛り合わせがのっていた。

　随分な量と内容ではないか。デザートまでつくなんて、申し分ない。

　そう思ってキースを見ていると、彼はその眼差しを兵士の腰にささる剣に向けていた。──思わずビビッて椅子から腰を上げてしまいそうになるほどの、物ぶつ騒そうな目つきで。

　まだいるのか、と言いたげな表情で私を一いち瞥べつしてから兵士が去って行くと、キースは閉められた鉄の扉をジッと見ていた。

「キースさん、あのう、もしかしてキースさんにとって、あの若い兵から剣を奪だつ取しゆしてぶちのめして、ここから脱だつ走そうするなんてことは、朝飯前ですかね？」

　キースはまだ剣けん吞のんな焦げ茶の瞳を扉に向けたまま答えた。

「ああ。そう思ってくれて構わない」

　キースは鋭い目をようやく私に戻し、薄うつすらと口の端を上げた。

「だがそれを実行しようとは思わない。逃げ回るのはもう疲れたからな。それに、あんたにせっかく助けてもらったこの機会は大切にしないといけないだろう？」

　キースがそんな風に思ってくれるなんて、意外だ。

　人間関係の進歩は諦あきらめてはいけなかったらしい。

　私は目を瞬いて正面に座るキースを見た。

　感激で胸がいっぱいの私をよそに、彼はテーブルに置かれていた料理に手を伸ばす。

「悪いが先に食べるぞ」

　素す晴ばらしい速度で食べ進めていくキースを見つめていると、彼はふと手を止めた。

「食うか？」

　私は力いっぱい首を横に振った。

　見られていると食べづらいだろうから、そろそろお暇いとました方がよさそうだ。

　私はよいしょ、とババくさく呟きながら立ち上がった。

「キースさん。そろそろ失礼しますね。また、来ます」

「そんなにしょっちゅう俺に会いに来て大丈夫なのか？」

「はい。だってキースさん、ここにずっと一人でいて、退たい屈くつじゃないですか？」

　キースは一瞬なぜか軽い衝しよう撃げきを受けたような反応を見せた。

　だがそれはすぐさまかき消え、いつもの鋭く無愛想な雰囲気を纏い直した。

「……好きにしてくれ」

　冷静に考えれば歓かん迎げいも肯定もされたわけではないが、彼にしては非常に好意的な返答に思えた。

　私はニヤつく顔を止められずに、満面の笑みで別れの挨拶をした。

　キースは食事の手を止めて、私が鉄の扉を越えるまで、ただジッと見ていた。




　翌日、陽がよく当たる窓辺でメリディアン王女と遊ゆう戯ぎ板ばんを出して遊んでいると、王女のそばに女官がやって来た。

　レスター王が呼んでいるのだという。

　何やら緊張した面おも持もちの女官を不審に思いながら立ち上がると、女官が言いにくそうに口を開いた。

「私がメリディアン様をご案内致します。セーラ様はこちらでお待ちいただくようにとのことです」

　そう言われたら仕方ない。

　珍めずらしいなと思いながら、私はメリディアン王女が女官と出て行くのを一人見送った。

　しばらく窓辺に座り、遊戯板に並べられた、クリーム色の石を彫った駒こまをいじった。

　この後メリディアン王女がどの駒を、どう動かすか、そしてその後私はどうすれば勝てるか。状況別に入念に勝利法を研究する。

　メリディアン王女はなかなか帰ってこなかった。

　少し様子を見に行ってみようか……。

　私とメリディアン王女は王城の建物群の真ん中辺りに居住していたが、公務に使われる区画は、手前に位置する建物群に割り当てられていた。今レスター王がいるのも、その辺りだろう。

　部屋を出て別の棟へと移動すると、どことなくいつもより静かで、空気が違った。

　これはどうしたことか。

　廊下を曲がったところに女官がいるのか、彼女たちの話し声が高い天井に反はん響きようしていた。

「見た？　使者様、凄く素敵な方だったわよ」

「一挙手一投足が絵になってたわね」

「イリリア人があんなにかっこいいなんて知らなかったわ。悔くやしいけど、どきどきしちゃった」

　ぎくりと動揺が走り、足を止めようとした矢先、女官たちは私の登場に気づいたらしく、急に口を噤つぐんで、バタバタと離れていってしまった。

　待って、と声をかけても、まるで鬼おにごっこの鬼から逃げるみたいに脇わき目めも振らずに逃げていった。

　目を丸くしながらも、考えた。

　イリリアの使者が、王城に来ているのだろうか……？

　王城の表の区画を、私のような居い候そうろうが堂々と歩くのは憚はばかられる。

　やきもきしながら行けるギリギリの廊下で、メリディアン王女を待まち伏ぶせした。

　行ったり来たりを繰り返して時間を潰つぶしていると、メリディアン王女は先ほど彼女を案内してくれた女官と共に戻って来た。待ちきれずに駆け寄りながら話しかける。

「イリリアから使者が来ているって本当ですか？」

「……ええ。そうよ。それで呼ばれたの」

　メリディアン王女は歩きながら話し出した。

「イリリアとガルシアの講和条約に粗あら方かたの同意ができて、国境警備隊は西方に撤てつ退たいしたそうよ」

「ですが、デメルにレイモンドが……、レイモンド殿下が率いる兵達が進んできているというのは？」

「わたくしを迎えに来る準備なのですって。今日来た使者は、迎えの一行の具体的な日程や通る道について話し合いに来たのだそうよ。レイモンドお兄様の率いる軍勢は、イリリアが警備隊を含ふくめて一いつ切さいの軍備を東方から撤退させたから、王都から連れてきたそうよ。レイモンドお兄様はお父様からの書簡をお持ちで、わたくしを迎えに来たら会談をするらしいわ」

「レイモンド殿下が、メリディアン様をお迎えに来るのですか？」

「嬉し過ぎて帰りたくなくなるわね。まあ、どうせ誰も行きたがらなくて、押しつけられたのでしょう。不ふ名めい誉よな仕事だものね」

　そうなのか。迎えだとすればよかった。

　また両国が剣を向け合う事態にならないのなら、安心だ。

　メリディアン王女はレイモンド王子が自分を迎えに来ただけだと信じているようだったが、私はやはり、キースの見解が正しい気がした。和平交渉の最後の詰めを少しでも有利にするために、レイモンド王子が使われたのではないだろうか。勝ちはしたが疲ひ弊へいもしたガルシア側とは異なり、イリリアは、まだ余力があるのだと示して脅おどす意図があったのだろう。

　ここへ来て私はレイモンド王子に流石に同情を禁じ得なかった。しかし私がそう言うと、メリディアン王女は鼻をフン、と鳴らした。

「王宮がいづらいのなら、庶しよ子しの第一王子がそうしたように、街に出て商売でも始めて自分の力で生きればいいのよ。資金には恵めぐまれているのだから」

　メリディアン王女は部屋に入り、扉を閉めると急に静かになった。何やら物言いたげな瞳で私をじっと見てくる。

　どうかしたのか、と声をかけると、彼女は再び口を開いた。

「ねえセーラ。レスター王に口止めされたのだけれど、……今イリリアから来ている使者は、イライアスなの」

　イライアスが──今この王城に!?

「用件は済んだから、ガルシアには滞たい在ざいせずにもう帰るらしいわよ」

　私は弾かれたように動いた。

　驚いたメリディアン王女が私の名を呼ぶのを無視し、廊下に飛び出ると、王城の正面玄げん関かんを目指して全速力で駆けた。

　頭の中を、キースから地下牢で聞かされた話が目まぐるしく回る。若い女性を騙だましたイライアスの姿。ディディエを討うつ姿。そして、ドーンで私の髪かみに触れた姿。

　何が本当なのか、噓なのか。

　走りながら私は考えた。

　──全部、本当の彼なのだ。

　白く長い廊下と渡り廊を過ぎ、王城の中で一ひと際きわ大きい建物に駆け込んだ。

　だが棟の入口にいた兵に止められ、そこから先は行けない。

　日頃ある程度自由にさせてもらってはいたが、やはり私たちは王城の正面には出られないらしい。

　一旦引き返してから、私は近くの棟の階段を上り、最上階である三階まで行った。

　そこからバルコニーに出て、王城の正面入口の方向を必死に見た。

　隣となりの建物の外がい壁へきに邪魔をされて視界が悪かったが、前庭に立つ木々の切れ間に、見覚えあるイリリアの青い軍服を着た男たちの姿が目に入った。バルコニーの白く冷たい手すりに身を乗り出すようにして、更によく見ようとする。

　青い軍服の兵たちが動き出した直後、波打つ金色の髪を一つに束ねた長身の男性の後ろ姿が見えた。

　彼だ──イライアスだ！

　久しぶりにその姿を目にして、一気に興奮が呼び起こされた。

　彼だ。何も変わっていない……。

　顔を、イライアスの顔をもっとよく見たい。ああ、もう、木の葉が本当に邪魔だ。

　イライアスは近くにいるイリリア兵と、何事か話している。──ああ、でももう今すぐにでも馬に乗ってしまいそうな気配だ。そうして、またイリリアに帰国してしまう。

　私を置いて……。そう考えると黙っていられなかった。

　私は大きな声で彼の名を叫さけんだ。

　こっちを見て！　私に気づいて！

　だが距離が遠過ぎるのか、もしくは風と木々の音に遮られているのか、イライアスはこちらを振り返ることもなく、鐙あぶみに足をかけ、焦げ茶色の艶つややかな馬の背の上に跨がった。どうして気づいてくれないの、なぜ私に会わずに帰ってしまうの！

「待って、ダメ！　イライアスさん！」

　もういっそ、バルコニーから飛び下りてしまおうか？

　両手を手すりに乗せ、弾はずみをつけて体重を乗せ、片足を上げて手すりによじ登る。

　冷静に考えれば大変危険な真似をしていたのだが、この時私は全く危険を感じていなかった。なぜか大丈夫だ、何とかなるだろうという、根こん拠きよのない自信を勝手に抱いだいていた。

　唐突にお腹なかに何者かの腕が回され、私は手すりから引ひき摺ずり下ろされて羽は交がい締じめにされた。

「セーラ、馬鹿なことを……」

　耳元で聞こえたのはレスター王の冷静沈ちん着ちやくな声だった。

　いつの間にここに……？　驚きながらも私は顔の向きを変えて、私を見下ろす淡い青を見返した。

「放して！　イライアスさんも私がどうしているのかくらい、知りたがっている筈……」

「セーラに会いたいかと尋ねたら、イライアスはそれを断ったんだよ」

「えっ……？」

「君の様子を聞いてきさえしなかった」

　ピシャリと冷水を浴びせられた思いがした。

　本当に？　私のことなんてもう全く気にならないというの？

　レスター王はそのまま私を背後から抱き締しめ直すようにして、囁いた。

「君はイライアスを愛してなどいない」

「アル……」

「間ま違ちがえるな。イライアスを愛してなどいない。君は、愛があると信じたがっているだけだ」

　レスター王はもう一度私に耳打ちした。君はイライアスを愛してなどいない、と。

　その声は私の耳から頭の奥深くへ入り、やがて毒のように身体中を巡めぐり、ゆっくりと染しみ込こんでいった。




「そうか」

　そうか、って何だろうな、そのつれない感想は。

　私はあまりにも想像通りなキースの反応に、落らく胆たんと若じやつ干かんの苛立ちを隠せなかった。経過を知りたがっているだろうと思ってわざわざ報告に来たのに。

「そんなに睨むな」

「別に睨んでません。元々目つきが悪いんです」

「明らかに睨んでるじゃないか。……よかったな、と言えば満足か？　講和会議が成功に終わりそうで」

　違う。

　いや、レイモンド王子がもう一戦構えるつもりでデメルまで来ているんじゃないのが分かったのは、それ自体は喜ばしい。だけど、……。

「イライアスさんが使者に選ばれるのは、普ふ通つうなんですか……？」

　キースは私からすうっと目を逸らし、机の上についていた頰杖をつき直した。

「基本的に使者というのは、状況に応じて交渉ができる必要がある。加えてある程度の裁量も要求される。相応の地位がないとつとまらない。一方で、立場ある人間を長年の敵対国に乗り込ませるというのは、かなりの危険もあり得る。知っているか？　過去イリリアは、ガルシアからの使者を帰さなかったこともある。……まあ、表向きはどうあれ、今回の人選は一種の報復人事だろうな」

　私は机の上で流線を描く木目に視線を落とした。それはつまり、イライアスは私が逃げた責任を取らされたという意味だろうか。

「そう気に病やむな。警護をしていたフィリップ王子が怪け我がを負ったことの責任を問われたんじゃないか」

　優しいんですね、と力なく言うのが精せいいっぱいだった。キースは、なんだ今頃気づいたのか、と粗あらく笑った。

　なんだかモヤモヤとしたものが胸の中にわだかまっていた。

　この正体は何だろう？

　──私がキースに聞いて欲しかったことは、多分、もう一つあった。それは、イライアスが私をまるで気にかけてくれなかった事実だった。

　私が口を噤んでいると、キースはただ黙って私を焦げ茶色の鋭い目つきで見ているだけなので、恥はじをしのんで言ってみることにした。

「イライアスさんが、私を──。あの、分からないんです。イライアスさんは私をどう思っていたんでしょうか？」

　一念発起して聞いてみた。とてつもなく恥ずかしい質問を、あり得ない相手に。

　私の一大決心にもかかわらず、キースは驚いて一瞬目を見開いた直後、呆れたような、ウンザリしたような溜め息をついて宙を睨んだ。

「あんた、俺はあんたの女友達じゃないぞ」

「そんなこと分かってます！　でも、……」

「イライアス様はあんたを大事にしていた。ここ最近は多分あんたのことしか考えていなかったよ。だけど、他人の女になったあんたに、会いたいとは思わないだろう。以上だ」

　他人の女だなんて、勝手な思い込みだ。

　ここでふと私は疑念を抱いた。まさか、……本当にそんな風に、イライアスに思われているんだろうか？

　彼は私がこの王城にいることを、どう考えているのだろう？

　確かに私はイライアスとの別れ際に、アルが好きだ、などと腹いせに近い形で言い放ちはしたけれど。

　ああ、なぜ、今いま更さらイライアスにどう思われているのかが、こんなにも気になって仕方がないのだ。

「私はまさかこのままガルシアにいなければならないなんて、ないですよね？」

　窓を叩く風の音だけが辺りを支配した。まるで二人で風の音を鑑かん賞しようしているみたいだ。

　まだ立場上はイライアスの妻だけれど、捨てられた以上、彼の所に戻れるとは思わない。

　レイモンド王子がメリディアン王女を迎えに来てくれても、その馬車に私を乗せてくれたりはしないだろう。ガルシアの誰かに国境まで送ってもらうしかない。

「なあ、聞いてもいいか？　あんたはまだ陛下に抱かれていないのか？」

　大真面目な顔でとんでもない質問をされ、頭に瞬しゆん時じに血がのぼるのが分かった。

「そ、そんな関係にはなっていません！」

「そうなのか？　それはよかった。だが果たしてイライアス様はそう思っているかな。隣の国の王の子を宿しているかもしれない女は、妻だとしても引き取らないだろうな」

　今度は全身の血が引いていく。

　そんな恐ろしい誤解をイライアスが？　いやそれ以上に、レイモンド王子たちもそんな風に考えているのだとしたら、それこそ私の危あやうい立場はどうなるのだ。

「俺を見ろ」

　思い悩んでいると不意にキッパリとした低い声こわ音ねでキースに命じられ、反射のように彼を見た。鋭い焦げ茶の視線が私を射い抜ぬく。

「そもそも、人質計画があったことを闇に葬ほうむるために、あんたは帰国したとたん口止めに殺されるかもしれないぞ。俺が、あんたをここから逃がして、ヨーデル村に連れて帰ってやろうか？」

「何を……言うんですか。私はキースさんを悪の道に引きずり込みたくありません」

「悪の道って、あんた今更……」

「逃とう亡ぼう劇はもうたくさんです」

　キースは両腕を机の上にのせ、身を乗り出す形で私を更にしっかりと見み据すえた。

「物事の選せん択たくに正誤などないぞ。後で自分が満足できるかどうか、しかない。幸福かどうかなど己おのれの気の持ちようなのだから。あんたは、正しくあることに囚とらわれ過ぎていないか？　あんたはどうしたいんだ」

　それはとてもキースらしい言い分だと感じた。価値観は人それぞれだが、私にはすぐに受け入れ難かった。

　私はどうしたいのだろう？　膝の上でギュッと拳こぶしを閉じて、考えた。

　問い直せば案外、答えは明快ですぐそこにあった。

　ヨーデル村の母さんのもとへ、父さんを連れて帰りたい。けれど今一番やりたいのは……。

「帰って、フィリップ王子とイライアスさんに文句を言ってやりたいです」

　キースは腹を抱かかえて爆ばく笑しようした。

　そうだ。私はあまりに文句を言わな過ぎたと思う。

　私が今まで何も感じなかったとは思わないで欲しかった。フィリップ王子は怪我を負ったが、それは私の問題ではない。

　キースがあまりに愉ゆ快かいそうに笑うので、釘くぎを刺さすのを忘れなかった。

「でもキースさん、貴方に手を借りようなんて考えてはいませんからね」




　面会が終わり、石造りの塔の螺ら旋せん状の階段を下りきると、階段の一番下に人がいた。

　牢ろう番ばんかと思いきや、下りてきた私に気づいて顔を上げたのはレスター王だった。

　手すりに寄りかかっていた身体を起こすレスター王を見ながら考えた。

　なぜここに？

　ここは王城の最奥に位置する。たまたま通りかかるわけはない。

　私はレスター王の付つき添そいの人間が周囲にいないか目で探しながら尋ねた。

「こんな所でお会いするなんてびっくりです」

「闇の左手に用事があったんだけれど。セーラが来ていると聞いたから、待っていたんだ」

「キースに会いに来たの？」

　レスター王がキースに接触するのは見たことがなく、非常に珍しく思える。

　だがレスター王は私が大仰に驚くと苦笑した。

「本来は私の闇の左手だからね。……でもセーラ、今は少し君と話がしたいんだ」

　塔から外に出て行こうとしていた私は、はたと歩みを止めた。

　私に──？

　レスター王は私の背に手を回すと、先導した。

「こっちだ」

　レスター王は塔から出て行くための重たい緑色の扉を牢番に開けさせると、小こ雨さめが降り出している外へ踏ふみ出た。

　塔の裏には木々が生おい茂しげっており、私たちは雨を避けて手近な木の下に入った。サラサラと弱く降る雨が、木の葉を叩いて優しい音を立てていた。

「セーラは、イリリアに戻ったらどうするの？」

「父さんを、王宮からヨーデル村に連れ帰るよ」

「その後は？　まさかイライアスのもとに戻るつもりじゃないよね？」

　私は力なく首を横に振った。

　私とレスター王が吐く息は、白くなっては空気に吸すい込こまれるように消えていった。この国特有の冷たい空気から身を庇かばおうとして、私は両腕で自分の身体を抱いた。

「元々宮廷騎士団長の妻なんて、私にはつとまらないし」

「彼はもう宮廷騎士団長ではないよ」

「えっ？」

「さっき聞いた。イリリア国王は君を軍の盾たてにしようとしていたことが公おおやけになるのを恐れていたんだ。それを不名誉だと感じる気き概がいはまだあったらしいね。でも、メリディアン王女が一時行方ゆくえ不明になり、ガルシアにいると分かった時に、君のことがイリリア国内に広く知られてしまった」

　私のことが世間に知られた？

　それはゾッとする情報だった。

「民衆は君に大変同情的で、むしろ君を利用しようとした軍に怒りの矛ほこ先さきを向けているらしい。誰かに身を切らせる必要があったんだ。結果、イライアスは騎士団長を解任されて、一騎士に大降格された。領地も幾つか没ぼつ収しゆうされたらしいね。相変わらず涼しい顔をしていたけれど……まあ、人質計画が公になったことで君の身の安全は保証されたんじゃないかな」

　呼吸をするのが苦しいくらい、胸が痛い。

　拳を握にぎり締しめ、手の平に爪つめを食い込ませて、ぶつけどころのない怒りを堪こらえた。

　どうして私はイライアスからこうも多くのものを奪ってしまったのか……！

　どれほど彼が宮廷騎士団を愛し、その長である立場に誇りを感じていたか。

　どれほど彼がショアフィールドの栄えい誉よを重んじていたか。私にその家名の綴つづりと由来をこと細かに教えてくれたのは彼自身だった。

　それを、私という存在が滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのだ。

　彼に、嫌きらわれてしまう……。憎にくまれてしまう。

　もうそれは、恐きよう怖ふ以上のものだった。

　キースを助けられて少しの間満足していた自分が、とても愚おろかに思える。雨に打たれて頭を冷やして、そのまま雫しずくと一緒に何処いずこへなりと流れて消えてしまいたい。

　私はイライアスをこんなにも不幸にしている。自分が──自分が好きでたまらない男性を──。

　なぜ、こんな時にはっきりと分かってしまったのだろう。イライアスという存在は私の心の奥深くに入り込み、離はなれ難がたい人になってしまっていた。彼のどんな過去を聞いても、それは揺らぐことがなかった。

　だって彼は自分の大切なものを犠ぎ牲せいにしてでも、私を守ろうとしてくれたのだ。

「セーラ。どうしたの。待って」

　私の腕を摑もうとするレスター王の手を振りきり、木の下を飛び出た。空から降る冷たい雨あま粒つぶが、自分を罰ばつしてくれているように思えた。

　私は馬鹿だ。注意しようとしてきた筈なのに……いつしかイライアスを好きになっていた。そうなってはいけない、と散々自分に警告してきたにもかかわらず。

　ドーンでの日々は、なんと甘かん美びだったことだろう。

　──もう永遠に、戻れない。

　セーラ、と私の名を繰り返し、レスター王が私を木の下に連れ戻した。

「泣いているの？……セーラ」

「泣いてない。雨だよ」

　既にあちこち濡ぬれていてあまり意味はなかったが、手の平で自分の両りよう頰ほおを拭う。次の瞬しゆん間かん私はレスター王にきつく抱き寄せられていた。

　きつく抱き締められた腕の中で、手を突っ張りどうにか少しでも距離をあけようと足搔いた。

「やめて。人に見られるよ！」

「見られても構わない。どうせシアしか見ていないから」

　ちょっと待て、それはどういう意味だ。シアが近くにいるという意味か。

　レスター王にはもれなくいつもシアがついてくるのだろうか。

　私はシアだけだとしても、こんなところを見られたくはない。どこだ、どこにいるんだ？　確かめたくても、レスター王の身体で視界が遮られていて、できない。

　顔面に押しつけられた胸板は、レスター王が着る分厚い衣服の上からも、大層硬いのが分かった。

「セーラ。イリリアに帰らないで、ここに残って欲しい」

「レスター王……」

「ここに住めばいい。昔よく言っていたよね？　大きくなったら、大きな家に住むんだ、って」

　急に飛び出た懐なつかしい話に、いくらか私は感傷的になった。

　それは私が昔、お絵え描かき遊びをしていた時の話ではないか。まさかそれを覚えていたなんて。

「そうだね。ここは確かに大きいね。……むしろ大き過ぎるね」

　笑いを誘って誤ご魔ま化かそうとしたのだが、レスター王はそれには応じなかった。

「セーラ。好きなんだ。私の妃きさきになって欲しい」

「ええっ!?　今、何て？」

「聞こえたでしょう」

　突とつ拍ぴよう子しもない申し出に、聞き返す他ない。

　妃？

　顔面が押しつけられている胸から、レスター王の心臓が打つ音が、いやに大きく聞こえた。レスター王も、今この瞬間とても緊張しているのだと分かり、相乗効果で動どう悸きが収まらなくなる。

「王様の結婚ってそんな簡単なものじゃないでしょ？　私なんて何の身分もないし、イリリア人だし」

　父さんは男だん爵しやくの筈だったが、あってないような爵しやく位いだ。それに、私は既き婚こん者しやだ──もっともこれに関しては風ふう前ぜんの灯ともしび状態にあるけれど。

「セーラは私の命の恩人だと、皆知っている。それに身分が問われるのは、正せい妃ひだけだよ」

　私の脳裏に、様々な情景が目に浮かんだ。身分も地位もある正妃からいじめられる、異国人の側妃。

　小説にありがちなそんな世界に、自分が巻き込まれるのはごめんだ。

　そう伝えると、レスター王はただ首を横に振って、真面目な顔で私を見た。

「イリリアに帰るよりも、必ず幸せにすると誓ちかうよ」

　彼はどこまでも本気で言っていた。

　その気概が怖いが、そこまで言わせている以上は、私も自分の気持ちをきちんと伝えなければ、不公平だと思った。

　私の後ろに回された腕の力が少し緩んだので、頭を動かして自分を見下ろすレスター王と視線を合わせた。

　レスター王の淡い瞳は、その地位と美び貌ぼうにもかかわらず、酷ひどく不安そうに私を見ていた。

「アル……私、貴方が大好きだよ。だけどそれは、弟としてなの。私は……」

「イライアスが好きなんだろう？　……見ていれば分かるよ、そんなことは」

　気まずくなって目を合わせていられず、思わず目を逸らした。

「私が忘れさせてみせる。あの頃のアルではなく、今の私を見て欲しい」

　レスター王の手が私の顎先にかけられ、上を向かされた。

　そのまま白い顔が私に迫せまり、温かな唇が額に押し当てられた。

「アル……、」

「弟じゃない」

　それは滑るように下へ落ち、唇で止まる。

「私は、セーラの弟ではないよ」

　先ほどまで感じていた寒さは消きえ失うせ、今は身体が熱くてたまらない。

　髪をかき分けるようにしてレスター王の手が私の首筋を後ろからのぼり、ぞくりとする。反動で微かに背中を仰のけ反ぞらせると、レスター王は目を細めた。

「髪が弱いのは、今も変わらないんだね」

　そのままレスター王の指が私の髪をいじるようにして、頭皮を優しく滑っていく。

　あまりのくすぐったさに、腰の辺りがむずむずする。

　レスター王は今や楽しげな表情すらしていた。わざと私を翻ほん弄ろうしているんだ、と思うと反発心が芽生え、胸の辺りを押して力いっぱい彼を押おし退のけようとした。
















　レスター王は私の左手を絡からめ取ると、目を閉じてその指先に唇を寄せた。

「昔ヨーデル村でセーラと離ればなれになった時、身体を二つに引き裂かれたように辛つらかったよ」

　私もそうだった……。あの時、アルも同じ気持ちだったのだろうか。

「もう放さないよ。セーラは私の半身なのだから」

「レスター王……。それでも私は、帰らなきゃいけないんだよ」

「そんなにあの男がいいの？」

　そうじゃない。私はイライアスがいるから帰りたいんじゃない。だがそう主張しても、レスター王は譲ゆずらなかった。

「セーラは上手に絆ほだされたんだよ。百ひやく戦せん錬れん磨まのイライアスに。そんなのは、愛とは言えない。分からない？　尋じん常じようじゃないんだよ。三階から飛び下りようとするなんて」

　そこを指し摘てきされると、ぐっと答えに窮きゆうした。

　でも全部今更だ。私とイライアスは完全にもつれてしまっている。最早どうすることもできない。

　私が抱く固い決意に動じる様子もなく、レスター王は宣言した。

「──賭かけをしよう。二つの条件を満たしたらセーラを帰してあげると約束するよ。一つには、レイモンド王子がメリディアン王女を迎えに来る時に、イライアスが同行していること。二つには、彼にセーラと離り縁えんする意思があるのかを確認しよう。もし彼が離縁しないというなら、セーラをイリリアに帰すよ。彼の気持ちを認めよう。けれどもし、一方の条件が欠けたら、セーラは私が貰う」

「わ、私を賭けるってこと!?　それにそんな条件じゃ、私が負けるに決まってるじゃない。公平じゃないよ」

「私は負ける賭けはしないからね。それにこれは帰国したセーラが、不幸にならないための最低条件でもある」

「乗れないよ。第一、教師は賭けをしちゃいけないことになってるんだから。賭と博ばくは懲ちよう戒かいの対象だから」

「心配いらないよ。もうとっくにクビになっているだろうから」

　軽やかに笑うレスター王とは正反対に、私は色んな意味でもう一度泣きたくなった。
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　私はキアを探した。

　顔を合わせたくなくてもしょっちゅう会う彼女だったが、いざ用があるという時に限って会えないものである。

　陽が落ち、そろそろ探すのをやめようかと思い始めた矢先、赤い水差しを黒く丸いトレイに乗せて、廊下を歩く睫毛女官を発見した。

　キアさん、と声をかけると、彼女はさも意外な人物に話しかけられた、といった風情でそのガラス玉みたいなデカい目を見開いた。

「あの、お願いしたいことがあるんです」

「私に……ですか？」

「シアさんは今どちらにいらっしゃいますか？　会わせていただきたいんです」

　キアは重量感溢れる睫毛を激しく上下させて困こん惑わくを示していた。だが特段断る理由も思いつかないのか、数秒の沈黙の後、頷いた。

「承知しました。では兄を探して参りますので、お待ち下さい」

　ほどなくしてキアが現れた。応接の間にシアが来てくれているのだと言う。

「急にお呼びたてして、すみません」

　詫びながら応接の間に入ると、シアはいつもの柔和な笑顔を浮かべた。私を案内してきたキアはまだ入口に控えたままだったので、私は物言いたげな視線を送ってみた。これからシアとする話は、彼女に聞かれたくなかったのだ。どうやら私の視線は通じなかったらしく、キアは動かなかった。

　気の利きかない女官だこと。

　やや上から目線で立腹しながら、私はキアに歩み寄る。

「キアさん、お忙しいのにありがとうございました。重ね重ね申し訳ないのですけれど、シアさんと二人にしてもらえますか？」

「で、ですが……」

　キアは動かすだけで私の何倍も筋力を要しそうな瞳を、私とシアの間で何度も往復させた。

　その不安そうな顔つきを間近で見ていて、気がついた。

　ああ、そうか。

　彼女はどうやら二人きりにすることを躊ちゆう躇ちよしているらしい。

　私に投げられる何やら疑い深い視線から察するに、私がシアに何かしでかすのでは、と心配しているらしかった。

　恐らく彼女の中では、私は稀き代たいの悪女にでも見えるのだろう。人を見る目がないにも程がある。

　大きな目に負けじといつまでも見つめていると、ついにキアは折れて退出した。




「君と二人で会ったりしたら、私が陛下に怒おこられてしまうよ」

　笑いを含んだ声でシアが言った。

「シアさん、ご存知ですよね？」

　シアは応接の間の真ん中で立ったまま、ゆっくりと腕を組んだ。私が何を話したくて彼を呼んだのかくらい、想像はついているだろう。──昼間、私とレスター王を見ていた筈なのだから。

「ガルシアの方々は、私なんかが妃になったら不愉快ですよね？　私、こんなことでレスター王の立場を悪くしたくないんです」

「側妃に目くじらなど誰も立てないよ。むしろ喜ばしいと賛成する者の方が多いだろうね。陛下はお忙し過ぎたんだ。妃を取るのが、遅過ぎたくらいだから」

　シアの返事に私は少し失望した。私は彼が反対してくれることを期待していた。

「大切なのは、我らが陛下にはお世よ継つぎが必要だ、という差し迫った事実なんだよ。側近としても、私はレスター様の優すぐれた資質を受うけ継ついだ王子を切望しているんだ」

　何ということだ。私はどうやら子作りの期待をかけられているらしい。

「それは、後うしろ盾だてのきちんとした正妃となる女性に、期待すべきではありませんか？」

「難しい問題だね。後ろ盾は時として内ない紛ふんの一番の引き金にもなる。現在の国王陛下が後ろ盾を必要としているか否いなかを問われれば、答えは否、かな」

　木のテーブルの上に置かれた燭しよく台だいの明かりが、風もないのにゆらりと揺れた。白く太い蠟ろう燭そくが乗る皿を支える銀色の少年の顔は、半分が煌こう々こうと照らされ、残りの半分は完全に陰になっていた。私とシアはしばらくその火を無言で見つめていた。

「君の心もまた、揺れているんじゃないかい？　ちょうどこの火のように。陛下と君には、断たち難い不思議な絆きずなを感じる」

「私は弟としての彼を愛しているんです」

「今はね。これからは分からない。国王は正妃に愛など求めない。それこそは側妃の役割なのだと考えてみたらどうかな」

　シアは体重を感じさせない優雅な足取りで数歩私に近づき、私の目をひたと捉えたまま声を落として言った。

「私が君なら、この幸運を逃のがしたりはしないがね」




　その日は朝から王城が華やかで明るい雰囲気に包まれた。

　遠方に嫁とついでいたレスター王の妹が、兄の凱がい旋せんを祝いに来たのだという。

　私とメリディアン王女は紹介させてもらうために、広間に案内された。

「とてもお優しくて、気さくな方ですよ！」

　私たちを別の棟に案内する女官は本当に嬉しそうにそう言った。

　レスター王の両親と、レスター王より先に王太子になっていた彼の兄は既に亡くなっており、アルの肉親と会えるのは、私にとってこれが初めてだった。

　身寄りがなかったアルが、ガルシアに戻ってからは実の家族、それも人ひと柄がらの良さそうな妹と一緒に暮らしてきたのだ、と知ることができるのは義あ姉ねとして素直に嬉しかった。

　女官の先導で広間に入ると、レスター王と一人の女性が立っていた。

　「はじめまして。アイリスです。ガルシアにいらして下さって、嬉しいですわ」

　長い黒髪を後ろに編あみ込こんで流したアイリスは、兄であるレスター王ほどではないものの、淡い青色の瞳の美人で、色白で華きや奢しやな女性であった。

　儚はかなげな美しさはレスター王に似通っている。

　アイリスは膝を折ってメリディアン王女に挨拶を終えると、私に向き直った。

「セーラですね！　あなたの話は、兄からずっと聞いていました。会えて本当に嬉しいわ！」

　そのまま女官たちが隣りん室しつに茶の用意をしてくれたので、私たちはそちらの席に落ち着いた。

　アイリスは私たちが王城からほぼ一歩も出ていないと耳にし、心を痛めていた。

「是非、ガルシアの美しい所をご覧になっていただきたいわ」

　アイリスはイリリア人が滅めつ多たにガルシアを訪れないのを常つね日ひ頃ごろから残念に感じていたのだという。

　ガルシアの王族として、もっと他の国の人々にガルシアを知って欲しい、という切実な思いが伝わってきた。

　アイリスの嘆たん願がんを受けてレスター王がメリディアン王女に言った。

「お菓子の街への旅行が延期になっていましたね。講話会議も落ち着きましたから、次こそはご案内しましょう。今度は私もご一緒しますよ」

「陛下もいらっしゃるのですか！」

　メリディアン王女がパッと表情を明るくした。アイリスはよかった、と心から嬉しそうに頷いた。

　ひとしきりお菓子の街についての話が終わると、カップから立たち昇のぼる熱そうな湯気を物ともせず、アイリスは滑なめらかに茶を飲んだ。

　いつも思うのだが、カップ自体が熱くてたまらない茶をどうやって貴婦人たちはこんなに上品に淀よどみなく飲むのだろう。私などは、皆が飲み干す頃にようやく口をつけられるというのに。

　私たちと目を合わせた後で、レスター王をちらりと見ると、アイリスは愛らしく笑った。

「お兄様はこの国をここまで立て直した、自じ慢まんの兄なのです」

　見ているこちらの胸が温かくなるほどの笑顔だった。

　こんなに素敵な妹がいたのに、レスター王はよく私なんぞのことを忘れないでいられたものだ。私なら過去の遺物として忘ぼう却きやくしてしまいそうだ。

　ジュースの量を巡って喧嘩をしていた、かつての自分とアルの姿が妙に恥ずかしい。

「これからはもう戦争など、なくなるとよいですわ。ガルシアとイリリアはもっとお互いを高め合える筈ですもの」

　私はそれを聞いて嬉しくなり、思わず口を開いた。

「きっとできます。戦いを始めるのは人ですけど、終わらせるのも人の筈ですから」

　するとメリディアン王女が急に瞳を輝かせて弾んだ声を上げた。

「それでしたら、古来から続く、もっと確実な和平の手段がありますわ！　両国の王族同士が、和平のために婚こん姻いん関係を結ぶという……」

　私は後頭部を鋼鉄の鍋で打たれたような衝撃を感じた。何を言いだすのだ、メリディアン王女は。

　レスター王は一瞬の沈黙の後、深い吐と息いきを漏もらした。それを受けてメリディアン王女が小首を傾かしげる。

「あら、こんな名案を思いつかなかったご自分に驚いていらっしゃる？　それとも古くさい手段だと呆れてしまわれたかしら？」

「いいえ。今一瞬でもその提案について考えてしまった自分を恥じています」

「まあ、それでしたら……!?」

　横から女官が現れて、絶妙のタイミングでメリディアン王女のカップに茶を注ぐ。危ない危ない。若干前のめりになっている王女にかかるかと思った。

　カップから溢れそうになっているお茶を訝いぶかしく感じて何気なく顔を上げると、そこにいたのは、誰あろう睫毛女官だった。

　いたのか。

　注がれ過ぎた茶にメリディアン王女が閉口していると、レスター王が言った。

「イリリア王国では、長年ガルシア人を蛮ばん族ぞくと呼こ称しようしているとか。そんな気高い国の王女様がたが、果たして嫁ぎになどいらして下さるか甚はなはだ疑問ですね」

「あら、女性として王族に生まれたからには、結婚は心ではなく政策で決まる覚かく悟ごを持っているべきですわ。さもなければ継けい承しよう権がない王族の女は、何の役にも立ちませんもの。わたくしなら、夫となる男性に愛される夢など見ませんわ。ただその方が、立派で尊敬できて、なおかつ愛すべきお方だったら、それ以上望むことはありませんわ」

　まず、蛮族ってところを否定してはどうだろうか。私は色んなところに焦あせりを感じた。

　──これは、一体どういう状況なのかしら？

　アイリスの顔全体にそう書かれているようだった。彼女が助けを求めて私の顔を凝視していたが、私も同感だった。

　メリディアン王女のこれまでの行動を読むに、平たく言えば、メリディアン王女は今レスター王に、「私を妃にしてはどうか」と売り出しているようなものだった。

「たとえばその国王が、側妃を設けても？」

「もちろんですわ。イリリア国王も常に何人かの側妃を抱えますもの」

　するとレスター王はさも愉快そうに笑った。その笑い方が少し嘲ちよう笑しようを含んでいるように見えたので、メリディアン王女は目を瞬いてから、カップを持ち上げて口に寄せた。

　ゆっくりと時間をかけて彼女はそれを飲み干したが、空になったカップを見ても睫毛女官は茶を注ぎには来なかった。

「貴方は実に愉快な王女様ですね。じきにお帰りいただくと思うと、今から寂さびしく感じます」

　内容に反してさほど感情の籠こもらない平板な調子でレスター王はそう言った。

「ほほほほ！　それでしたらすぐにまた戻って来ましょうか」

　目を点にする私とアイリスをよそに、メリディアン王女とレスター王は声を立てて笑い続けた。両者の目がちっとも笑っていないのが、空恐ろしかった。




「一体どういうおつもりですか！」

　二人きりになると私はメリディアン王女に迫った。

「あら、そんな怖い顔をしないで。ちょっと冗じよう談だんを言ってみただけよ。……まあ、半分本気だけれど」

　本気だったのか。私はガックリと項垂れた。

「わ、わたくしだって、レスター王がセーラしか見ていないのは、分かっているわ」

　急に真面目な顔つきでそんなことを言われ、戸と惑まどった。レスター王からガルシアに留とどまり妃になってくれと言われたことは、メリディアン王女には話さなかったが、思っていたより色々と見抜いているのでは、と思うと気が気じゃなかった。

「けれど、わたくしなりに考えた和平のあり方の一つであることは確かよ。自分にも役割が果たせるのかもしれない、と思えるでしょう？」

　メリディアン王女はそう言い終えると、少し興奮した様子で自分の胸を押さえた。

　イリリアに帰国したら、そう国王にも言うのだろうか。国王は激げき怒どするのだろうか。それとも……？
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　見せたいものがある、そう言われてレスター王に連れられて行ったのは、王城の中で最も大きな中庭を見下ろすバルコニーだった。

　白がかった緑色の葉を広げる低木と、花壇が並ぶ中庭の隣には、石いし畳だたみが一面に敷かれた広場があり、ガルシアの近衛このえ兵へいが整列していた。ガルシア王城や王族を警備する兵たちである。

　何気なく見下ろしたその広場の端に、見覚えある人物がいた。

「キース!?」

　整然と並ぶ近衛兵に向かい合う格好で、キースが立っていたのだ。

　なぜあんな所に？

　いつの間にあの塔を出ていたのだろう？

　隣に立つレスター王を問うように見ると、彼は一度軽く頷いた。

「彼はあの緩い監かん視しに従順に従い、不審な動きは一度も見せなかった。彼に危険はないと判断して、監獄からは出すことにしたよ」

「それじゃ、わざと警備が手て薄うすな環境に置いてキースを試ためしていたの？」

　驚いて尋ねると、レスター王は無言で私の肩に腕を回した。

「彼を助ける口実を作るためだよ。セーラを悲しませたくなかったから」

「あ、ありがとう……」

　キースを悪の道に引きずり込まなくて、本当によかった。

　回された温かな腕にドキドキしながら眼下を見下ろす。

　キースは左右にゆっくりと歩きながら、並ぶ近衛兵たちに何やら説明をしていた。簡単な白いシャツの上に防具を着けただけであったが、その腰にはどこで調達してきたのか、立派な剣がさされていた。

「キースを近衛兵に？」

「近衛兵にするわけじゃない。彼に近衛兵の剣を訓練してもらう。あの腕は眠ねむらせておくには勿体ないからね。……それにあの傷の治りには心底驚いた。同じ人間とは思えない」

「そうだね。多分キースは人間じゃないよ」

　レスター王は乾かわいた声で笑った。

　キースのかけ声に合わせて、近衛兵たちが一いつ斉せいに剣を抜ぬき、キースの手本に続けて前方に振ったり、突き出したりを繰り返していた。

　──キースがガルシアで新しい道を模も索さくし始めている。

　キースがレスター王から許しを貰えたように感じられ、喜びが静かに胸に広がっていく。

　私とレスター王の存在に気がついたのか、キースが顔を上げてこちらを見た。

　私は嬉しくなり、にっこり笑って手を振ってみせた。

　キースも手を振り返してくれればいいのに、との私の期待に反して、彼は素早く踵かかとを揃えて敬礼をした。

　多忙なレスター王がバルコニーを去ってしまった後も、私はキースや近衛兵を見物していた。

　偉い丈じよう夫ふな近衛兵たちが陽の光に白銀煌きらめく剣を一糸乱れず操あやつる様は、実に見応えがあり飽あきなかった。

　だが近衛兵を見ているうちに、宮廷騎士団の軍服に身を包んだイライアスを思い出した。

　胸むねの奥おくがずん、と重くなる。

　彼は今いま頃ごろ、何をしているのだろう……？

　こんな所にいたの、と澄すんだ声がして振り返ると、メリディアン王女がバルコニーに出てきた。

　メリディアン王女は手すりに近寄り、下に視線を投げた。

「……何あれ。イライアスの前の補佐官はあそこで何をしているの？」

「近衛兵の訓練だそうです」

　ふうん、と呟くとメリディアン王女は私を意味深な目で見た。

「ねえ、闇の左手って何？」

　マズい……いつかは必ず聞かれるだろうとは思っていたが。

　私はキースの正体について、メリディアン王女にはほとんど説明をしてこなかったのだ。それはイライアスの立場が悪くなることを恐れたというのと、イリリアとガルシアの関係をこれ以上こじらせたくない、という理由からだった。

　メリディアン王女は腕を組みながら私の周囲を練り歩き、何やら少し考え込む仕草を見せた。

「ええと、……、メリディアン様。世の中には知らない方が幸せなこともあります」

　メリディアン王女は歩みを止め、私をひたと見据えた。

「そうね。言いたくないのならいいわ。だいたい想像がつくし。わたくし、キースを見たことも黙っておくわ。あの夜、ガルシアの兵がセーラを助けに来たのよ。わたくしが知っているのはそれだけだわ」

「メリディアン様……」

　ほっと胸を撫なで下おろしながら、メリディアン王女に対する感謝で胸がいっぱいになった。

　私は何度も彼女に礼を言った。

　メリディアン王女はたいしたことではない、と首を左右に振りながら、感慨深げに私に言った。

「セーラは知り過ぎたのよねえ」

　私はそれには答えず、ぼんやりとキースの動きを目で追いかけていた。こうして上から全体を見ていると、素人しろうと目めにも身のこなしの違いがよく分かった。それは現場にいる近衛兵たちも同じだろう。彼らがキースを見る目つきも次第に真しん剣けんなものに変わっていった。

「ねえセーラ。お前がイリリアには帰らないっていう噂を聞いたのだけれど……」

「下々の女官たちからですか？」

　私がからかうと、メリディアン王女は桃もも色いろの頰をぷっと膨らませた。

「ほ、本当だったら大変だと思ったのよ」

「一緒には帰れません。残念ですけど」

「なぜ！　まさか弟の国に残るというの？」

　メリディアン王女はにわかに取り乱しながら、私の両腕を摑んだ。激しく瞬きをする青い目は動揺して私を映していた。

「イリリアが嫌いになってしまったの!?　セーラに酷い事を強制したから……。でもイライアスはどうなるの？　捨てるの？」

「捨てるのではなく、捨てられたんですよ。ここ大事なとこですから……。そもそもメリディアン様の方こそガルシアに嫁ぐなどと仰っているではありませんか。私を捨てるのですか」

「だ、だって、知っていて!?　今、周辺諸国の王や王子には、ロクなのがいないのよ。歳としが離れ過ぎたり、容姿に耐たえ難い個性がある夫は避けたいじゃないの。……でもセーラがレスター王と相思相愛なら、わたくし邪魔をしたくないものねえ……」

　だから、レスター王は弟なんだよ。なぜ誰も彼もが私たちをそんな目で見るのだ！　──あっ、公衆の面前でベタベタし過ぎたからだ！

「私はメリディアン王女様を無事お見送りしたら、両親のもとに帰りますからご心配なさらないで下さい。早く帰らないと田舎いなかの母が心労で倒れちゃいます」

　そう言うとメリディアン王女はそっと目を伏せた。自分の親を思い出したのだろうか。

　彼女は可愛らしく小さな溜め息をつくと言った。

「小さい頃は、皆仲が良かったのよ。フィリップお兄様とレイモンドお兄様も、よく一緒に遊んだわ。フィリップお兄様はその頃からわたくしの自慢だったわ。お優しくて、お綺麗で。でも年とし頃ごろになって、急に皆の関係が変わってしまったのよ」

　王家の兄弟姉し妹まいの関係は、周りを巻き込むから一ひと筋すじ縄なわではいかないのだろう。私はメリディアン王女の背中を押しながら声をかけた。

「フィリップ殿下も、レイモンド殿下も、皆さんメリディアン様のことを絶対に心配されてますよ。メリディアン様が心配してらっしゃるように。さあ、そろそろ中に入りましょう」
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　イリリアとガルシアの両国が、講和条約を結んだ。

　私とメリディアン王女はレスター王に呼び出されてその事実を知ることになった。

　新たに決まった国境線まで既すでにイリリアの国境警備隊は引いており、レスター王はメリディアン王女の迎むかえがガルシア国境を越こえる許可を出したのだという。

　歴史的にみてもガルシアにとって極きわめて有利な形で結ばれた講和条約であったため、国中が歓かん喜きに溢あふれ、王都は今お祭まつり騒さわぎになっているらしかった。

「約束していた旅行を、イリリアにお帰りになる前に果たしたいのですが、いかがでしょうか？」

　土ど壇たん場ばでキャンセルになっていたお菓か子しの街への旅について問われ、私とメリディアン王女は二つ返事で行かせてもらうことにした。

「では明日早さつ速そく出かけましょう。今日の外出は少々危険かもしれませんから」

　ガルシアの国旗を持ち、高々と振ふる人々が目抜ぬき通りに押おし寄よせ、商店では講和条約を記念して大安売りが行われている──そう私たちに教えてくれるレスター王の語り口は淡たん々たんとして落ち着いていたが、逆にそこに彼かれの経験の豊富さからくる自信を垣かい間ま見みた気がした。




　翌日は天を高く感じるほどの抜けるような快晴だった。お出かけ日和びより、という言葉が実に相応ふさわしい。暑すぎず、寒すぎずといった春特有の心地よい天気に恵まれ、私とメリディアン王女は久しぶりに明るい気持ちで朝を迎えた。

　国王が同行するためか、前回出発しようとしていた時よりも人員が割さかれ、結構な大所帯となっていた。お菓子の街まではさほど遠くなく、馬車の中でメリディアン王女とお喋しやべりをしているうちに着いてしまった。お菓子の街はその名の通り、小さくて可か愛わいらしい建物がたくさん並び、子どものおもちゃ箱を連想させた。

　ガルシアに来て以来、白い建物ばかり見ていた私たちは、その色鮮あざやかな街並みにすっかり興奮して、目を輝かがやかせて窓の外を眺ながめた。

　薄うすいピンクや水色、黄色など、実に様々な色の建物があり、形も可愛く、窓まど枠わくにも凝こった装そう飾しよくがされていて、建物ごとに個性を主張している。屋根の上には風かざ見み鶏どりが置かれ、それもまた建物ごとに形が違ちがい、眺めているだけで飽あきない。

　いかにも観光で栄さかえている街らしく、道もきちんと整備されていて、ゴミもほとんど落ちていなかった。

「昔は宿場町として栄えたのですってね。旅行者の目を引く為に、色鮮やかな建物が多くなっていったのですって」

　メリディアン王女は手の中の資料を読みながら私に説明してくれた。昨日は一日中二人でお菓子の街について調べていたのだ。

　旅行前に入念な情報収集をすることは、王族の嗜たしなみの一つらしかった。

　私たちは灰色の外がい壁へきをした、一ひと際きわ立派な大きい建物の前で降ろされた。そこは市庁舎で、私たちを出で迎むかえるために市長自らが正面入口で待っていてくれた。

　市長と十人余りの役人たち、それに私たちの警備兵や近衛このえ兵へいが加わり、更にそれを取り巻くように観光客や街の人々が私たちを見ていた。

　市長は非常に緊きん張ちようした様子で、けれども一方では人生の大一番といった気合いの入れ方で、私たちに街の歴史や概がい況きようを説明してくれた。

　メリディアン王女は張り切る市長の説明を丁てい寧ねいに聞き、要所要所で上手に質問もしていた。予あらかじめお菓子の街について下調べをしていたのは、このためだったのだ。

　天てん空くう宮きゆうにいた時も、私はメリディアン王女と王都内のあちこちに視察や訪問へ行ったが、王族にとっての私的な旅行というものは、それらと実質的には何らの違いもないのだ、とよく分かった。

　おまけにレスター王が何か動作をするたびに観衆たちから黄色い悲鳴が上がるので、私は気持ちがすっかり落ち着かなくなってしまった。

　一歩王城を出れば常に万ばん人にんに見られていることを意識しなければならない、というのは普ふ通つうに育った私にはとても慣れなく、疲つかれる状じよう況きようであった。

　レスター王はこの環かん境きようと立場にどうやって慣れたのだろう？　──もっとも彼は子どもの頃ころからその無む駄だに綺き麗れい過ぎる顔立ちのために、道みち端ばたで通り過ぎるだけでも村人は皆みな彼を食い入る勢いで見てくる状況にあったから、ある意味観察対象でいることには慣れているのかもしれないが。

　この街はお菓子を売る街としても名高いらしく、歩いていると飴あめや焼き菓が子しを売るお店が次々と目に飛び込んできた。通りに出ている屋台からも、美お味いしそうな甘あまい香かおりが漂ただよってきて、行列の中で市長の薀うん蓄ちくを聞いているだけだと、欲求不満になりそうだった。

　今すぐこの一団を飛び出して、お店巡めぐりをしたい……！

　国王とメリディアン王女と一いつ緒しよだという、あまりに不自由な身の上が心底口くち惜おしい。ああ、これが旅行だなんて。

　レスター王とメリディアン王女は市長と熱心な会話を交かわしながら歩いていたので、私はワザとゆっくり歩き、ジリジリとこっそり後退してみた。

　サッと手近な店に飛び込んで戻もどれば、少しの間くらいバレないかもしれない。

　ここの名物なのだろうか？　細いテープ状の長いクッキーを、球状に丸くして白い粉糖を振りかけた、手の平ほどの大きさの菓子があちこちで売られていた。イリリアでは見たことがない。実に美味しそうだ。これを逃のがしたら一生食べられないかもしれない。なんていい香りなんだろう。もう、拷ごう問もんだ……。

　どうにか、ちょっと抜け出せないかな──そう思って警備兵の列近くまで後退していると、やにわに両りよう肩かたを力強く摑つかまれ、元いた場所まで押し戻された。

　驚おどろいて顔を上げると、物言わずただ柔やわらかく笑うシアがいた。口元は笑えみを披ひ露ろうしているが、目が怒おこっている。

「言いたいことはよ～く分かっているけど、自分の身の上をもう少し理解してくれないかな。君が迷子になりでもしたら、誰だれかの首が飛ぶんだよ。空高～くね」

　まるで幼児に言い聞かせるみたいな優やさしい口調と優しくない中身のミスマッチが、不気味だ。シアらしいこと。

　散策が終わると私たちは街の資料館に入った。またしても緊張しきった館長が出迎えてくれて、館内では途と切ぎれることのない説明を延々としてくれた。館長は王族に対する沈ちん黙もくは無礼だとでも思い込んでいるのだろう。よくも水も飲まずにこんなに長く話せるものだ、とある種の驚きを隠かくせなかった。

　途と中ちゆうでシアに手招きをされ、近寄ると彼は秘密でも打ち明けるように小声で言ってきた。

「少し抜け出さないかい？」

　えっ、とびっくりして私は思わずメリディアン王女の方を見た。

　彼かの女じよはレスター王と一緒に館長から話を聞きながら、展示物の一つである何かの模型を手に取っていた。

「抜け出すなら今だよ。さっきの菓子を買いたくないかい？　連れて行ってあげるよ」

　まるで、食べ物で子どもをつる誘ゆう拐かい犯はんみたいな台詞せりふだ。柔にゆう和わで噓うそくさい笑え顔がおに、なぜか身の危険を感じる。

「結構です。メリディアン様を置いていけませんし」

　二人のもとに戻ろうとする私の手首を、シアが摑んだ。

　シアにそんなことをされたのは初めてだったし、私を引き止めようとする明めい瞭りような意思が感じられて僅わずかに怯ひるんでしまう。

「大事な話があるんだ。それに本当に菓子を買うなら今しかない」

「大事な話って、キースにとってですか？　それとも私にとって？」

「どちらもだよ。今の君にとってとても重要だろう。さあ、おいで。悪いようにはしない。好きなだけ、たくさん買ってあげるからね」

　最後の一言がどうにも気になる。私は菓子欲ほしさについて行くのではない。大事な話とやらが気になるからだ。シアは、レスター王の一番の側近なんだから……。

　シアは私の細い手首に自分の指をしっかりと巻きつけたまま、廊ろう下かまで私を引っ張って行った。

　来た時とは違う、狭せまく簡素な階段から私たちは階下へ下りた。兵を一人もつけずに二人で喧けん騒そうの中の明るい街中に出ると、近くにあった菓子屋にシアは飛び込んだ。

　店内には客が随ずい分ぶんといて、私たちの会計になるまでにかなり待たされ、その間シアは腕うでを組んでいかにも苛いら立だっていた。

　順番が回ってくるとシアは私に、いくつ欲しいかを聞いてきた。

「あ、ええと、ふ、二つお願いします」

　奢おごりなのに図ずう々ずうしいと思われそうで、四つと言えなかった。

　シアはガラスケースの向こうに立つ店主らしき男性に声をかけた。

「これを八つ頼たのむ」

　なぜ四倍になる。

　それとも自分の分だろうか。妹のキアにお土産みやげとして持って帰るのかもしれない。

　シアは店主から菓子が入った箱を受け取ると、私の手首を再び摑んだ。店を出ると彼は店の横の路地裏に入っていく。これでは来た方向とは逆ではないか。

　建物と建物の間の細く薄うす暗ぐらい道を、シアは結構な速さで突つき進すすんだ。

「シアさん、逆ですよ。資料館は……」

「話があると言ったでしょう」

　こんなに資料館から距きよ離りを取ったら、すぐに戻れない。止まらないシアに不安を覚え、彼の手を引ひき剝はがそうとしたその時。

　路地の途切れる先に、騎き乗じようした一人の男が見えた。

　陽の光が後ろから射し、逆光となってよく見えないが、まるで私とシアを待ち構えるようにそこにいる。異様な光景に怖こわくなり、足を止めようと踏ふん張ばったが、シアが進み続けるので止まらない。もし私が地面に座すわり込こんだとしても、引きずっていきそうだ。

「シアさん、手を放して下さい」

「……私はね、もたもたしないで決めて欲しいんだよ。これ以上待たされると色々と不ふ穏おんな材料になりかねないからね」

　今一番不穏な男が何を言う。不穏の中でも最も不穏な男だ。

　シアに対する警けい戒かい心を緩ゆるめたことを後こう悔かいした。

　私は道の先にいる馬上の男を凝ぎよう視ししながらシアに言った。

「もたもた……？　あの、馬ば鹿かでも分かるように説明して下さい」

「陛下も君のこととなると、思い切りが悪くて困る。さっさと済ませてしまえばいいものを」

　曖あい昧まいなその説明の意図するところを読み解こうとすると、嫌いやな予感しかしなかった。

　路地の先に近づくと、逆光が和やわらぎ、その先にいる人物の輪りん郭かくが確かく認にんできた。

　狭い路地の先にいるにもかかわらず、威い風ふう堂どう々どうとしたその姿。

　それが誰かが分かると私はあっ、と息を吞のんだ。

　レスター王が馬に跨またがり、私たちを待っていたのだ。

　なぜここに!?

　幻げん覚かくでも見ているのではないかと、自分の目を疑ってしまう。彼はついさっきまで、メリディアン王女と資料館にいたではないか。

「君に話があるのは私ではなく、陛下だよ。さあ、乗って」

「シアさん、皆でメリディアン様を置いてきたんですか」

「メリディアン王女は今いま頃ごろ多分、仕立屋が寸法をはからせていただいているよ。彼女には我わが国くにの美しい伝統衣い装しようをお贈おくりする予定なんだ。最上級の絹と毛皮で仕立てた素す晴ばらしいものだよ。お色や柄がらなんかをお選びいただくのに、結構な時間がかかるんじゃないかな」

「うわっ、何するんですかっ!?」

　唐とう突とつに景色が上から下へと動く。

　シアが私の膝ひざ下したに屈かがむと、私の足をガシッと抱かかえてそのままレスター王の乗る鞍くらに持ち上げたのだ。

　もたもたしない！　と厳しく叱しつ咤たされ、私は鞍によじ登った。

　腰こしを落ち着ける間もなく、馬が動きだしたのでとにかく鞍に摑まる。

　後ろに乗るレスター王に首だけ向けながら問いかける。

「一人で街中をフラフラして大だい丈じよう夫ぶなの？」

「護衛たちは後ろからついてきているよ。前を向いて。危ない」

　護衛？　その存在を確かめようとするも、手元と前方を確認するのに精せいいっぱいで、辺りを見み渡わたす余よ裕ゆうはなかった。

　馬は徐じよ々じよにその速度を上げ、落ちる、ヤバい、と焦あせる私の心中をよそに、僅かな後にはもう文字通り走っていた。

　馬の鞍というのは殺人的に表面がツルツルなので、あらゆる方向に滑すべり、いつ何時落馬するかもしれないほど体を揺ゆさぶられた。

　決して大きくないお菓子の街は馬で走るとすぐにその端はしに到とう達たつし、狭せま苦くるしく林立していた家並みが途切れると、畑が続く土の道へと出た。

　レスター王はそこでようやく馬の速度を緩めた。

「二人きりになりたかったんだ。イリリアからメリディアン王女の迎えが来る前に」

　振り向く前に私は後ろからレスター王に抱だきすくめられた。その勢いのまま、頰ほおに彼のひんやりとした頰が当てられ、頰ずりをされた。レスター王が馬の手た綱づなを放してしまっていないか慌あわてて確認しながら、一方で私はどうしたらいいのか困って固まった。

「好きだよ、セーラ。いや、こんな言葉じゃ足りない。愛している」

「うん……。ありがとう」

「ずっとこの気持ちを伝えたくてたまらなかった。何度でも言うよ。愛している」

　私の胴どう回まわりに巻きつけられたレスター王の腕は鋼はがねのように強くきつく、結構な息苦しさと痛みを覚えた。

　ばくばくと自分の心臓が暴れているのを感じる。どう対処するのが最善か分からない。

　レスター王を傷つけたくない。けれども……。

「セーラ、言って。私と、イライアスのどちらを好き？」

　そう尋たずねるレスター王のその声は泣き出しそうなほど辛つらそうだった。だがその質問は私にとっては意味をなさないのだ。なぜならレスター王とイライアスへの気持ちは、全く異質なものだから。比べようがない。

　答えが出せなくて、喉のどが痺しびれたみたいに動かない。

　レスター王は答えを待つことなく、私の顔を起こすように、するりと手を私の首から顎あごへ滑らせた。

　もしやまたキスをしようとしてるのだろうか。

　私の予感通りにレスター王は、唇くちびるを軽く私の唇に押し当てた。

　レスター王の熱っぽい眼まな差ざしとは対照的に、私は頰に当たる彼の革かわの手て袋ぶくろが冷たい、とかちゃんと手綱を握にぎっているのだろうか、といったことばかりが気になってしまう。

　自分のどこか冷めた気持ちにどうしても気づかされてしまうのだ。

　そんな私の反応を読んだのか、レスター王は私を見下ろしながら寂せき寥りよう感溢れる表情を浮うかべた。

「理り不ふ尽じんだな。私の気持ちは変わってないのに、セーラの心はすっかり別の所に持って行かれてしまったなんて」

「レスター王。これだけは信じて。私、アルに本当に会いたかったんだよ。だからこそ、ヨーデル村から王都まで出て行ったんだよ」

「……イライアスに惹ひかれたから王都に行ったんじゃないの？　あの男は作り物のように綺麗だからね。イリリアの王宮で行われた剣けん術じゆつ大会で、女たちが魂たましいを吸い取られたみたいな顔で奴やつを見ていたのを、よく覚えているよ」

「違うよ！　私は……」

「セーラも所しよ詮せんその辺の女たちと変わらないんだね。いや、それ以上に愚おろかだよ。絆ほだされた挙句、己おのれの目的のために若い女性を騙だまして見殺しにした男の非道さを知らされても、それを直視しようとしない。現実から逃にげているだけだ」

　レスター王から投げつけられる言葉は、真っすぐに私の胸に突き刺さる。

　腰に回された彼の左腕はまるで肉に食い込むような勢いで私を抱き寄せているから、痛みしか分からない。

「イライアスが嫌きらいなの……？」

「嫌いなんてもんじゃない。私を天空宮に連れ帰り、セーラを妻にし、その気持ちまで奪うばったのだから」

　殺しても殺し足りないよ。

　私を覗のぞき込こみながらそう囁ささやく淡あわい青色の瞳ひとみには、仄ほの暗ぐらい感情が宿っていた。

　私の頭の後ろにレスター王の手が回され、ぎゅっと胸に押しつけられた。鼻が、顔面全体がレスター王の外がい套とうにぶつかり、微かすかに甘い香こう水すいの香りがした。

「セーラ。君を放したくない。誰よりも大切にする。私は君を裏切ったりはしない。だから……僕ぼくの側にいてよ」

　僕……。かつてのアルの口調での懇こん願がんは、私の胸を激しく揺さぶった。

　脳のう裏りには、アルが我わが家やから大軍に連れ去られた、あの日の光景が広がる──あの時感じた深い悲しみと後悔と懺ざん悔げ──もしかして私は今、それに報むくいなければならないのだろうか？

　レスター王に対する気持ちと、彼からの深い愛情が交こう錯さくし、私の感情は千ち々ぢに乱れた。

　嵐あらしのような感情に突き動かされそうになりながらも、私の胸の奥おく深ふかくには流されずにいた想いがあった。

　私は、両親にこれ以上心配をかけてはならない。それに彼らの無事を確認しなければならない。

　深く息を吸すい込こみ、呼吸を整えて気分を落ち着かせた。

「レスター王。貴方あなたがイリリアとイライアスを憎にくむ気持ちはもっともだと思うよ。ただ、これだけは知って欲しい。イライアスは五年前、何を置いても、人ひと質じちの王子たちのために兵を挙げたんだということを」

　レスター王は黙だまっていた。

　私は続けた。言うべきことがあり、言うべき時があるのだとすれば、きっと今しかない。

「貴方が国政に忙ぼう殺さつされている時、私は貴方のことを考えているよ。貴方がおじいちゃんになっても、私は貴方を忘れないよ。貴方が他に大事な人を見つけても、私にとって貴方は変わらず大事な人だよ。貴方が遠くヨーデル村から離れて、もうあの小さな家を、夕方の煮に炊たきの匂においを、土つち埃ぼこりの小道を歩いて一緒に運んだカゴの重さを、思い出せなくなってしまっても、私は覚えているよ。決して忘れないよ。あの森で貴方が初めて私を見た、あの宝石のような美しい瞳を、私はお婆ばあちゃんになっても絶対に、はっきりと思い出せる。だから安心していいんだよ……」

　レスター王は両手で私をかき抱いだいた。

　彼は何も言い返してこなかったが、その呼吸が震ふるえ、乱れ、やがて鼻をすする音が間近に聞こえた。

　彼は泣いていた。

　私はレスター王を慰なぐさめるように彼の背に両腕を回して、そっと抱き締めた。

　彼は嗚お咽えつ交じりに繰くり返かえした。君が好きなんだ、と。

　私はうん、うん、とひたすら繰り返した。

　恐おそらくもう人前で涙なみだを見せることは許されないのであろうレスター王は、そうして気持ちの動どう揺ようが収まるまで、長いこと私の髪かみに顔を埋うずめていた。

　どのくらいそうしていただろうか。

　私の身体に回されていた腕の力が徐々に緩み、ゆっくりと解かれた。

「セーラ。一度だけ、今だけでいいから、言ってよ。私を一番好きだと」

　私は彼の赤く充じゆう血けつした目を見つめながら言った。

「アル──レスター。世界で一番、好きだよ。貴方は私が助けた、私の宝物だよ。今までも、これからも貴方は私の誇ほこりだよ」




　お菓子の街まで戻る道すがら、レスター王は馬をゆっくり歩かせながら私に色々な話をしてくれた。
















　彼がガルシアに戻った時に、どんなことに驚いたのか。戸と惑まどったのか。初日の宴えん会かいでの私とメリディアン王女の困こん惑わくに満ちた反応が、いかに以前の自分に似ていて愉ゆ快かいで懐なつかしかったかを。

　街の中心部に入り、資料館が近づいてくると、私たちは言葉少なになっていった。

　色とりどりの可愛らしい家並みが連なり、どの角度を切り取っても絵になった。私はようやく思い出したかのように景色を見始めた。

　細い石いし畳だたみの道を吹き抜ける、心地ここち良い緩やかな風が頰に当たり、髪を揺らす。

「セーラ……。無む理り強じいはしたくないからね。メリディアン王女が帰国したら、イリリアまでセーラを送る手はずは整えておくよ。けれどもしイリリアが、君にとって住みにくければ、すぐにガルシアに帰っておいで」

「賭かけはもういいの？」

　レスター王はしばらく沈黙していた。

　馬の蹄ひづめが立てる軽かろやかな音だけが響ひびいていた。再び口を開いたレスター王の口調は穏おだやかだった。

「セーラの気持ちを失うのが一番嫌だ。男として一番に愛されないのなら、せめて世界で一番の弟でありたい」

　私への彼の気持ちがひたむきに伝わってきて、胸に込み上げるものがあった。たまらず私は馬上で身体を反転させ、両腕を伸のばしてレスター王に抱きついた。アルがレスターになって、初めて自分から彼にしがみついた気がした。

　レスター王は溜ため息いき交じりに笑った。

「ほらね。弟も考えようによっては役得だ」




　資料館に着くとシアが入口に仁に王おう立だちになって、私たちの帰りを待っていた。

　まるで門限を見張る保護者みたいだ。

　シアは私を探さぐるように見ていたが、何も聞いてこず、無言で紙かみ袋ぶくろを寄よ越こした。

　さっき買った焼き菓子に違いない。

　メリディアン王女は資料館の一室で、ちょうど来館者の記録帳に一筆入れているところだった。

「どこに行っていたの？　突とつ然ぜんいなくなるから驚いたわ」

「すみません。実はお菓子を買いに行ってました。お菓子の街ですから」

　そう言いながら、手に持つ紙袋をガサガサと振ってみせると、メリディアン王女は呆あきれた顔をした。

「馬鹿ねえ。そんなものより、伝統衣装を作ってもらえたかもしれないのに」

　記帳の続きを書き出したメリディアン王女の横に立ち、私は紙袋を開けた。丸くて白い、雪のボールみたいな焼き菓子が八つ、入っていた。シアが買った分が全部あるということは、どうやらキアのお土産ではなかったらしい。四つ欲しかったから嬉しい。でもこんなにあったら食べきれない。仕方がないから後でキアにもあげよう。シアが買ったと教えれば、私からの土産でも受け取ってくれるだろう。

　こんな道端で売っているような菓子を女官にあげてもいいのか分からないが、そこはシアに責任をなすりつければいい。そもそも私はこれをメリディアン王女に食べさせようとしているわけだし。




　私とメリディアン王女は王城への帰りの馬車の中で、顔と手を飛び散った粉砂糖でベタベタにしながらその菓子を堪たん能のうした。

　子どもじみていて行ぎよう儀ぎが悪い、いけないことをしているようなおかしさから、互たがいの鼻や口周りの白い粉を指さし合って、腹を抱えて笑った。
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　お菓子の街から王城へ戻ってからの数日間は、非常に穏やかに過ぎた。

　私たちは女官とお喋りやゲームをしたり、広い王城内を散歩したり、レスター王の妹が主しゆ催さいしてくれたお茶会に参加して過ごしたりした。

　イリリア王国からいよいよ迎えが到とう着ちやくする日の前夜、私とメリディアン王女は、彼女の寝しん室しつで過ごした。

　メリディアン王女の寝しん台だいに二人で寝ねそべり、ガルシア王国での長くて短いような、けれど刺し激げき的だった毎日について語り合った。明日、イリリア王国から迎えが来たら、メリディアン王女は天空宮に戻るのだ。そうしたら、果たして私が彼女と会える機会は今後あるのだろうか……？

　私たちは口にこそしなかったが、帰国した後の互いを待ち受ける未来について、漠ばくとした不安を抱き、夜よ更ふけまで他愛ない会話をし続けた。




　翌日は朝がいつ来たのかが分からないほどに天候が悪かった。

　雲は分厚く空を覆おおい、太陽をその光までも完全に隠さんとしていた。その雲を押し流す勢いでこの季節にしては冷たく強い風が吹き、暗い空から大おお粒つぶの雨を落とす。寝室の窓を叩たたく雨あま粒つぶは風に煽あおられて叩きつけるようにぶつかっていた。

　この状況の中で迎えは無事今日着くのだろうか。そんな心配をしながら朝食を取っている最中に、女官が飛び込んできた。

「お迎えがいらっしゃいました」

　ゴクリとメリディアン王女が喉を鳴らしたのが聞こえた。王女は手にしていた胚はい芽が入りのパンを皿の上にそっと戻す。

　そのまま立ち上がりかけたところを女官が制止した。

「まずはイリリアのレイモンド殿でん下かが陛下とお話をされます。まだお時間にゆとりがありますので、どうか召めし上あがって下さいませ。その後でお召しかえいただきます」

　私は緊張しながらも食べ終わると、席をたち、まだ食後の茶を味わっているメリディアン王女の座る椅い子すの真横に屈んで膝ひざをついた。

　どうしたの、と目を瞬しばたたきながらカップを置くメリディアン王女に、私は小声で語りかけた。

「メリディアン様。お願いしたいことが一つあります」

「なあに？　立ちなさいよ。ドレスが汚よごれるわよ。どうしたの改まって」

　私は姿勢を変えずに続けた。

「ご帰国されて、もしイライアスと会う機会があったら、彼にこれを渡わたしていただけませんか？」

　ポケットの中から一枚の手巾ハンカチを取り出した。

　メリディアン王女はそれを受け取ると、何か考える仕草を見せた後、自分の服のポケットにしまいこんだ。

「必ず、渡すわ」

　メリディアン王女は手巾について何も聞いてこなかった。言いたければ自分から言う筈はずだから、言いたくないに違いない、と判断してくれたのだろう。

　渡す機会を失っていたその手巾を、たとえ人づてでも構わない。私はあの人に見てもらいたかったのだ。




　長く白い廊下を歩く間、私は数歩先を歩くメリディアン王女をただ見つめていた。揺れる金色の愛らしい縦巻の髪と、細い肩を。

　十人ほどの女官が私たちを囲むようについてきてくれていたが、誰一人言葉を発しなかった。

　整然とした足音と柔らかな衣きぬ擦ずれの音だけが、長い道のりの間耳に響いた。

　案内してくれた大広間には、数人のガルシア人とレスター王、それにレイモンド王子がいた。

　白い両開きの扉とびらが開き、私たちが現れると、レイモンド王子は弾はじかれたように振り向いた。その瞳には最初安あん堵どの色が浮かび、だがすぐに強こわ張ばったものへと戻った。

　メリディアン王女は床ゆかに沈しずんで膝を折り、小さな頭こうべを垂れた。

「お兄様。ご迷めい惑わくをおかけして本当にごめんなさい」

「メリディアン……。変わりなくて安心したよ。顔を上げなさい」

　お兄様、と呟つぶやくメリディアン王女の声は微かに震えていて、顔を上げた青い瞳には涙が溜たまっていた。

　まるで何かに背中を押されたようにレイモンド王子は足を進めてメリディアン王女の方へやって来て、彼女をぎこちなく抱き寄せた。

　そうしてメリディアン王女の両りよう頰ほおを両手で包む。

「お前……っ。帰ったら、散々叱しかられるぞ。この問題児が」

　メリディアン王女は涙を静かに流しながら、こくこくと頷うなずいた。

　レイモンド王子はやがてメリディアン王女を放して、私に向き直った。

「君を悪く言う王族は多いが、私は君にはむしろ同情するし、王家の一員として申し訳なく思う。君を憎むのは筋すじ違ちがいだからね」

　毛皮の縁ふち取どりがされたマントを振ふり払はらうようにして、レスター王が片手を上げ、それに応えて扉が開かれた。私はメリディアン王女との別れを惜おしむ女官たちと共に、膝を折って二人に別れの挨あい拶さつをした。

　私たちが入って来たのとは逆方向のその扉の先は廊下になっていて、両りよう端たんに一列に並んで二十人ほどの男性が立っているのが見えた。

　冴さえ冴ざえとした赤地に金と黒の刺し繡しゆうがされた鮮やかな色使いの煌きらびやかな衣装から、彼らはレイモンド王子の同行者であるイリリア人だと分かった。久々に目にするイリリアの色しき彩さいは、瞳に眩まぶしい。

　レイモンド王子はメリディアン王女と共に、レスター王に対して別れの言葉を交わすと、扉に向かって歩き出した。その少し後を、レスター王が追う。

　廊下に出て少し歩くと、不意にレスター王が立ち止まり、くるりと振り向いた。

　──どうして私を見ているのだろう？

　不思議に思って少し扉の方へ近づいてみると、廊下の視界が開けてレスター王の横にいる人物の姿が目に飛び込んできた。

　腕を後ろに組み、踵かかとを揃そろえて前を見み据すえ、直立不動で立つのは──それは他のイリリア人たちと一緒に廊下の壁かべを背に一列に並ぶイライアスだった。

　久しぶりに目にした彼の姿に、心臓が跳はねた。

　まさか、本当にレイモンド王子とガルシアへ来てくれるなんて……！

　だがしかし、胸の中で暴れて抑おさえきれない動揺と興奮の渦か中ちゆうにいる私をよそに、イライアスの横顔は石せつ膏こうの彫ちよう像ぞうのように白く、一いつ切さいの表情も浮かんでいなかった。

「かつて私付きの宮きゆう廷てい騎き士しを長くつとめていたために、二度もガルシア行きをイリリア国王に命じられたのか？　余よ程ほど来たがる者がいないと見える。ガルシアに派は遣けんされるイリリア人の中には、遺書をしたためてから出国する者もいるそうではないか。……過去の任務がとんだ功績になったな」

　皮肉交じりに問いかけるレスター王に、イライアスは目礼した。長い睫毛まつげに大半が隠れてもなお輝く澄すんだ緑色の瞳を、改めて私は美しい、と感じた。

「名めい誉よなことだと思っております」

　レスター王は首を軽く左右に振り、口くちの端はを歪ゆがめて少し笑った。

　イライアスはその場で微び動どうだにしない。もちろん、彼が目を上げて私を見ることもない。

　ちらりとだけでも構わない。私を見て欲しい……。もう一度あの宝石の緑色と目を合わせることができたなら、どれほど嬉うれしいだろう。

「イライアス。一つお前に質問がある。この世で自分が最も愛する者と、最も自分を愛してくれる者の、どちらと結ばれるのが幸せだろうか？」

　イライアスは表情を全く動かさなかったが、私たちを取り巻くその場の空気がにわかに緊張を孕はらんだ気がした。

　目線を床に落としたままイライアスは答えた。

「愛し合う者たちが結ばれるべきかと存じます。ですが敢あえてその二に者しや択たく一いつをするのであれば、この世で最も自分が愛する人と結ばれる方かと。他人の気持ちに序列を作ることはそもそも困難なのではないでしょうか」

「……お前らしい答えだな。参考にさせてもらおう」




　王城の正面入口にはガルシアの女官や近衛兵たちがメリディアン王女を見送るために集まり、レイモンド王子たちが通る道をあけていた。

　騎乗した男たちに護まもられた、イリリア王家の紋もん章しようが飾かざられた黒い艶つややかで豪ごう奢しやな馬車にレイモンド王子とメリディアン王女が乗り込むと、一行は静かに前進した。

　激しく降る雨のうるさい音が、声を発する気持ちを奪い去ってでもいるのか、皆無言で馬車を見つめていた。

　王城の建物から馬車までの間の道の両りよう脇わきに一列に並んでいた近衛兵たちも、雨を浴びながら無言で敬礼を続けていた。

　私はゆっくりと遠ざかっていく彼らの姿を、断腸の思いで見送った。

　足が地面に張りついたみたいに動けなかった。

　一行がとても小さくなり、雨の煙えん幕まくに完全にその全ぜん貌ぼうを隠されてしまうまで、私は王城の全開になった入口に立たち尽つくしていた。

　私だけではなく、多くのガルシア人がそうしており、キアまでがいつまでもそこに佇たたずんでいた。地を打つ雨の細かな音と、王城のひさしを伝い落ちる水の塊かたまりが作り出す規則的な音が、耳いっぱいに押し寄せる。

　グッと左肩を力強く引きつけられ、その時になって私はやっとレスター王が私の肩を抱いていたのだと気づいた。

「中に入ろう。濡ぬれそうだ」

　レスター王は私を動かすようにして肩を押し、ようやく諦あきらめがついた私は彼と建物の中に向かって歩き始めた。白い大理石マーブル模様の床に目を落としながら玄げん関かんホールを歩き、廊下へ曲がろうとした時、何気なく後ろを振り返ると、なぜか数人の女官と近衛兵しかついてきていなかった。

　何も見えなくなった雨の前庭を、まだ皆眺めているのだろうか？

　訝いぶかしく思って立ち止まると、外にいる者たちが何やらざわついていた。

　ますます怪あやしくなり、私はどうしたのだろう、と入口へ引き返してみた。

　すると女官たちが興奮した様子で、雨の方角を指差していた。

　つられて投げた視線の先に、雨の中を走る馬上の男性がいた。点のようだったその姿形は徐々に大きくなり、なぜ一人引き返してくるイリリア人がいるのか、と人々は戸惑っていた。

　──そんな筈ない。でも、いや、やっぱりそうだ。あれは……！

　馬を駆かり、水みず溜たまりを蹴け散ちらしながら猛もう然ぜんとこちらに向かって来るのは、イライアスだった。

　距離が縮まると近衛兵たちが動き出し、にわかに警戒態勢を取る。

　間近までやって来ると、イライアスは馬の背から滑り下り、濡れた石畳の地に膝をついた。

　降りしきる雨で金色の波打つ髪はすっかり水を吸い、腰ほどまである毛先から止めどなく水すい滴てきが滴したたり落おちていた。

　彼は黒く固そうなつばが付いた帽ぼう子しを被かぶってはいたが、その細い顎からもひっきりなしに雨粒が伝い落ちる。

「どうした、何用だ」

　私の横に来ていたレスター王が辺りに響き渡る声で、イライアスに問いかけた。

「私の個人的な用件で参りました。私の妻を、連れ戻しに……、いえ、妻の許しを乞こうために」

「……お前は妻を捨てたのではなかったのか？」

「私の過あやまちです。それを正す機会をいただきたく、戻って参りました」

　妻……。私を、まだ妻と呼んでくれるの……!?

　立てられた片かた膝ひざの上につくイライアスの片手から、何やら布切れが覗いていた。──あの、手巾だ！

　私は無意識のうちに自分の口元を押さえた。メリディアン王女は、あの手巾をすぐにイライアスに渡してくれたのだ。手巾に刺繡されている絵の意味を、彼は分かってくれただろうか？

　レスター王はつかつかと前方へ進み、建物から伸びるひさしが届くギリギリの所まで行くと、不意に抜ばつ刀とうした。

　周囲の空気が、これ以上はないというほどに張はり詰つめる。

　レスター王は近くにいた若い近衛兵の一人に、イライアスを見つめたまま命じた。

「あのイリリア人に剣けんを渡せ」

「えっ……あの、ですが……」

「二度言わせるな。剣を渡してやれ」

　顔を強張らせて近衛兵が雨の庭に下り、イライアスの正面に剝むき身みの剣を置いた。

「イライアス。妻を返して欲しければ、剣を取れ。どちらが真まことに相応しいのか、天に聞こうではないか」

　陛下、お戯たわむれはおやめ下さい、と後ろから低い声がした。聞き覚えあるその声に振り返ると、そこにはキースがいた。その隣となりにはシアまでいた。

「戯れなどではない。私は本気だ。……それともお前は、だからこそ私を止めると言うのか？　イライアスの腕を誰より熟知した者として。お前は予言するのか？　私が負ける、と」

「陛下……」

　キースは困ったように眉まゆ根ねを寄せて表情を曇くもらせた。

「二人とも、冷静になって下さい」

　私は勇気を出して一歩を踏み出し、向かい合うレスター王とイライアスの側まで行った。

　月並みな台詞しか出てこない、自分の発想力に失望する。雨に打たれるイライアスに、これ以上どう頭を冷やせというのか。

　争うのはやめて欲しいのに。私には剣で争う価値などないのだから。

「二人とも、剣なんて振り回したら大怪け我がしますよ!?　どうせなら殴なぐり合あいにして下さい」

　ガラン、と金属音を立ててレスター王が手にしていた剣を地面に投げた。

「セーラがそう言うならそうしよう」

　えっ、まさか本当に!?

　困惑する私の目の前で、レスター王は雨の中に進み出て、イライアスの正面に立った。そのまま左手で、膝を地面についているイライアスの胸むなぐらを摑み、自分の方へ引くと、勢いよく右手の拳こぶしを振り下ろした。拳はイライアスの頰にしたたかに当たり、彼の身体がぐらついた。

　今度は手を持もち替かえて、レスター王の左拳がイライアスの右頰に振り下ろされた。

　それは幾いく度どか繰り返され、イライアスの高く細い鼻からは血が噴ふき出だしていた。レスター王はそれでもイライアスを殴るのをやめない。

　打ちつけるレスター王の拳の、そのかなりの衝しよう撃げき音に、一部の女官は目を覆う。

　レスター王は一切手心など加えていなかった。

「少しは反はん撃げきしたらどうだ？　妻を取り返したいのだろう？」

　一国の王に手をあげることなどできないのは分かっている筈なのに、レスター王は嘲あざけりを含ふくんだ声でそう言う。

「こんなことはやめて！」

　ああ、殴り合えなんて言ったのは私なのに。だけどどうやって二人を止めたらいいのだろう。

　イライアスは鼻から流れて止まらない血を拭ふこうとしたのか、片手を持ち上げかけ、けれどその手の中にある手巾に気づいたのか、慌てた様子で手を下ろし、反対の手で下衣のポケットを探ると、白い布で鼻を押さえた。

　レスター王は、イライアスのそばにいまだ転がったままにされていた剣を屈んで取ると、その鋭するどい刃をイライアスの首筋に当てがった。

　全身の肌はだが粟あわ立だつ。

　レスター王が反動をつけるように剣を上方に振り上げたのを見た瞬しゆん間かん、私は雨の中に飛び出していた。

　私は水溜まりを蹴散らして走り、一直線にイライアスに向かった。

　二人の間に飛び込み、イライアスの首筋に縋すがりつく。

　私の腕の中でイライアスが身体を強張らせるのを感じながら、目を固く閉じていた。

「陛下……」

　イライアスは囁いている筈なのに、その声はよく響いた。

　恐る恐る目を開けると、イライアスの背後に回ったレスター王が、イライアスの長い黄金の髪を左手で摑んでいた。

　あっという間にそこへレスター王の剣が落とされ、衝撃の後に、切断された黄金の髪の束が石畳の上に落ちた。

「立て。中に入れ。セーラの身体をこれ以上濡らしたくない」

　レスター王に命じられて、イライアスは私の腕を優しく振りほどきながら、すぐさま立ち上がった。長かった彼の髪は、肩先より少し長い程度まで切られてしまっていた。

　レスター王の指示で王城の玄関ホールまで入ると、イライアスは再び跪ひざまずいた。

「イライアス。タダで妻を返してもらえると思うなよ。代わりに別のものを寄越すのだ。ホルガー男だん爵しやく夫妻を半年以内に私のもとへ連れて来るのだ」

　父さんと母さんを……？

　予想だにしなかったことを言われ、私は息を吞んだ。

「ホルガー男爵にガルシア国内の爵しやく位いと、それに付ふ随ずいする領地を授さずける用意がある」

　イライアスは無言のままレスター王を見上げていた。

　驚きに満ちていたその表情は緩ゆる々ゆると和らぐと、彼は深い溜め息をついてから、更さらに頭を下げた。しばらくしてから、口を開く。

「陛下。必ず、お二人を連れて参りますことをお約束します」

「彼らはイリリアでも我が国でも、気に入った方に居住すればよいのだ。……善意は善意で報われるべきだ。そうは思わないか？」

　善意──レスター王が私を帰してくれることだろうか？　いや、違う。かつて私達家族が、父と母が、アルを拾い、我が子同然に育てたことを指すのだろう。

　イリリアで罪と言われ、今まで報われることが一度としてなかった、その善行を。

　イライアスは息を吸うと目を閉じ、絞しぼり出だすように言った。

「私は、貴方という国王を持つガルシアが羨うらやましい……」

「何を言う。私はお前こそがこの世で最も妬ねたましい」

「陛下……私は陛下に謝罪しなければいけないことがあります。陛下を警護する騎士として、その役割を果たせなかったことを私は……」

「言うな。セーラを大事にしてくれれば、それ以上のことはない。必ず幸せにしてくれ」

　イライアスは緑の双そう眸ぼうを動かし、私を見た。

「セーラ。私は汚れた人間です。けれどもやはり私は貴方が欲しいのです。貴方をショアフィールドの家に連れて帰りたい。身勝手だとなじられるのは覚かく悟ごの上です。貴方の気持ちが私にあったのなら、そしてそれがほんの僅かでも残っているのなら、どうかもう一度、妻と呼ばせて下さい」

　本当に？　これは現実だろうか？　それともこれは、あのドーンの夜の夢の続き？

　いや、違う。

　イライアスの瞳は、どこか曖昧で感情が読み取れなかった緑色ではなく、真っすぐ真しん摯しに、私に向けられていた。

「私は一度、イライアスさんを信じました」

　淡々とした口調で言ったが、咎とがめるような空気になった。

　イライアスの表情が強張り、柔らかな髪が濡れて張りつく白い顔は、その白さを増した。

「私は、貴方をあわよくば手に入れようと考えていました。守ると言う一方で、貴方を手に入れる願望を捨てきれなかったのです。……貴方を抱き締める権利など私には存在しなかったのに。貴方の心を軽んじ、深く傷つけたことを心から後悔しています」

　イライアスが手巾を持つ握り拳に力を込めたのが見えた。

　知っている。同じだったのだから。私も、もしかしたら本当に愛されているのかもしれない、という一いち縷るの望みを捨てきれなかったのだ。

「今、また私は信じてよいのですか？」

　これは自分に向かって言っているようなものだ。

「互いに思いやり合える良き夫になると誓ちかいます。もう一度私を、夫と呼んで欲しいのです」

　私は答える代わりに、膝をついてイライアスに抱きついた。濡れた髪が頰に当たり、その冷たさすら心地良く感じた。

「私は、イライアスさんを許します。誰が貴方を憎もうとも、私だけは貴方を許します」

「セーラ……」

「私を守ろうとしてくれて、ありがとう。イライアスさんがいなければ、私はデメルの戦いで助かっていなかったのですから。それから私のせいで、たくさんのものを失わせてごめんなさい」

「この世で最も大切な貴方を得るのに勝まさるものはありません。それに何一つ、貴方のせいなどではないのですから」

　イライアスは鼻からの出血が止まったのを確認すると、改めて頭を垂れた。結びを解かれたイライアスの髪がその両頰に無造作に流れる。

「切り落としてもなお見応えある髪だな。剃そり上げるべきだったか？」

　どこまでが本気なのか分からない投げやりな口調でレスター王が呟いた。イライアスは眉まゆ一つ動かさず聞いていた。

「陛下。どうかセーラを連れ帰るお許しを下さい」

「お前の妻だ。好きにするがいい──と言いたいところだが、まさか馬に乗せて今すぐ連れ帰るつもりではないだろうな？」

　そのつもりにございます、とイライアスはあっさりと肯こう定ていした。レスター王は呆れた口調でイライアスを諭さとした。

「セーラは乗馬が驚くほど下手だぞ。それに、この雨の中を？」

「この雨はじきにやみましょう」

　私とレスター王は思わず窓に目を向けた。

　すると先ほどまでの豪ごう雨うとはうってかわり、窓を打つ雨粒は小さく柔らかなものへと変わっているではないか。

　厚く垂たれ込こめていた雲はいつの間まにかその勢力を弱め、弱々しくはあるが陽の光が遠くの空から透すけ始めていた。確かに、雨が上がりそうだった。

　同じく空を窓越しに見ていたレスター王は、苦く笑しようした。

「やはり天はお前に味方するらしいな。だがここは、一度仕切り直してから迎えに来たらどうだ？　そもそも今回はレイモンド王子の付つき添そいではないのか？」

「ガルシア国王陛下は大変に魅み力りよく的な方ですので、私は不ふ甲が斐いなくもこれ以上妻を置いておきたくはないのです」

　レスター王は、ふん、と鼻を鳴らした。

「では少しの間、私とセーラを二人にさせよ。別れの挨拶をしたい」




　レスター王は部屋に入るなり私を抱き締め、頰を私の頭に擦すり寄せた。私も彼の身体に両腕を回し、強く抱き寄せる。

　もう、お別れなのだ……。

　次に会える機会があるのかも分からない。

　レスター王と身を寄せ合っていると、かつてヨーデル村で彼と引ひき離はなされた時の胸の痛みが蘇よみがえり、私はまたしても自分の半身を引き剝がされるような思いがした。

　こんなに辛いことを決心したのは、私なのに。

「セーラ、ずっと愛しているよ。私も近い将来、結けつ婚こんをするかもしれない。お互い家庭ができるかもしれない。でも、そうだとしても、君は私にとって唯ゆい一いつ無む二にの存在だよ」

　私は何度も頷きながら、レスター王の涙で濡れる頰に唇を滑らせた。

　レスター王の顔が動き、私の唇に彼の唇が押し当てられる。──最後の口づけだ。

　レスター王は私の唇を互いの涙ごとついばみながら口を開いた。

「君を正せい妃ひにできなかった自分の立場が恨うらめしいよ。自分が王という立場でさえなければ、と心から思う」

　レスター王は私の両頰を手で包つつみ込こみ、間近で私の視線を捉とらえた。

「ねえ、もし生まれ変わりがあるのだとしたら、その時は絶対に君を放さないよ。その時は、私の妻になると約束をして」

「うん。きっとそうするよ」

「きっとじゃだめだ」

「絶対、そうする。アルを選ぶよ」

「本当に？　私と結婚してくれる？」

「うん。約束する」

　私たちはそういう運命にあったのだろう。そんな気がした。

　レスター王は私の両目に唇を落としてから、身体を離した。

　左手首を私の前に出すと、そこに巻きついている金色の腕うで輪わを外した。

「これを持っていて。いつでも私を思い出せるように」

　腕輪を受け取り、自分の左手首にはめようとすると、レスター王の指がそれを制止し、代わりに留め金を留とめてくれた。

　私たちは長いことそうして抱き合ったままでいた。




　雨は上がっていた。

　雲の切れ間から幾いく筋すじもの光が射し、まだ濡れて光る石畳の地面を照らす。

　私はレスター王と王城の建物の入口をゆっくりと歩いて出た。

　前庭ではイライアスが馬の手綱を手にして私を待っていた。

「気をつけろよ。落馬するなよ」

　聞き慣れた低音に振り返ると、キースがシアと二人、建物のひさしから下りる柱に寄りかかって見ていた。急いでキースに駆け寄る。

「キースさん、貴方はイリリアに帰らないの？」

　キースは薄い笑みを見せながら、首を左右に振った。

「あんたがイライアス様を選んだのなら、俺おれはレスター陛下を選ぶ。ここで、本来の自分を取り戻していくよ」

　私は無言で頷いた。キースの瞳は今、私が見たことがないほど澄みきっている気がした。私たちはしばらく無言で見つめ合い、別れの時を迎えた。

「キースさん、お世話になりました」

「ああ。あんたのこと、忘れないよ。──イライアス様を幸せにしてあげてくれ」

　シアにも頭を下げ、再びレスター王のもとに戻り、握あく手しゆを求めた。淡い青の類たぐい稀まれな瞳を、そうして脳裏に焼きつける。

　レスター王は私の左手首に手を滑らせ、控ひかえめな笑顔を見せてくれた。

「セーラ。君の幸せをいつも祈いのっているよ」

「ありがとう。私もだよ。……さようなら」

　王城の建物から前庭へと続く、数段の白い階段に足を下ろした。

　馬に乗るのを手伝うよ、と言いながらキースがついてくる。

　イライアスの手を借りて馬の背に乗ると、キースに手綱を預けてイライアスが私の後ろに乗った。

　キースはイライアスと僅かな間、物言いたげに視線を交わした後、手綱を彼に返した。

「キースさん、さよなら。元気でね」

　馬上から声を出すとキースは滲にじむように笑んだ。

「ヴォイツェクだ」

「えっ？」

「俺の本当の名は、ヴォイツェクという」

　私が驚いて目を見張っていると、イライアスは馬の方向を変え、首を出口に向けた。私は更に自分の首を後ろへ向けて、白い王城の前に立つガルシア王国の人々を見た。

「皆さん、ありがとうございました！　ヴォイツェクさん、さよなら！」

　大きな声を張り上げて手をブンブンと振ると、レスター王も、キースもシアも手を振り返してくれた。

　その姿はやがて遠ざかっていった。




　は、速い！　速い!!

　イ、イライアスさん、私馬から落ちそうです──口から出た言葉は正面からぶつかって来る爆ばく風ふうに奪われ、後ろの人物にはちっとも伝わらない。

　イライアスは全速力で馬を走らせていた。

「陛下と二人きりで何を話していたのです？」

　耳元で美声が響く。答えたくても、そのゆとりがない。

「まあいいでしょう。……後でたっぷり時間をかけて聞きますから」

　やがて前方に馬車が連なる一団が見え、速度の遅おそかったそれにあっという間に近づき、私たちはその後ろについた。

　一行は私たちに気づいたのか、速度を更に落とし、ついには止まった。

　黒い馬車の扉が勢いよく開くと、中からはメリディアン王女が飛び出してきた。金の髪をキラキラと揺らしながら弾ける笑顔で私たちの所まで走って来る。余程夢中で駆けているのか、途中で華きや奢しやな銀色の靴くつが片方脱ぬげても気にも留めずに、メリディアン王女は興奮気味に上ずった声を上げた。

「イライアス！　やったのね！」

　私たちが本当の夫ふう婦ふになれるきっかけを作ってくれた彼女に、礼を言おうと自然と綻ほころぶ口元を開けた次の瞬間、突然視界が塞ふさがった。背後から手が回されて顔が降ってきたかと思うと、私はイライアスに唇を奪われていたのだ。

「……それのどこがメリディアンの忘れ物なのだ。お前の忘れ物ではないか」

　飛んできた怒ど気きの乗った声に、イライアスが私から唇を離した。後ろを向かされていた首を元に戻すと、メリディアン王女に続いてレイモンド王子が馬車から降りてくるところだった。どうやら、イライアスはメリディアン王女の忘れ物を取りに戻る、と体てい裁さいを繕つくろっていたらしい。

　イライアスはするりと鞍から滑り下り、レイモンド王子の前まで歩み、膝を折った。

「図はからずもメリディアン様と同じ忘れ物をしておりました」

「……は、図った結果ではないか……！」

　レイモンド王子は不意に目を一度大きく見開き、激しく瞬いた。

「お前、髪が短くなっていないか……？」

「殿下から私めの髪などのご心配を賜たまわるとは、この身に余る幸せにございます」

「心配などしてはいない！　驚いただけだ」

　イライアスは失礼します、と宣言すると立ち上がり、レイモンド王子のすぐ後ろに転がったままだったメリディアン王女の靴を拾い上げた。

　レイモンド王子とイライアスを注視していたメリディアン王女の方へそのまま進むと、彼女の正面に屈んだ。

「メリディアン様、靴をお忘れですよ」

　イライアスの両手で恭うやうやしく差し出された靴の中に足を入れながら、メリディアン王女は首を小さく左右に振り、控えめに息を吐はいた。

「人って、変わるものねえ。本当に」
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「エリオットがいないんだけど！　知らない!?」

　出発の時間だというのに、なんでいなくなるのよ！

　チョロついてはすぐに消えるエリオットの姿を求めて、私はソファに悠ゆう然ぜんと座すわる夫を見た。

「ねえ、イライアス！　なんで新聞なんか読んでるの？　もう出る時間だから！　ジルが表で待ってるよ？」

　そう言うと、彼かれはようやく新聞をテーブルに置き、立ち上がった。

「そんなに怒おこるとお腹なかの天使に障さわりますよ。エリオットなら、父上と中庭で遊んでいましたよ」

　中庭!?　ここからすっごく遠いじゃないか。

　急いで中庭までエリオットを迎むかえに行こうとすると、イライアスに腕うでを押さえられた。

「私が行ってきます。先に馬車に乗っていなさい」

　四年前に北の領地を粗あら方かた没ぼつ収しゆうされたショアフィールド家の父母は、今私たちと一いつ緒しよに王都の屋や敷しきに暮らしていた。

　義父は飄ひよう々ひようとした人物で、私を静かに受け入れてくれたが、当初、義母の私に対する態度は極きわめて冷たかった。年ねん齢れいを感じさせないほどに美しいその義母は、長い間私とほとんど口をきいてくれなかった。広大な屋敷では、別の部屋で過ごされると、距きよ離りはなかなか縮まらなかった。

　転機は三年前に訪おとずれた。

　ガルシアとの敗戦以来、支持を失っていた国王が退位し、フィリップ王子がイリリア国王として即そく位いすると、イライアスは再び宮きゆう廷てい騎き士し団長に任命され、ちょうどその頃ころ私はイライアスとの子どもを産んだ。

　それをきっかけに、義母と顔を合わせることが増え、今ではすっかり打ち解けている。

　とりわけ義母は長男のエリオットを目に入れても痛くないほど、可か愛わいがっていた。彼はイライアスにそっくりなのだ。

　玄げん関かんホールを抜ぬけようとすると、後ろから名を呼ばれた。見ると義母が両手にカゴを抱かかえている。

　相変わらず置物みたいに綺き麗れいな義母だが、カゴには菓か子しが山ほど入っていた。

「エリオットたちに持って行きなさい。馬車の中で食べるでしょう？」

　お義か母あさま。孫を虫歯だらけにするつもりですか。そう言いたいところをぐっと堪こらえ、笑え顔がおで礼を言う。カゴを受け取ろうと手を伸のばすと、義母は軽かろやかに首を振ふった。

「重いから私が運びますよ。貴方あなたときたら、いつもお腹が大きいのだから」

　文句は自分の息子むすこに言ってくれないか。

　私だって流石に毎年出産をするというのは、キツイ。あまり出かけられないし、いつも低い靴くつをはいて、ドレスも妊にん婦ぷ用の地味なものばかり。クロゼットには、ほぼ新品の素す晴ばらしいドレスたちが眠ねむったままだ。なのに、いまだにイライアスは美び貌ぼうに変わりがなく、王宮であちこちの女性から言い寄られている。なんだか不公平だ。

　そんな私の不満を素す早ばやく読み取ったのか、義母はその貴石のような緑色の瞳ひとみを躍おどらせて、付け加えた。

「あら、でもまだ子どもは必要よ？　貴方にはまだまだ頑がん張ばってもらわなければ。ガルシアの領地を将来継つぐ子も欲しいし、ショアフィールドにも男の子が二人はいないと。娘むすめも二人……いえ、三人は最低必要よ」

　自分はそんなに産んでいないじゃないか！　と私は心の中で反論する。

「大だい丈じよう夫ぶよ。貴方たちは鬱うつ陶とうしいほどに愛し合っているじゃないの」

「す、すみません……」

　おかあさま、と高く澄すんだ声がして、エリオットがイライアスと義父に左右の手を繫つながれてトコトコと歩いて来た。

　お菓子のカゴを見るなり、今食べたい、と騒さわぎだす。言わんこっちゃない。

　騒ぐエリオットを宥なだめながら、玄関を出て、門から続く私道に停められた我わが家やの馬車を見た。

　その一いつ瞬しゆん、私はなぜか、かつてそこから無人の馬車を振り返り、キースの名を呼んだ夜を思い出した。あの日から四年が経たち、その間になんと多くのものが変わったことだろう。

　あの時の自分は、四年後にこうして子どもたちを連れ、イライアスと一緒にガルシア王国に、今はその地に住む私の実の両親と王を訪ねに行く日が来るなんて、思いもしなかった。

「アリアンナ様はお休みになられてしまいました」

　人ひと懐なつこい笑顔で言う補佐官ジルの声に、現実に引ひき戻もどされる。

　馬車の中を覗のぞき込こむと、二歳さいになる次男ショーンの隣となりで長女のアリアンナが侍じ女じよに抱だかれてすやすやと、気持ち良さそうに寝ね息いきを立てていた。

　エリオットに何度もキスをしてから、彼を馬車に乗せ、義母が呟つぶやいた。

「アリアンナは小さいから、置いて行けばいいのに」

　するとイライアスがまたその話か、とややげんなりした顔で義母を諫いさめた。

「アリアンナを見たいとガルシア国王夫妻がご所しよ望もうなのですよ。連れて行かないわけにはいきません」

　ガルシア国王のレスターは、三年前にメリディアン王女と結けつ婚こんしていた。レイモンド王子がイリリア国王から遣つかわされたあの日、メリディアン王女を娶めとるつもりがないか打診があったのだ。

　私はそれを帰国後に、イライアスから聞かされた。

　ガルシア国王夫妻には一年半前に王子が誕生し、その後アリアンナが生まれると間もなく、幼い二人の婚こん約やく話ばなしが舞まい込こんできた。

　もっとも、最初はメリディアン様のおふざけだろう、と受け流していた。

　アリアンナはまだ一歳ながら、どう見ても素晴らしく整った顔立ちをしていた。母親の私が言うのもなんだが、この子を見た時、本当に私が産んだのか内心疑ったものだ。

　イライアスともまた違ちがった美しさで、義母いわく、絶世の美女としてイリリア王国中の貴族の男たちから求きゆう婚こんされたという、義母の祖母に生き写しらしかった。

　遠過ぎて全くピンと来ないが、ホルガー系の顔立ちだ、と反はん駁ばくする材料は残念ながら一いつ切さいないので、大人しく同意することにしている。義母にはやたらに反論しないのが吉きちだ。

　そんなわけで早くもアリアンナの噂うわさが広まってしまい、最近ではわざわざアリアンナを見に来る貴族がいたり、将来を見込んで養女に迎えたいと言う王族まで出てくる始末だった。

　イライアスはなんだかんだと理由をつけては、それを断るのに苦く慮りよしていた。

「断言できますよ。この子を一目見たら、ガルシアも未来の王おう妃ひに欲ほしいと思うに決まっています」

　満足げに勝手な予言をしながら、義母は馬車の扉とびらを外から閉めた。

　馬車が動き出す。ジルは馬に乗り、先を走る。

「ねえ、アリアンナはガルシアの王子さまと結婚するの？　ならぼくはお母様と結婚する」

　そう無む邪じや気きに言いながら、エリオットが隣に座る私にべったりとへばりついてきた。柔やわらかな小さい身体が、温かい。

　それを見て、正面に座るイライアスが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「エリオット。お父様はその冗じよう談だんが嫌きらいだと何度も言っている」

「じょうだんじゃないよ！　本気だもん」

「お前も知っての通り、お母様はお父様と結婚している」

　そう言うとイライアスは長い腕を伸ばし、私の左手を捉えて優やさしく握にぎった。同意を求めるように笑えんだイライアスの表情に妙みような色気が漂ただよっていて、見慣れてもなお私は見み惚とれてしまった。

「でもぼくはうわきしないもん！」

　不意にイライアスの目つきは冷気を帯び、眉根を寄せてエリオットを見た。

「お父様が浮うわ気きをしたような言い草はよしなさい」

「ぼくはパーティで他の女の人とおどったりしないもん！」

「社交についてお勉強が必要だな。とにかく、お前たちのお母様はお父様だけの奥おくさんなんだ」

　同乗する侍女が顔を歪ゆがめて笑いを堪えている。

　ショーンは侍女の膝ひざ上うえで、わけも分からずつられて笑っていた。

「よく覚えておきなさい。お母様が欲しいなら、可愛い息子といえど、決けつ闘とうを申し込む」

「ズルいよ～。お父様に剣けんでかなう人なんていないもん！」

　くすくすという笑い声が馬車の中でこだまする。

　目を上げると悪戯いたずらっぽく輝かがやくイライアスの瞳とぶつかった。この瞬しゆん間かんに私の気持ちは空気のようにふわりと浮ふ上じようし、温かなもので満たされる。

　時折あの日々を思い出す。辛つらかったかつての出来事は、二度と繰くり返かえしたくはないけれど、今の私に繫がる過去として受け入れている。




　私の愛する人と、愛してくれる人。

　可愛い子どもたちと、まだ見ぬお腹の赤ちゃん。気心が知れた侍女。

　皆みなが満ち足りて心安らぐ、楽しい、けれどなんでもない時間を作っていた。

　私は今、それを嚙かみ締しめる。

　幸せという、形のない瞬間の連続を。










あとがき




　こんにちは！　岡おか達だち英え茉まと申します。

　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。

「王宮の至宝と人ひと質じちな私」の後編をお届けしました。

　前の巻で小さな村を出て王宮へ行った（行く羽目になった？）主人公ですが、今回は敵対国へ旅をすることになりました。

　サブタイトル通り、主人公は最後に幸せを摑つかんでくれたのだと思いますが、読んで下さった方々に少しでも温かいものをお届け出来ましたなら幸いです。

「王宮の至宝と人質な私」は、ちょっと残念な美形と知らないうちに結けつ婚こんさせられていた主人公の、困こん惑わくする姿が思おもい浮うかんだのがきっかけで出来あがりました。作者の力不足のせいで大変分かりにくいですが、実は根底にあるテーマは、ダークな過去を持つ男性を、果たして許して愛せるか、だったりします。

　今から思えば書き始めた当初は、考えてもいなかった登場人物もいます。そんな人物に限って最後は必要不可欠になり、エンディングに向けて大いに頑がん張ばってくれました。誰だれとは言いませんが、キースです。そんな彼かれに密ひそかに感謝をしています。

　主人公セーラの体験を、こうして読んで下さった方々とこの本を通して共有できましたことを、とても嬉うれしく思います。

　最後に謝辞を！　この本の出版に際して、今回もたくさんの方々のお世話になりました。

　この物語をネットの世界から、新しい場所へと連れ出して下さった担当様。うっとりするほど美しいイラストで、また作者を幸せでいっぱいにして下さった紫むらさきあや様。そして校正様には頭が上がりません。

　なんだかよく分からないながらも協力してくれた家族、厄やつ介かいな相談に乗って下さった職場の上司、応おう援えんして下さった皆みな様さま、この本の出版に関わって下さった全ての方々にお礼申し上げます。

　本当にありがとうございます。

　さて、巻末になりますがその後の主人公の様子を少しご紹しよう介かいしたいと思います。

　あとがきの後には「王宮の至宝と人質な私」の後日談がございますので、最後までお楽しみいただければ幸いです。

　あとがきを書いている今は、まだ徐じよ々じよに寒くなりつつある季節ですが、この本が出ます頃ころにはきっと冬の一番寒い時期です。皆様がお風か邪ぜなど召めされませんよう祈いのって。





岡達　英茉　
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　私の義母──イライアスの母親は野次馬に怒いかり心頭であった。

　ガルシア国王の義理の姉がこの屋や敷しきにいるらしい。

　その噂うわさは光速で広まり、戦争の後で私がイリリアに帰国すると、イライアスの屋敷の周りには野次馬が集まるようになっていた。

　人ひと質じちにされてあちこち連れまわされた、かわいそうな女性を見に。

　もしくは、憎にくい敵国の王と育った女を一目見に。

「ガルシアの王の姉など、見ても何の得にもならないというのに」

「母上。セーラはガルシア国王の姉ではありませんよ。同い年なのです」

「そんなことはどちらでもよろしい！　……全く、敷しき地ちから馬車を出すだけで大変なのだから」

「母上。セーラには何の責任もないことです。悪いのは……」

　義母はイライアスが話している途と中ちゆうで、身を翻ひるがえし、屋敷の奥おくへと行ってしまった。

　その少し後で、溜ため息いきをつきながら居間から出て来たイライアスは、廊ろう下かで私と出くわし、目を見開いた。

「ごめんね、私のせいで……」

　するとイライアスは長い腕うでを伸のばして私を抱だき締しめた。

「貴方あなたが責任を感じる必要はありません」

　彼は身体を少し離はなすと、私を見下ろした。

「何か対策を講じた方がよさそうですね。放っておけば、我わが家やは観光地になってしまう」

　時計に目をやると、イライアスは慌あわてた様子で玄げん関かんへ向かった。

　帰国後連日、イライアスは早朝に家を出て王宮へ出勤し、夜よる遅おそくに帰宅していた。

　戦争の後処理だけでなく、私に起因する厄やつ介かいごとでイライアスは日々追われていた。




　その日の夜、私は寝ねる前に寝しん室しつで手紙をしたためていた。

　メリディアン王女からの手紙の返事だった。

　私とメリディアン王女はガルシアからイリリアへ、二週間前に帰国したのだが、以来メリディアン王女は毎日のように手紙を私に送ってくれていた。それも長い長い手紙を。

　手紙には、毎日の出来事がそれはつぶさに書き記されていた。

　そのため、私は彼かの女じよが朝起きてから夜寝るまで何をしていたか、果ては夜何の夢を見たかまで分かるようになっていた。

　五枚目の便びん箋せんに筆を入れていたところ、寝室の扉とびらがノックされ、イライアスが現れた。

　珍めずらしく今夜は私が寝る前に帰って来たのだ。

「お帰りなさい。今日は久しぶりに早かったんですね！」

　筆を途中で放り出し、イライアスのもとに駆かけ寄よると、私は彼に優やさしく抱き締められた。

「またメリディアン様への手紙を書いていたのですか？」

「はい。短いと怒おこるのでたくさん……」

　イライアスは小さく笑った。

「明日、ホルガー男だん爵しやくを宮きゆう廷てい騎き士し団だんがヨーデル村に送り届けることになりました」

「父さんを!?」

　父さんは、あの日アルを追いかけたきり、もう十年以上もヨーデル村に帰っていなかった。王宮に軟なん禁きんされていたからだ。

　その父さんが、ついに村の家に帰れる！　母さんが、どんなに喜ぶだろう。

　私は少し考えてからイライアスの身体をそっと離し、彼を見上げて提案してみた。

「あの、考えていたんだけど、……私も一度ヨーデル村に帰ろうかと思うんです」

「それは認めません」

　にべもない。

「でも、ここにいると野次馬が増える一方ですし」

　義母は怒りで大だい噴ふん火か寸前だし。

「ホルガー男爵と貴方が揃そろって帰れば、今度は貴方の実家が観光地になりますよ」

　うっ、と私は返答に困った。

　門もないあの小さな家に、野次馬が集まったら──想像するだけで身み震ぶるいがする。

　イライアスは少し表情を緩ゆるめて、優しい声こわ色ねで言った。

「ご家族に会いたい気持ちは分かります。ですが、もう少し待って下さい」

　そう言うとイライアスは私の肩かたをそっと押おして、椅い子すに再び座すわらせた。丸机の上の手紙の束にちらっと目をやった後で、自分も向かいの椅子に腰こしを下ろす。

「実は話があって、今夜は早目に仕事を切り上げました」

「なんですか？」

「私がヨーデル村から戻もどったら、しばらく──そうですね、二週間ほどダンデノンに行きませんか？」

　ダンデノン？　行ったことはないが、王都から少し南へ下った地方だ。

「でも、お仕事が忙いそがしいのでは……？」

「私は先に王都に帰ります。ダンデノンには私の父方の祖母が住む屋敷があるのです。親しん戚せきが集まるそうなので、貴方を皆みなに紹しよう介かいしたいのです」

「ご親戚に……」

　思わず身構えてしまった。

　義父は物もの凄すごく静かな人だった。日がな机に向かい、パズルを無言で解いていると思いきや、唐とう突とつに庭に出て剣けんを振ふって身体を鍛きたえるといった、ちょっと変わったところがあった。

　その義父の、親戚……。

　デキた妻なら、何のてらいもない笑え顔がおで、楽しみですわ、と返事をするのだろう。だが正直過ぎる不器用な私は、どう転んでも乗り気ではない顔をしてしまった。

　私の考えていることを察したのか、イライアスは言い足した。

「念ねんのため、ジルもダンデノンに残します。──ダンデノンは花の精油の産地で、広大な花畑を擁ようしていて、一年中花が見み頃ごろなのですよ」

　イライアスの補ほ佐さ官かんであるジルもダンデノンにいてくれるなら、残されても心強い。

　それにイライアスは、私に花畑を見せたいわけではないだろう。

　これはきっと、彼が今朝言っていた野次馬対策なのだ。

　確かに今はこの家を留守にした方がいいかもしれない。

　私が出て行った、と分かれば野次馬も減るだろう。

　結局私はイライアスの祖母の屋敷へありがたくお邪魔させてもらうことにし、荷造りに勤いそしんだ。




　ダンデノンの屋敷は、花畑に囲まれた、とても素す敵てきな所にあった。

　クリーム色の四階建ての屋敷の周りは、紫むらさきや黄、赤や白といった様々な花が咲さき誇ほこり、色とりどりの絨じゆう毯たんのようだった。

　意外にもイライアスの祖母は、貴族然とした義父母とは違ちがい、素そ朴ぼくで気さくな人だった。

　彼女は曲がった腰で、杖つえをつきながら侍じ女じよの手を借りて歩き、皺しわだらけの顔を笑顔でいっぱいにすると、私に向かって背せ伸のびをして、キスをしてくれた。

「お祖ば母あ様さま。私の妻のセーラです」

　妻、と呼ばれることに、嬉うれしさと恥はずかしさが混ざった、何とも言えない気分になる。

「お招きありがとうございます。お世話になります」

「可か愛わいい家族が増えて、嬉しいわ。好きなだけここにいてね」

　夕暮れ時になると屋敷の庭には、大勢の親戚やご近所さんたちが集まってきた。芝生しばふに置かれたテーブルには軽食や飲み物が用意されており、ちょっとしたパーティのようになっていた。

　緊きん張ちようでドキドキする私の手を取り、イライアスが扉の前に立つ。

　私たちは互たがいに目を一度合わせてから、一いつ緒しよに庭に出た。するとそれまで歓かん談だんしていた人たちが一いつ斉せいにこちらを向き、私たちを迎むかえるように半円形になりながら歩いてきた。

　中でも、中高年の女性たちは目を輝かがやかせて私の方へ急ぎ足で歩いて来て、話しかけてくれた。

「ようこそ、ダンデノンへ！」

「貴方があのセーラね！」

「会いたかったわ」

　私はあっという間におば様方に囲まれ、一度に話しかけられた。

　イライアスの方をちらりと見ると、彼は苦く笑しようしていた。

「ねえ、あの噂は本当なの？」

「ちょっと、それよりイライアスとの馴なれ初そめを聞くのが先でしょ！」

　どうやら私から色々話を聞きたいらしいおば様方によって、私はズルズルとテーブルへと誘ゆう導どうされていった。

　おば様の一人が、皿からナッツを次々に口に放り込みながら、私に言った。

「あのイライアスを、ここまで一いち途ずに変えた貴方は、女め神がみだわ！」

　彼女はついにナッツを皿ごと腕の中に抱かかえて食べ始めた。

「イライアスと、どうやって知り合ったの？」

　レスター王の話を振られるより、こちらの話題の方がまだ話しやすい。

　私は少し恥ずかしくなりながらも、イライアスとの出会いについて話し始めた。──期待に応えるため、ほんのちょっぴり誇こ張ちようしながら。

「イライアス！　会いたかったわ！」

　黄色い声が上がったのでそちらへ視線を移すと、黒くろ髪かみの少女が両手を広げてイライアスに抱きついていた。

「メリディアン王女は、どんな方だったの？　侍女をしていたって本当？」

　目を爛らん々らんと輝かせるおば様方の質問に、私は我に返って、再び私を包囲している彼女たちに話し始めた。

　メリディアン王女の話は滅めつ多たに外部に漏もれないのか、私の内輪話はおば様方を大いに沸わかせ、喜ばせた。




　いつの間にか私を囲むおば様方の人数が増え、私の周りだけ唐突に人口密度が高くなっていた。ちらっとイライアスの方を横目で確かく認にんすると、先ほどの少女がまだ傍かたわらにいて、彼の腕に自分の腕を絡からませて、甘あまえるように話しかけていた。

　──誰だれだろう、あの子。

　嬉しくてたまらない、といった様子でその少女はイライアスと話をしていた。

　艶つやのある黒髪の三つ編みをお団子状にして、両耳の上でまとめてハーフアップにし、その上に赤い色鮮あざやかな花飾かざりをさしていた。

　綺き麗れいな緑色の瞳ひとみはどことなくイライアスに似ている。

　話しているうちに少女の花飾りが、スルリと髪かみから滑すべって芝の上に落ちた。それをごく自然な動作でイライアスが拾い、少女の髪にさす……少女が花咲くように笑った。

　まるでこれ以上嬉しいことはこの世には存在しない、と思えるほどの笑顔で。

　イライアスはああいうことが、何気なくできてしまうのだ。

　そしてイライアスのそういうところが、私を羨うらやましいような、悔くやしいような、切ないような複雑な気持ちにさせる。

「まぁティタニアったら、こんな時までイライアスにベッタリ」

　ナッツを全部食べ終わったおば様が、皿をテーブルに戻してから私の二の腕に触ふれ、耳打ちしてくれた。

「今イライアスと話しているのは彼の従妹いとこのティタニアよ。昔からイライアスが大好きで……。自分が妻だと、しっかり主張してきなさい。貴方が隣となりに立っていなさい！」

　そう言うとおば様は私の背を押し、包囲網もうを解いてくれた。

　私は二の腕に付着したナッツの塩を密ひそかに払はらいながら、イライアスの方へ歩いて行った。

　隣に立ちたいが、隣があいていない。

　イライアスはすぐに気がつき、私の方へ歩いて来た。少女もぴったりとついてくる。

「ティタニア。私の妻のセーラだよ」

　少女は数秒、その緑の双そう眸ぼうで私をひたと見つめた後、柔やわらかな笑えみを浮うかべ、そのまま片かた膝ひざを軽く折って、可愛らしく挨あい拶さつをしてくれた。

　実に優ゆう雅がな所作で、悔しいかな惚ほれ惚ぼれしてしまう。

「セーラお姉様、よろしくお願いします」

　その後ティタニアは私については一いつ切さい聞いてくることがなく、ダンデノンの花祭りについて熱心に教えてくれた。

「来月、花祭りが開かれるのよ。とても盛せい大だいな催もよおしだから、是ぜ非ひお姉様にも見ていただきたいわ！」

　イライアスは仕事があるため、先に王都へ帰り、私だけしばらくダンデノンに残る予定ではあったが、一応二週間程度のつもりだった。そこまで滞たい在ざいしているだろうか。

「再来月には、精油祭があるの。こちらも是非ご覧になるべきだわ！」

　するとイライアスのお祖母様が横から話に加わった。

「精油祭には、うちの領地で取れた精油も出すのよ。貴方がいたいだけ、ここにいて頂ちよう戴だい。私も賑にぎやかになって嬉しいわ」

　お祖母様と私が話し始めると、ティタニアは首を伸ばし、イライアスの耳元に何事か囁ささやいていた。……どきん、と胸が痛む。

　よく聞こえなかったが、野次馬、王都のお屋敷が大変、などという単語が切れ切れに聞こえた。

　ティタニアは、何事か考え込む様子のイライアスの腕を引っ張り、甘えた声で言った。

「ねえ、その間わたくしが王都に遊びに行ってもいい？　ね？　いいでしょう？」




　パーティが終わり、入浴が済むと身体はサッパリしたのに、心の中は晴れずにモヤモヤとしていた。

　──このわだかまりは何だろう。

　廊下の開け放たれた大きな窓から庭を眺ながめていると、湿しつ気けを帯びた風が吹ふき込こみ、やがてポツポツと雨音が聞こえてきた。

　庭の花々を濡ぬらしていくその雨を見ながら、私は気がついた。これは、焼きもちだと。

　私はイライアスの従妹に焼きもちを妬やいていた。

　おまけに、急にイライアスの昔の恋こい人びとの、シューリの存在を思い出した。思い返せば彼女も、黒い髪をしていた。イライアスは黒髪が好きなのかもしれない。

　グダグダとそんなことを考えていると、庭に続くテラスの扉が開いて、外から青年が駆け込んで来た。

　彼は両手にいっぱいの紫色ラベンダーの花束を抱えていた。扉を閉めると、フワリと風に乗って良い香かおりが鼻び腔こうを掠かすめた。

「お庭の花ですか？」

　私が尋たずねると、青年は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてから答えた。

「はい。お庭で栽さい培ばいしているものです。奥おく様さまはポプリがお好きですので」

　奥様とはイライアスのお祖母様のことだろう。雨に散らされる前に摘つんできたに違いない。

　青年は腕に抱えた花束の直線的な緑色の茎くきに触れた。

「これから逆さに吊つるして、乾かん燥そうさせるんです」

「部屋に吊るしたら、いい香りで溢あふれそうですね」

　青年は朗ほがらかに笑い、腕の中から小さな束を私に手て渡わたした。

「差し上げます！　よかったらどうぞ」

「貰っていいの？　ありがとう！」

　予期せぬプレゼントに、嬉しくなりながらラベンダーを受け取った。

　その上、ポプリの作り方を、青年から丁寧に教えてもらった。




　寝室に戻ると、まだイライアスはいないようだった。

　どこかホッとしている自分がいた。──何せイライアスと同じ寝室を使うのは、実はこれが初めてのことだった。

　私たちはガルシアから帰国後、あまりの多た忙ぼうさに、部屋は元のまま別々にしてあったのだ。

　ちらりと部屋の奥に視線を投げる。当然ながら、そこに鎮ちん座ざする寝しん台だいは一台だった。一いつ瞬しゆん私はドーンの屋敷に着いた時のことを思い出してしまった。

　イライアスが部屋に入ってくると、私は無意味に出窓に張りつき、懸けん命めいに窓の外の雨を心配するフリをしていた。

「か、風が強くて、花が心配ですね」

　イライアスは平板な声で、そうですね、とだけ返事をすると、背後から歩み寄り、私を抱きすくめた。心臓がどきどきと跳はねる。

「皆さん、良い方たちで、とても嬉しかったです」

　イライアスの腕が更さらに私を引き寄せ、私は彼と隙すき間まなく密着させられた。心臓が痛いほど存在を主張する。

「セーラ。私こそ貴方にここに来てもらえて、心から嬉しく思います」

　イライアスの手が私の髪に触れ、その束に唇くちびるを押しつけた。

　もう片方の手は、スルリと私の手の上を滑ると、私が持っていた花束を奪うばい去さる。イライアスはそのままそれを床ゆかに放った。

「あっ！　どうして……」

「楽しそうに庭師と話していた、とつい先ほどティタニアから聞きましたよ」

　ティタニアは私とあの青年が廊下で話しているのを見たらしい。それをイライアスに告げ口したとは。

　私は顔の上に降ってきたイライアスの顔を、そっぽを向くことで避さけた。身体を離して少し距きよ離りを取る。

「ポプリの作り方を聞いただけです。……イライアスさんだって、ティタニアとすごく仲良くしていたのに……」

　イライアスは意外そうに片かた眉まゆを上げ、あの子は妹のようなものだ、と言った。

「で、でもティタニアさんはそんな風に思ってません、絶対！」

　なぜかイライアスは少し表情を緩めた。

　──私はこんなに怒っているのに、なんで笑ってるの！

「……私がティタニアと仲良くすると、嫌いやな気持ちに？」

「なります……っ！」

　突とつ然ぜんイライアスは大おお股またで近寄り、私を勢いよく抱き上げると、後ろにある出窓の上に座らせた。予期せぬ行動に驚おどろいていると、イライアスは身を乗り出して私にキスをした。

「妬いてくれる日が来ようとは……。感無量です」

　──ああ、そうだった。

　私はかつてイライアスに、彼が他の女性とどこで何をしようが、全然気にならない、と言い放ったことがあったではないか。それなのに、何という変わりようだろう。

　だって彼は、イリリアの王宮の至宝なんだもの。

「イライアスさんは、ズルイです。いつも私が妬いてばかり……」

　するとイライアスは私の耳元に口を寄せ、囁いた。

「貴方は自分がどんなに私を妬かせてきたか、分かっていない」

　イライアスの顔が少し動き、私は自分の耳に彼の歯が当てられたのを感じた。

　そのままイライアスは私の耳たぶを軽く嚙かんだ。驚きのあまり、全身がカッと熱くなる。

　イライアスは私の両手を取り、指を絡めた。

「貴方がガルシアにいる間、どれほど嫉しつ妬とに狂くるいそうになったか」

　私は覗のぞき込こんでくるイライアスから顔を逸そらし、疑う目つきで見返した。

　どうしても、庭でのティタニアとの様子や、果ては懐なつかしのシューリの姿までが脳のう裏りにちらつき、目の前の自分の夫に不満を呈ていしたくなる。

「イライアスさんは、……どういう女性が好きなんですか？」

「今いま更さらなぜそんなことを？　私が好きなのは貴方のような女性です」

「ほら、そういうところ！　そういうのが、ズルいんです！」

「ズルいとは？」

「そういうことを、女性全員にサラッと言っていませんか？」

「そんな筈はずないでしょう」

「イライアスさんはそんなこと言っても実際は、私がいなくても涼すずしい顔で過ごせそうです」

　イライアスは繫いだ手を引っ張るようにして、出窓に腰かける私を自分に引き寄せた。

　顔と顔が触れ合うほど近づく。

「こういうことを、誰にでもすると？」

　頭の後ろは窓なので、逃にげ場ばがない。

　迫せまりくるイライアスの色気を含ふくんだ表情が、クラクラしてしまうほど美しく、気を強く保たないと理性がどこかに飛んでしまいそうだ。

　至近距離で見つめてくる緑の目に、自分の顔が映っている。その自分の顔が、ひどく情けなくて私は後ろを向いて彼の視界から離れようとした。今度はすぐ後ろの窓ガラスに、私の顔が映る。イライアスが呼ぶので、私は首を左右に振った。

「そんなに見ないで下さい。私の顔なんてすぐ見み飽あきちゃいますよ」

　イライアスの指先が私の頰ほおに触れ、ものの数秒もしないで再び彼の方を向かされる。

「飽きるまで見たいものです」

「飽あきられるくらいなら、見せません」

「私を挑ちよう発はつしたいのですか？」

「だって、なんだか色々心配で」

　庭で聞いたティタニアの甘えた声が、耳に蘇よみがえる。

　私がいない王都の屋敷に、ティタニアが遊びに行ったら。想像しただけで嫌だ。

　──本当は、イライアスと離れたくない。

　帰国後は忙し過ぎて、一緒に過ごせる時間なんてほとんどなかったけれど、それでも毎日顔を合わせることはできた。思おもい悩なやんでいると、イライアスが囁いた。

「私のことが嫌になりましたか？」

　私はハッと顔を上げ、違う、と首をせわしなく左右に振った。

「違います！　そうじゃなくて、……イライアスさんを好きだから」

　息がかかるほど近くにあった緑色の瞳が、微かすかに見開かれた。

　──変なことを言っただろうか？　子どもじみた告白だったかもしれない。

　私はにわかに焦あせり、恥ずかしくなって視線を逸らした。

　そうして、勇気を持って少し震ふるえる声で尋ねてみた。

「私のこと、ちゃんと一番好きですか？」

　イライアスの指がやや乱暴に私の顎あごを捉とらえ、正面を向かされるや否いなや、キスをされた。それは私を窓に押しつけてしまうほどの強さと激しさで、困こん惑わくして持ち上げた私の手は、あっという間に振ふり払はらわれた。

　頭が押しつけられている窓には外から大おお粒つぶの雨が打ちつけ、その音と振しん動どうが私の混乱に拍はく車しやをかける。けれど冷たい雨とは対照的に、頭の中は加速度的に熱くなっていく。

　イライアスの熱ねつ烈れつな口づけに息が上がってしまい、思わず顔を背そむける。

「もう、逃がしませんよ」

　イライアスは何度も、何度も私の口元に自身の唇を押し当て、私に挑いどむような視線を向けて囁いた。

「挑発し過ぎですよ」

「そんなつもりじゃ……」

「私がどれほどこの時を待ち、どれくらいこうしたかったか、貴方はきっとまだ分かっていない」

　短いキスが終わると、イライアスは私の片足を軽く上げ、なぜか靴くつをスルリと脱ぬがせた。

　コトン、という音が続き、彼がそれを床に落としたのだと分かる。眉まゆをひそめて抗こう議ぎするが、イライアスはそのままもう片方の足も持ち上げ、靴を奪うと、諭さとすように言った。

「靴はもう必要ないでしょう？」

「えっ、……うわっ！」

　急にイライアスに抱き上げられた。

　ぐらりと身体が揺ゆれ、重心が定まらず咄とつ嗟さにイライアスの広い肩にしがみつく。

　その状態で部屋の奥に向かって歩き出したイライアスに、私はなおも言いい募つのろうとしたが、やめた。

　──文句などなかった。




　その後、私はダンデノンに二週間滞在した。

　すっかりお祖母様とも打ち解けた頃、イライアスが私を迎えに王都からやって来た。

　彼はいつか私をヨーデル村に迎えに来た時のような自然な仕草で、私に手を伸ばした。

「帰りましょう」

「野次馬はどうなりました？」

「かなり少なくなりましたよ。今朝は珍しく屋敷の前が無人でした」

　私は彼の手の上に自分の手を乗せた。

「セーラ、野次馬が何人いようと、貴方と帰れる所が、私の家です」

　イライアスと二人、お互い手を握にぎり合ったまま、しばし見つめ合う。こうして当たり前のように彼といて、そして彼と同じ所へ帰れる喜びを、改めて嚙み締める。

　こう言えることが、嬉しい。

「はい。一緒に帰りましょう。我が家に」


終










著

岡達英茉

Ema Okadachi




10月26日生まれ　Ｂ型

秋生まれなのですが、１年のうち12月が１番好きです。街は綺麗に飾られますし、ご馳走や行事、長期休暇が目白押し！

幸運にも携わらせていただけた本書の書籍化作業の終盤は、そんな12月を目前にした時期でした。12月が一層好きになりそうです。




主人公と腹に一物なヒーローのハッピーエンド、お楽しみいただければ幸いです！
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